


[image: ]







[image: ]




	
		[image: ]

	




[image: ]










月蝕紀列伝3




異端の魔道士セイル








南房秀久





[image: ]

富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき







　序章　嵐の夜







　雨音が、すべての生き物の気け配はいをかき消していた。

　男のまとった厚い毛け織おりのローブは、雨水を吸い込んでじっとりと重みを増している。

　蒼あお白じろい、死人のような顔色をしたその男は、狼おおかみに追い詰められた草そう食しよく獣じゆうのような怯おびえた目をせわしなく周囲に配った。

　名も分からぬ捻ねじれた木々に、頭ず上じようまでを覆おおうかのように囲まれて、視界は狭せまい。

　その上、陽ひは大だい分ぶ前に地平線の向こうに落ちていた。

（これでは……）

　男は、汗と雨で濡ぬれた手のひらをローブの内側で拭ぬぐい、杖つえを握にぎり直した。

（これでは、奴やつが俺おれの鼻先を通り抜けても分かりはしない。どうする？　危険を承知で灯あかりを点つけるか？……いや）

　彼は小さくかぶりを振る。

（忘れるところだった。奴にはアレがある。アレを曳ひいている限り、音で分かるはずだ。たとえ、この土ど砂しや降ぶりでもな）

　その時。

　鼓こ膜まくをつんざくような轟ごう音おんとともに、閃せん光こうがあたりを真昼のように照らしだした。

　男の、ほんの数歩先に立っていた大木に、雷かみなりが落ちたのだ。

　一瞬、男の視し野やの端はしに人影が映うつった。

　杖を持つ腕に緊張が走る。

　だが、

「……ドロゴか」

　仲間であった。

「おい、奴は……」

　ほっとした男は小声で仲間の注意を引こうとして、途中で息を吞のんだ。

　驚きよう愕がくの表情を顔面に張りつかせたまま、ドロゴは灌かん木ぼくに上半身を預あずけるような姿勢で事切れていたのだ。

　森に入るまで、ドロゴを含めて仲間は八人いた。

　その八人すべてが、これでやられたことになる。

　それもたった一人に。

　男は恐きよう慌こうに陥おちいろうとする心を必死で抑おさえながら、再び前方に目をやった。

　落雷で燃え上がった大木の炎ほのおが、妙みように赤く、揺らめいている。

　と、その時。

　炎の向こう側、降りかかる火の粉の中に、こちらに背を向けて立つ人の姿が見えた。

　今やこの森には、二人の人間しかいないはず。

　自分と、背はい教きよう者しやのセイル・グレイ。

「取ったぞ！」

　男は杖の先をその人影に向けると、すでに蓄ちく積せきされていた〝呪じゆ波は〟をそちらに向けて放った。

　青白色の光こう球きゆうが、杖の先端に埋うめ込まれた緑りよく柱ちゆう石せきから矢のように飛び出した。

　光球はその軌き跡せきの上のものをすべて焼き尽つくしながら飛んで、ようやくこちらに気づいて振り返りかけた男を直撃する。

　岩をも蒸発させる高温の中で、その人間は一瞬苦く悶もんするように身をよじり、わずかな骨の欠かけ片らを残して灰と化した。

「……やった」

　光球が消えた後しばらくの間、男は茫ぼう然ぜんとその場にたたずんでいたが、人型に残った灰の跡が雨にすっかり洗い流された頃になってようやく、その顔に歓かん喜きの色が現われた。

「やった！　あの悪魔をこの俺が倒したんだ！」

　男の脳のう裏りに、これから自分の手に入ってくる数多くの報ほう酬しゆうが、次々と浮かんだ。教団やクユニックの領りよう主しゆがかけた高額の賞金、ダレク猊げい下か直じき々じきの祝福、それに昇しよう進しん……ひょっとすると、副司祭どころか教きよう区く筆ひつ頭とう司し祭さいの地位さえも夢でないかも知れない。

　だが、ふと視線を感じて振り返った途と端たん。

　彼の興こう奮ふんは一気に冷さめた。

　そして、一呼吸おいて、戦せん慄りつと恐怖が津つ波なみのように男に襲いかかった。

「……ま、まさか！」

　そこには、小こ柄がらな青年が、憂ゆう鬱うつそうな表情をたたえて立っていた。

　くすんだ金髪に、水色の瞳ひとみ。二は十た歳ち前後だろうか、まだ幼おさなさの抜けない顔だちである。

「もう、やめてくれませんか？」

　青年は敵意のないことを示すように両手を広げて言った。

「帰ってダレク司教に伝えてください。これ以上、僕を追うな、と。僕の望みは一人静かに生きていくこと、それだけなんです。これほど執しつ拗ように追つい跡せきしてこなければ、あなたの仲間の命も奪うばわずに済んだのに……」

「馬ば鹿かな！　馬鹿な！　馬鹿な！　貴き様さまは今の攻撃で確実に焼き尽くしたはずだ！」

　我われを失った男の耳には、青年の言葉は達とどかなかった。

　男は恐怖に顔を歪ゆがめ、杖を青年に向けて〝呪波〟を集中する。

「死んだはずだーっ！」

　男の練ねり上げた〝呪波〟は、今度は氷の矢を形成した。

　至し近きん距きよ離りで緑柱石から放たれた矢が、青年の脇わき腹ばらを貫つらぬく。

「……なぜ、放っておいてくれないんです」

　青年の姿は、空気に溶とけ込むように消えた。

（やはり化物か！　手て応ごたえはあった。たしかに殺やったはずだったのに。……今のがセイルなら、さっきのあの男の姿は何だったというんだ？）

　男の心をよぎった疑問に答えるかのように、どこからか、低く、囁ささやくような声が聞こえてきた。

「……助かる道もあったのですが」

　青年の声である。

「あなたは最後の選択を間ま違ちがえました。先ほどあなたが見た、灼やき尽くされる人影。あれは、これからのあなたの姿です」

「……なに？」

　男には、青年の言葉の意味がすぐには分からなかった。

　だが、熱気を背中に感じて振り返った瞬間に、彼もすべてを理解した。

「……う、うわああああああーっ！」

　男が最後に見たのは、突然出現した光球の放つ、蒼あおい光だった。




　　　　＊　＊　＊




　炎えん上じようした大木を包んでいた火が消え、くすぶり続ける枝から白はく煙えんが上がるだけになった頃……。

　消えた時と同様に突然、先ほどの青年が、黒くろ焦こげの死体の傍かたわらに姿を現わした。

「……今度は際きわどかったですね」

　青年はつぶやいた。

　脇腹に当てた手の指の間からは、血が滴したたっている。

　顔色も蒼そう白はくと言っていい。

　彼はそのまま、一歩一歩重そうに足を引きずって進み、腰の高さほどの小さな灌木の茂みの前に立った。苦しそうな荒い息のもと、青年は茂みに手を入れて一本のロープをつかむと、ゆっくりと後退する。

　すると、小枝が折れる音とともに、大きな木製の箱が灌木の間から現われた。

　人間の身長よりやや長めの、細長い箱。

　上面の蓋ふたの部分には、蝶ちよう番つがいと錠じようがついている。

　雨風に汚よごれてはいるが、この箱が何であるかを見み誤あやまる者はいないだろう。

　棺ひつぎである。

　青年はその棺を引き出すと、倒れるように上体を蓋の上に預けた。

「……このまま、あなたのところに行くかも知れませんね。……でも、それもいいでしょう」

　青年はふっと笑い、目を閉じた。




　　　　＊　＊　＊




「雨は嫌いだ」

　草臥くたびれた幅広の帽ぼう子しを被かぶった若い男は、ラバを進めながらこぼした。

　帽子の縁から滴したたる雨水が、ポタポタと彼の肩を濡ぬらしている。

「そう？」

　帽子の男と轡くつわを並べて道を行く女は、整ととのった顔を上に向け、まだ降り止やまぬ雨に頰ほおと額ひたいをさらした。

　細かな雨粒は白い肌の上で躍おどり、跳はね、流れて、首を伝って胸元に流れ込む。

「私は好きよ。……気持ちいい」

「いいねえ、吞のん気きで」

　男は帽子の縁をピンと指で弾はじくと、浅黒い、野性的な顔を女に向け、漆しつ黒こくの瞳ひとみで問いかけた。

「大だい体たい、何で俺がこの雨ン中をわざわざ……」

「それはね、カミロ」

　女は銀色の髪を搔かき上げて、大げさにため息をつく。

「野や営えいのために、たくさん薪たきぎを集めなくてはならないからよ。そして、こんな人里離れた場所で野営する羽は目めになったのは、誰かさんが前の街で有力貴族の愛人に手を出して、一晩のうちに逃げ出さなくちゃいけなくなったからなの。……まだ質問があるかしら？」

「だってありゃあ、あの女が先に俺に色いろ目めを使ってきたん……」

　カミロは女の冷ややかな視線に両手を上げた。

「分かったよ、薪を集めりゃあいいんだろ？」

「そういうこと。……このへんでいいわ」

　二人はラバを下り、道から外はずれて森の中に分け入った。

「なるべく乾いた枝を集めるのよ。それに、雨の中で火を焚たくんだから、生なま木きも要いるわ」

「アマラ、子供じゃないんだぜ。分かってるよ、そんなこたあ」

　アマラと呼ばれた女は、薪となる枝を求めて森の奥に進んだ。

　カミロとは別の方向である。

　獣けもの道みちをたどってしばらく歩くと、彼女はやや開けた空間に出た。

　多分、熊くまが餌えさ場ばにしていた場所だろう。

　中央に立つ、大たい木ぼくの残ざん骸がい。

　その幹は黒く焼け焦げ、生木の燃えた脂あぶらの臭においがあたりを漂ただよっている。

（さっきの落らく雷らいはこれね。たくさん薪が手に入りそう。……でも）

　アマラは思った。

（何か様子が変）

　その場の雰ふん囲い気きに尋じん常じようでないものを感じて周囲をよく観察してみると、大木の根元近くに骨の欠かけ片らのようなものが転がっているのが見つかった。

　普通の女なら飛び上がって驚くところだが、アマラは表情ひとつ変えず、骨に近寄って屈かがみ込み、実際に手で触さわって確かめてみる。

「……人じん骨こつ。それも相当の高温で焼かれたものだわ。落雷とは関係ないようね」

　アマラはつぶやくと、立ち上がってさらにあたりを調べた。

　次に彼女が発見したのは、アザミの茂みのそばに横たわる青年の姿だった。

　青年は古びた木製の棺ひつぎの上に身を横たえており、その右手にはしっかりと棺の引き綱が握にぎられている。

「生きているかしら……？」

　アマラは青年を仰あお向むけにすると、その胸に手を当てた。

　わずかに鼓こ動どうが感じられるが、身体からだは冷え切っている。放っておけば、日が昇のぼるまでにその生命の燈ともしびは消えてしまっているに違いない。

　どうするべきか思し案あんしながら、アマラは初めて青年の顔を見た。

　くすんだ金髪に少年のような端たん正せいな顔立ち。二十代も半なかばを越したアマラよりは五つは若いだろうか。

「……きれいな子」

　アマラは青年の額ひたいに手を当てた。

　その時……。

「ア、ア、ア、アマラアアアアア～ッ！」

　カミロの声が森に響いた。

「何かやばいぞ、この森！　ここらへん、死体だらけだ！」

「分かっているわ！　こっちにきて！」

　アマラは答える。

　やがて、顔面を蒼そう白はくにしたカミロが茂みの間から現われた。

「厄やつ介かい事ごとに巻き込まれないうちに、早くここを離れようぜ！」

「ええ。でも、この子を連れていかなくちゃ。怪け我がをしているのよ」

　カミロは、アマラが抱き起こした青年を見てかぶりを振った。

「よせよ。そいつも厄介事の一部だぜ。関わり合いはごめんだ」

「駄だ目めよ。こんなきれいな子、勿もつ体たいないじゃない」

「俺は嫌いやだ。関係ないね」

「カミロ、貴族の館やかたから逃げ出す時、ロープを投げて助けてあげたの、誰だったか覚えている？」

「……ちっ、分かったよ！　けど、これで貸し借りなしだからな！」

　二人は青年を運ぼうとしたが、青年は意識のないまま棺の引き綱をギュッと握って、放そうとはしなかった。

「仕方ないわ。私、この子をおぶうから、あなたその棺を引っ張ってきて」

「綱、切っちまえよ。気持ちわりい」

「駄目。こんなにしっかりと綱を握って……、きっと大たい切せつなものなのよ」

　アマラとカミロは苦労して青年を道まで運び、ラバに乗せた。

　カミロは青年の手からようやく綱をもぎ取ると、それを自分のラバの鞍くらにつないで曳ひかせた。

「みんなのところに戻りましょう、急いで」

　アマラは鞍に飛び乗ると、額ひたいの汗を拭ぬぐった。

　いつの間にか雨はやみ、東の空が明るくなり始めていた。







　第一章　旅芸人たち







　アマラとカミロは、街道を来た時とは逆方向にラバを急がせ、森を出た。

　そして、北へ向かって道が大きく曲がるところで街道から外はずれると、前方に見えるヒースの繁しげる丘を目め指ざした。

　水みず捌はけのいい、小高い丘の上では、八台の馬車と数頭のラバが円陣を組み、その内側に幾いくつかの天幕が張られている。

　これが、アマラとカミロの仲間たちが設営した野や営えい地ちである。

　天幕は、どれも派は手でな色分けをした、真ん中に柱を立てる形の丈夫そうなもの。

　馬車はみな小型のもので、どれも四、五人乗れば定員超過といったところである。青や赤で塗ぬられていたらしい幌ほろや荷台は、とうの昔に色いろ褪あせ、灰色の色調の辺あたりの景け色しきに見事に溶とけ込んでいた。

　ただ、中でも一番オンボロな馬車の荷台の横に書かれた、『ティーズの驚きよう異いの一座』という文字だけは、何度も書き重ねたらしく、辛かろうじて判別ができる。

　太陽は、その顔を半分まで地平線の上に出していたが、みんなまだ眠っているのか、天幕や馬車の間を歩き回る人影はない。

　丘を登りきったところで、アマラは途と方ほうに暮れた目でカミロを振り返った。

「……どうしよう。この子の怪け我が、ひどいわ」

　アマラは後ろから抱きかかえるようにして、一いつ緒しよに鞍くらに乗っている青年の額ひたいを撫なでる。

「だったら、アリシアんとこに連れてくに決まってるだろ！」

　カミロは青年を背せ負おうと、野営地の中心にある天幕に向かった。

　小さな、それでいてこぎれいなその天幕の中では、華きや奢しやな感じの少女がすでに目を覚まし、敷しき藁わらに腰を下ろして繕つくろいものをしていた。

　純白の羽毛の襟えり巻まきをまとった少女の髪と瞳ひとみは、夜の精が宿っているかのように黒く、肌はうっすらと振り積もった新雪のように白い。

　カミロが入ってくる気け配はいに気がつくと、少女は咎とがめるような目つきで彼を見上げた。

「一体どうしたのよ。みんな震えて薪たきぎが来るのを待って……。なに、その人？」

「拾ったんだよ、アリシア。くたばりかけてる」

「……大変」

　アリシアと呼ばれた少女は、敷き藁に青年を寝かせ、カミロにお湯を沸わかすように命じた。

　それから、手慣れた様よう子すで傷の具合を確認する。

　幸い、内臓に損そん傷しようはないが、槍やりでついたようなその傷は背中まで貫かん通つうしていた。何よりも深刻なのはその出血で、ただちに止し血けつを施ほどこさなければ死は免まぬがれないだろう。

　ただ、主な動脈が無事なのは、大きな幸運だった。助かる見込みは、なくはない。

「……ひどい傷。一体何でこんな？」

「分からないのよ。森の中で……」

　アマラは青年の周囲に転がっていた多数の死体についてはあえて語らなかった。

「……まあ、いいわ」

　アリシアも、それ以上に深くは詮せん索さくしない。

　お湯で傷のまわりをざっと洗ってから、オグルマソウなど数種の薬草を混まぜて作ったチンキを綿に含ませて、まず背中の傷口をきれいに拭ぬぐう。そして絹きぬ糸いとで腹ふく膜まくを縫ぬい、さらに皮ひ膚ふを縫ほう合ごうする。ウマノミツバとカッコウソウ、それに痛み止めのケシを潰つぶして練ねったペーストを塗りつけ、それから同様の手順で腹側の傷の手当てに移る。

「……やっぱり、問題は失しつ血けつ量りようね。できるだけのことはしたけれど、今夜の様子次第といったところかしら」

　一応の手当てを終えたところで、アリシアはふうっと一つ息をついた。

「疲れたから少し休ませてもらうわね。あとはお願いよ、カミロ」

　手持ち無ぶ沙さ汰たに後ろをうろついていたカミロは、エッと驚いたように目を丸くする。

「な、何で俺が？　拾ったのはアマラだぜ！」

「忘れたの？　余よ所そ者ものを連れ込む時には長おさの天幕に彼を導き入れた者が、その保護者となり全責任を持つ、というのが私たちの掟おきてよ」

「よせよ。だから、こいつをここに運び込んだのは……。あっ、俺だ！」

　カミロはアマラを振り返ってにらみつけた。

「……くそっ、はめたな！」

　アマラはウインクした。

　野営地に着いた時に見せた、あの動揺した素そ振ぶりは彼女の名演技だった。アマラはカミロを保護者に仕立てることで、青年の受け入れに真っ先に反対しそうな彼の口をふさいだのである。

「ともかく、決まりは決まり。この人に何かあったら、あなたが責任をとるのよ」

　長であるアリシアは宣言した。

「大だい丈じよう夫ぶよ。私も手て伝つだうから」

　アマラはカミロの肩に手を置いて、アリシアにニッコリと微ほほ笑えんだ。

「かなわねえな、あんたにゃ」

　カミロは頭を振ってため息をついた。




　二日後……。

　青年が目を開いた時、まずその瞳ひとみに映ったのは、陶とう器きのカップを持って自分の傍かたわらの椅い子すに腰を下ろす、銀髪の女の美しい顔だった。

「……冥めい府ふの女め神がみスヴァニルダが、これほどきれいな方だとは知りませんでしたね」

　彼はつぶやいた。

「そのお世せ辞じは何十年か後にとっておくのね」

　アマラは青年の声を聞いて、安あん堵どの微笑みを浮かべた。

「私は女神じゃないわ。あなたは生きているのよ」

　青年も微笑みを返したが、その笑みにはかすかに自じ嘲ちよう的てきな色があった。

「……そうですか。また生き延びてしまったんですね。……すいません、助けていただいたのに、こんなこと言って」

「弱気になるのは出血で気力が衰おとろえているからよ。すぐに元気になるわ」

　アマラは青年の髪を撫なでた。

「そうなってもらわねえと、困るぜ」

　冷ややかな声。

　青年は声のした方に頭を巡めぐらせた。

　テーブルに頰ほお杖づえを突いて、眠そうな目でこちらを見ているのは、二晩徹てつ夜やして看病したカミロである。せっかくの甘い容よう貌ぼうも、寝不足では冴さえない。アマラの方はしっかりと数回仮眠を取っていたのだが……。

「……彼はカミロ。看病を手伝ってくれたの」

　と、アマラがささやく。

　カミロは、やれやれお役御ご免めんだ、というように大おお袈げ裟さに両手を上げた。

「ともかく、早く良くなって出てってくれ。うちの一座は、お客さんを長いこと置いておけるほど裕ゆう福ふくじゃないんでね」

　彼はそう言い捨てると、立ち上がって天幕を出た。

「気にしないでね。口ほど悪い子じゃないのよ」

　肩をすくめるアマラ。

「色々聞きたいこともあるけど、良くなってからにしましょう。それと、あなたの大事にしていた棺ひつぎ、ちゃんと持ってきて、私の天幕に置いてあるから安心して。……駄だ目めよ！」

　再び寝かしつけようとするアマラの手を制して、青年は上半身を起こした。

「大丈夫です。……さっきの人が言った通り、もう発たちます。……棺のところまで連れていってください。あなた方にこれ以上、迷惑をかける訳わけにはいきません」

　青年は立ち上がろうとし、くっと表情を歪ゆがめた。

「ほら、ご覧なさい！　まだ傷口がふさがってはいないんだから！」

「ですが、ここにとどまることはできないんです。追っ手が……」

「……黙って」

　アマラは、のしかかるようにして強ごう引いんに青年を敷しき藁わらの上に押さえつけると、カップに入った煎せんじ薬を自分の口に含む。

　そして、青年の頰を両手で包み、その唇くちびるに自分の唇を重ねた。驚いた青年は、女の口から伝わってくる生暖かい薬をそのまま飲み下した。

（蒼あおい瞳……）

　自分を見つめる神秘的な色合いの瞳が、青年の心に深く焼きつく。

「……よく眠れる薬よ」

　アマラは唇を離すと、舌を出し、わずかに頰を赤らめた。

「あと数日は、このまま休むの。……ところで、名前だけでも教えてくれないかしら？　何て呼んだらいいのか困るから」

「……セイル。セイル・グレイです」

　薬が効きいてきたらしい。朦もう朧ろうとする意識の中で、青年は答える。

「そう、私はアマラ。覚えておいてね」

　女の声は遠く響いた。

　セイル・グレイは再び、心地よい眠りの中へと誘いざなわれていった。




　次にセイルが目覚めたのは、それからさらに数日後のこと。

　この時、セイルの目にまず映ったのは、黒髪の少女の顔だった。

「……そろそろ起きる頃だと思ったわ」

　アリシアは言って、陶器のカップを差し出した。

「これを飲んで」

「また薬ですか？」

「嫌いやがらないの。蜂はち蜜みつと赤ワインを使ってあるんだから、口当たりは悪くないはずよ。あなたには血がたくさん必要なんだから。自分がどれくらい出血してたか、知ってる？」
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　セイルはカップの中身を乾ほすと、脇腹の傷に指を這はわせた。

　薬を塗った布が貼はられ、ずれないように包帯で止めてある。

（適切な処置……。かなり医術の心こころ得えのある人間でなければ、これだけのことはできないはず）

「……手当てはあなたが？」

　セイルが尋たずねると、少女はちょっとはにかむように笑った。

「ええ。もっとも、ずっと付き添って看病していたのはアマラとカミロよ。今は二人とも自分の天幕に戻って仮眠を取っているわ。何しろ付きっきりだったから」

「……そうですか」

　二人のことは覚えている。

　特にアマラ。

　自分に口移しで薬を飲ませた、蒼あおい瞳の女……。

「発たつ前に、お礼を言わなくてはいけませんね。……無論、あなたにも」

「よして。ここはそんな堅かた苦くるしいところじゃないわ。ここは……」

　と、言いかけて、アリシアは彼に何も教えていなかったことに気がついた。

「そうか、まだ知らなかったんだわ」

　アリシアはそうつぶやくと、後ろを振り返った。

「ほら、そんな陰でコソコソのぞいているんじゃないの。みんな出てらっしゃい！」

　と、アリシアが言った途と端たん。

　布一枚隔へだてた天幕の外で聞き耳を立てていた者たちが数人、ドッとなだれ込んできた。

　中には、慌あわてたためにつまずいて引っ繰り返った者もいる。

「…………」

　アリシアはこめかみを押さえた。

「……これが私たちの仲間。『ティーズの驚きよう異いの一座』の主おもな座員たちよ」

「一座？」

　と、おうむ返しにつぶやいたセイルに、アリシアはうなずいた。

「そう。これでも私たち、旅芸人の一座なの。紹介するわ、まず……」

　最初にセイルの前に立ったのは、十二、三歳の愛くるしい少女たちである。ただ、この二人、はしばみ色の髪から深緑の目、顔の輪りん郭かく、胴をキュッと締めた白い麻のドレス、革かわ紐ひもを編あんだサンダルまで、どこを取ってもそっくりだった。

「初めまして、セイル」

　二人が同時に言った。

「あたしはヒルデ」

「わたしはユリア」

　これも同時だったので、セイルにはどっちがヒルデでどっちがユリアなのか、さっぱり分からなかった。

　彼の困ったような顔に、

「区別をつけようとしても無む駄だよ。私だって間ま違ちがえるんだから」

　と、アリシアが助け船を出す。

「あら、それほどは」

「似てないわ」

　また見事に声が重なる。

「だって、あたしはユリアと違って行動的だし」

「わたしはもっとお淑しとやかよ」

「……まあね」

　アリシアは肩をすくめる。

「でも、黙って立っていると、やっぱり分からないわよ」

　彼女は次に、隅すみの方にいた十歳くらいの少年を指さした。

「あの子はロケ。太鼓叩たたき。一座のマスコット、といったところかしら？」

　大きな茶色の目をした少年は、挨あい拶さつ代わりにトトトン、トトトンと、首に提さげた太鼓を叩いてニッコリ笑った。

「よろしく」

　セイルも少年に笑いかけた。

「で、こっちはビゲリス。舞台での名前は〝怪力〟ビゲリス」

　背の高い、細身の男が一歩前に進み出て手を差し出した。あまり〝怪力〟という印象はない。温おん厚こうそうな表情の男である。

「よろしくな、セイル」

　セイルはその手を握った。力強いが、優しい手だった。

「女によう房ぼうも来たがったんだが、今、お腹なかに子がいてね」

　彼は短いアゴ髭ひげを撫なでて微笑んだ。

「動くな、とアリシアが言うんだ」

「まあ、あんたのカミさんは、いつだって腹ボテだけどな」

　と、ニキビ跡の残る赤毛の少年がチャチャを入れる。

「おっと、おいらはイスマル」

　コマネズミのように落ち着きのない少年は、右手を出し、セイルがその手を取ろうとするとサッと引っ込めた。そして、どこからともなく小さなボールを出すと、それを三つ、片手の中で躍おどらせた。

「これで稼かせいでいる訳さ」

　少年はニッと白い歯を見せた。

「なんじゃい、わしゃ最後か？」

　そう言って歩み出たのは、肩に猿さるを乗せた小柄な老人だった。

「わしが団長のティーズだ。もっとも、実際に一座を仕切っとるのは、アリシアでな、まあ、わしは興行上の責任者といったところかの」

　老人が言葉を切ると、肩の上で猿が心外そうにキキッと鳴いた。

「おおっ？　そうか、忘れとった。お前さんを紹介せんとな」

　ティーズは白い縞しまの入った猿の頭を、ポンと叩く。

「こいつはわしの長年の相あい棒ぼうで、ガス隊長じゃ。何の隊長かは聞かんでくれ。聞くと怒るんでな」

　ガス隊長は、ウキッと言うと、胸を張って長い尻しつ尾ぽを立てた。

「……まあ、大だい体たいこれが舞台に立つ連中ね」

　一同が自己紹介を終えたところで、アリシアが再び前に出た。

「あとはみんなの家族に……、そうそう、執しつ筆ぴつにつまって二日ほど前に逃げ出した台本書きと、事情があって前の街で捕つかまったドジな笛吹きがいるけど……。まあ、二人ともそのうち戻ってくるわ。いつものことなの」

　少女はクスリと笑うと、真ま面じ目めな表情に戻ってセイルの瞳をのぞき込んだ。

「さあ、今度はあなたの番よ。今、言えることだけでいいから聞かせて。できれば、追っ手とやらのこともね」

　セイルはいったん目を伏せたが、やがて顔を上げて言った。

「そうですね。お知らせしておくべきでしょう」

　彼は語り始めた。




　　　　＊　＊　＊




　セイルが、エレネイ半島の北部、キラロウ山中にある至し神しん智ち教団の司教座に連れてこられたのは、まだその背が紅こう玉ぎよくの杖つえの長さにも達しない頃であった。

　乳ち飲のみ子の時に飢き饉きんで両親を失ったセイルは、村の司祭の手によって育てられた。

　司祭は寒かん村そんの教団員にしてはできた人物で、セイル少年が村の少年たちの中では抜きん出て賢かしこいことに気がつくと、遠くの街から様さま々ざまな名著の写本を取り寄せては彼に与えた。そして少年が短期間の内にその写本をすべて読どく破はすると、教団の最高学府で教育を受けさせるべく、彼を連れて司教座に向かったのである。

　学がく寮りように入れられたセイルは、集まった多くの秀才の中にあってもめきめきと頭とう角かくを現わして、特に魔術の分野においては百年に一人の天才と呼ばれるまでになった。

〝呪じゆ波は〟と呼ばれる精神波動を一定の波形に練ねり上げ、その波動を対象に向けて解放することで超自然的な作用を及ぼす。

　これが教団で教える高等魔術である。

　セイルは呼吸することと同じくらいに容た易やすく、〝呪波〟を操あやつった。

　複雑な波形の〝呪波〟を練り、増幅し、一気に解放することで、他の誰だれよりも強力な魔力を発はつ揮きすることができたのである。

　少年は増ぞう長ちようした。

　一いつ緒しよに学ぶ者たちを見下すようになり、己おのれにできぬことは何一つない、とまで断言するようになったのだ。

　当然、少年は嫌われ、教師たちからも疎うとんじられるようになった。

　少年はそれでも満足だった。人が自分を嫌うのは、自分の才能を羨うらやんでのことだと思ったからだ。

　だが、そんなある日、学寮の中庭で、彼は自分の一生を変える女性と出会った。

　その人は、嵐が去った後に雲間から射さす一条の光のように、突然、セイルの前にその姿を現わしたのである。

　その日の午後、セイルはいつものように中庭の岩の上に腰を下ろし、一人で魔道書を読み耽ふけっていた。

　読んでいたのは、難解な古典魔術論に関する注解書。平の学徒なら触ふれることさえ禁じられている貴重な手書き写本だが、セイルはその才能ゆえ、特別にこうした写本の閲えつ覧らんも許されていたのだ。

　で、少年が夢中でその魔道書の文字を追っていた時……。

　頁ページの上を、影が覆おおった。

　セイルは舌打ちして顔を上げた。

　そこには、自分より一つ二つ年下の金髪の少女が、目を大きく見開いて立っていた。学寮では女の子も珍しくはないが、初めて見る子だ。

「……何だよ」

　セイルはちょっと膨ふくれっ面つらをしてみせた。

　奇妙なことに、女の子を見たセイルの心臓は、かつてなかったほどに高鳴っていた。

　怒った顔をしたのはその照れ隠しだ。

「……蝶ちよう々ちよう」

　女の子は唄うたうように言った。

　夜明けの森で聞く小鳥の囀さえずりのように澄すんだ、無む垢くな声である。

「蝶？……うわっ！」

　セイルは少女の視線を追って自分の肩の上に目を落とすと、声を上げて飛び上がった。気がつかぬ間に彼の肩には、青と黄色の縞しま模も様ようの美しい蝶が止まっていたのだ。

　蝶はヒラヒラとセイルの肩を離れ、少女の指先に止まった。

「……きれい」

　セイルは無む性しように腹が立った。

　あんな小さな生き物に学寮一優秀な自分が脅おどかされたことに、それに何より、少女が自分ではなく蝶を見ていたことに腹立ちを覚えたのだ。

　少年は残ざん酷こくで不条理な怒りの炎ほのおを胸に灯ともし、〝呪波〟を練った。

　彼の指先から小さな青い光こう球きゆうが飛んで、蝶を包み込む。

　少女がアッと口を開く間もなく、蝶は一瞬のうちに灰となった。
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　茫ぼう然ぜんと立ち尽くす少女。

「ざまあみろ」

　セイルは小さく罵ののしった。

　だが、少女は泣かなかった。代わりに、淋さびしそうな目をセイルに向けた。

「驚いたろ？」

　意地悪く笑うセイル。

　少女は頭を振る。

「分かってないな」

　セイルは小こ馬ば鹿かにするように肩をすくめる。

「これだけ高温で小こ粒つぶの光球を発生させて自由に制せい御ぎよするのは、並なみ大たい抵ていの技術じゃないんだぞ」

「……すごいとは思わないわ」

　少女の声は冷静そのものだった。本当に少しもすごいとは思っていないのだ。

　セイルは完全に怒った。

　彼は再び〝呪波〟を集中し、今度は一度に数十個の光球を生み出すと、それを少女の周りで威い嚇かくするようにグルグルと回らせる。

「これでも？」

　と、勝ち誇ほこったように尋ねるセイル。

　だが、これだけの数の光球の制御はさすがに難むずかしく、光球の一つが少女の首筋をかすめて金髪を一房、チリッと焼いた。

「いくら作っても駄だ目め。だって……」

　それでも少女は顔色を変えなかった。

「……だって、これはただ、殺したり傷つけたりするだけの道具だもの。命を奪うばうものだもの。……あなた、その魔法で命を創つくり出すことができて？」

　少女の反問に、逆にセイルの顔色が変わった。

「……命を……創る？」

　もちろん、いくら魔法が自然法則を越えられるといっても、限度というものがある。そんな魔法は知らなかったし、どんな文ぶん献けんを見ても載のっていないはずだ。

「……できないよ、できる訳わけないだろ」

「創ることができないものを、壊せるの？」

「できるさ！　みんなやってることだよ！　戦争になれば、みんなが殺し合うだろ？　誰も死んだ人間を生き返らせることなんかできないくせに」

「それは本当に正しいこと？」

「……た、正しいとか、間ま違ちがっているとかいう問題じゃないさ。ただ、そういうもんなんだよ」

　少女は黙ってセイルの目を見つめた。

「僕は間違ったことなんかしていない！」

　彼は肩を落とした。

「ぼ、僕は！……僕は」

　非難の目、憎しみの目、嫉そねみの目には慣れていた。

　だが、純粋で慈じ愛あいに満ちた瞳には、耐えることができなかった。

　その瞳に映る、自分の醜みにくさに耐えきれなかったのだ。

「……ごめん」

　セイルは生まれて初めて、心から謝あやまった。




　その日から、だんだんセイルは変わり始めた。

　彼は何かを考えるようになった。

　一人で本に没ぼつ頭とうする時間が減り、少女──イフィーという名だった──に伴ともなわれて司教座を下り、ふもとの町の施せ療りよう所じよで病人の看護の手伝いをすることが増ふえた。

　これ見よがしに魔法を使うことも減った。

　学友たちは彼の変化に戸と惑まどいながらも、次第に打ち解け、信頼を寄せるようになった。そして、全教師から認められ、学業課程を終了した時には、この二世紀の間授さずかった者のいなかったマギの杖──最高の魔ま道どう士しであることの証あかし──を、総司教ゴフレドゥスの手から授与されたのである。

　任官を受ける際に、セイルは当然、司教座の中ちゆう枢すうでその才を生かし、ゆくゆくは大司教にまで昇りつめると思われていたが、彼はこの時自みずから進んで閑かん職しよくにあたる学寮の教官を志願した。後進の指導に従事したいというのだ。自分が犯おかしたような思い上がりの過あやまちを、後こう輩はいたちにさせないように。

　上位の教団幹部たちは渋しぶ々しぶながらこれを許可し、セイルは学寮で働き始めた。

　そして、その隣となりには常にイフィーの姿があったのだ。

　二人の抱いだいていた淡あわい感情が愛に変わるまで、そう長い時間はかからなかった。

　だが、ここに一つ問題があった。

　イフィーの父親は、大司教ダレク。

　教団第二の実力者である。

　ダレクは娘を奪われることに我が慢まんがならなかった。

　それも、いくら魔法に長たけているとはいえ、卑いやしい身分の出の、学寮の教官風ふ情ぜいに。

　彼はイフィーを家に監かん禁きんし、セイルに逢あうことを禁じた。

　それでも、二人は様々な手段を取って逢い続けた。困難が多ければ多いほど二人の愛は燃えた。

　業ごうを煮にやしたダレクは、とうとう汚きたない手段に出た。異い端たんの罪をでっち上げて、セイルを破門、追放したのである。

　セイルは大人おとなしく、教団の命に従って司教座を下りた。

　これで、片かたはついたようにダレクは思った。

　だが、彼は考え違いをしていた。

　イフィーはセイルを忘れなかった。少女は、セイルが置いていったマギの杖を握り、彼の後を追って司教座を去ったのだ。




　　　　＊　＊　＊




「……それから僕たちは教団の目を逃のがれて、しばらく放ほう浪ろうしました。僕もイフィーも、教団内での地位はそう高いものではありません。時が経たてば二人のことなど忘れ去られてしまう、そう思ったんです。ですが、僕に愛まな娘むすめを奪われたと信じるダレク大司教は追及の手を緩ゆるめませんでした。彼は再さい三さんの訴うつたえで異端審しん問もん委員会を動かし、それを受けた委員会は審問懲ちよう罰ばつ官かんを僕らの捜そう索さくに送ってきたんです」

「……イタンシンモン？　シンモンチョウバツカン？　なんだい、それ？」

　耳慣なれない言葉の連続に、イスマルが赤毛を搔かく。

　セイルはどう説明したらいいのか迷うように、ちょっとの間、唇くちびるを嚙かんでいたが、やがて続けた。

「……至神智教団は、団員一万人を抱かかえる大組織です。組織が大きくなれば膿うみも出ます」

「その膿を裁さばくのが異端審問委員会なの？」

　と、アリシア。

　だが、セイルの口から出たのは全まつたく逆の説明だった。

「いえ。異端審問委員会こそ、その膿です。教団員が教義に反した行いをしていないか、昼ちゆう夜や目を光らせて、少しでも戒かい律りつ違反の疑いがあれば、時には拷ごう問もんを行った上で異端、背はい教きようの罪を着せ、破門、死罪などの厳しい罰ばつを下す。異端者を糾きゆう弾だんすることを悦よろこびとしている狂信者たちです。中でも審問懲罰官は、審査から処罰までのあらゆる権限を持った、暴ぼう君くんといってもいい存在なんです」

「じゃあ？」

「奴らは僕を全教団の敵と位置づけ、執しつ拗ように追い続けました。やがてイフィーは……」

　セイルは再び口をつぐんだ。

「そいつらに奪われたのね？」

　アリシアはゴクリと唾つばを吞のんだ。

　だが……。

「……違うわね」

　別の方向から声がした。

　みんながそちらの方向を振り返ると、いつの間にか彼らの後ろにアマラとカミロが立っていた。

　声の主はアマラである。

「あなたが曳ひいていた棺ひつぎ、あの中に眠っているのが……」

　彼女の言葉にセイルはわずかに首を縦たてに振った。

「僕は……今ではイフィー殺しの殺人犯として、ダレク大司教から多額の賞金をかけられています。そればかりか、大司教は私し兵へい化した教団員を刺し客かくとして直接送ってきてもいるんです」

「……まさか、イフィーはあなたが？」

　魔道士の青年は、今度は横に首を振る。

　アマラはほっと安あん堵どした。

（そうよね。自分が逃げ延びるために、足手まといになる女性を殺すことができる子じゃないわ）

　アマラはこれ以上、イフィーを失った詳くわしい情況について尋ねるような残酷なことをする気はなかったが、あと一つだけセイルに説明を求めた。

「森に転がっていた死体の山は……、あなたを狙ねらった刺客だったのね？」

　尋ねるというよりは、単なる事実の確認といった口調だ。

　だが、死体のことを初めて耳にする一座の者たちは、ハッと凍こおりついたようになる。

「……その通りです」

　セイルは、膝ひざに置いた手の甲に視線を落とした。

「けれど、できれば殺したくはなかったんです。本当は彼らを殺すよりも、僕自身があの場で死んだ方がよかったのかも知れません。でも……」

　声がかすかに震ふるえている。

「でも、僕はイフィーと約束したんです。自じ暴ぼう自じ棄きになって命を投げ出すようなことは決してしないと……」

「もういいわ。辛つらい話を無理にさせてごめんなさい」

　アマラはセイルの傍かたわらに歩み寄り、その肩に手を置いた。

「これであなたに罪のないことが、はっきりと分かったわ」

「いえ……。直接手は下さなくても、僕も罪は免まぬがれません。僕はあの子を愛すべきではなかったんです」

　セイルは顔を上げキッパリと言った。

「大司教はこれからも執念深く刺客を送ってくるでしょう。僕がここにいればあなた方をも巻き込むことになります。すぐにここを発たった方がいいんです。……僕のために死ぬのはイフィーだけでたくさんですから」

　会話が途と切ぎれ、天幕の中は静まり返った。

「……あんたの言うことに噓うそがないなら」

　やがて口を開いたのは、ビゲリスだった。

「なおさら、あんたを一人でここから放り出す訳にはいかないな」

「分からないんですか!?　僕がいると危険なんです。教団の刺客はみな、恐ろしい力を持った魔道士なんですよ」

「気にすることはないわ」

　肩をすくめたのはアリシアである。

「うん。だって、あたしたちだって」

「あなたと同じようなものだもの」

　ヒルデとユリアが言った。

「私たちはね」

　アリシアが続けた。

「カデロンの国境にある太たい主しゆ直ちよつ轄かつの森に住む、隷れい属ぞく民みんだったの。つまり、農のう奴どみたいなものね。それが、一年ほど前に一族揃そろって森から逃げ出したの」

「……逃とう亡ぼう民みん」

　セイルはつぶやいた。

　こうした人々は領主の所有物であり、所有者は、彼らを家か畜ちくのように売買することはもちうん、慰なぐさみのために命を奪うことさえ自由にできるのだ。

　決められた住みかを移る自由など、あるはずがない。

「そう。知っての通り、逃亡は重罪。捕まれば全員絞こう首しゆ刑けいよ。たとえ追っ手がかからなくても、誰の庇ひ護ごも受けられない、定着する土地もない不安定な暮らしの毎日。でも、私たちは逃げたわ」

　アリシアは微ほほ笑えんだ。

「ある人が教えてくれたの、自由に生きることの大たい切せつさをね。……だから、私たちもあなたと同じ。だからこそ」

　少女はセイルの手に自分の白い手を重ねて、彼の水色の瞳を見つめた。

「助け合わなくちゃ。頼れる者のない、弱い者たちだから、手を取り合うのよ」

「ねえ、そうして」

「そうしてよ」

　と、ヒルデとユリア。

「なあ、ここにいなよ」

　イスマルが照れ臭くさそうに鼻を搔かき、ロケがトントトトンと太鼓を鳴らした。

　だが……。

「俺は反対だ」

　そう言ったのは、さっきまで黙って天幕の柱に寄り掛かっていたカミロである。

「お前ら、みんなどうかしちまったんじゃないか？　ただでさえ、ヤバい身だっていうのに、その上このお荷物を連れ歩こうって気か？　そもそも、こいつは仲間じゃない。余よ所そ者ものだぜ！」

「……余所者というのなら、私だって元はそうだわ」

　そう静かに言ったのはアマラである。

「ふんっ！　それを言われりゃ、わしも、ガス隊長も同じじゃい」

　ティーズがにらみつける。肩の上の小猿までが、キィーッと歯を剝むき出しにする。

「あ、あんたらとこいつとは話が別さ。爺じいさん、あんたは俺たちが必要な馬車を持っていたし、アマラだって占うらないができたじゃないか」

　カミロは慌あわてて付け足す。

「けど、こいつに何ができる？　俺たちが必要なものを、何か持ってるかよ？　それだけじゃない。こいつのために、もう何日、この丘の上で足止めを食らってると思う？　食料だって尽きかけてる。早く次の町に入って興行を開かなきゃ、全員飢うえ死になんだぜ」

　彼は赤毛の少年と大男に目をやった。

「イスマル、お前、おふくろが死んでもいいのか？　ビゲリス、女房と子供のことまで考えたかよ？」

「…………」

　二人は何も言い返せずに黙り込んだ。

　この時……。

　それまで部屋の隅すみで話を聞いていたロケが、突然、顔を明るくすると、ヒルデ──かユリア──の袖そでを引っ張った。

「なあに？」

　身を屈かがめるヒルデ──又はユリア──の耳に、ロケは何事かささやいた。

　少女が笑ってウインクすると、ロケは小走りに天幕を出ていった。

　ヒルデ──でなければユリア──の他に、ロケの動きを気にとめた者はいなかった。

「ともかく」

　カミロは続けた。

「こいつの保護者は俺だ。こいつをどうするか決める権利は、俺にある。そうだな、アリシア？」

「ええ。そうね」

　掟おきてを盾たてにされたアリシアは憮ぶ然ぜんとした表情ながらも、一族の長としてうなずく他ない。

「でも、私は許さないわよ」

　アマラがくびれた腰に手を当てて、カミロの前に立ちふさがった。

「そんな決定をしたら、私、一生あなたのことを許さないから」

　にらみ合うカミロとアマラ。

「……もう、いいでしょう」

　セイルがゆっくりと立ち上がった。

「まだ起きちゃ駄目よ！」

　敷しき藁わらの上に押し戻そうとするアリシアを制し、彼は言った。

「僕のために、あなたたちが仲間割れする必要なんかありませんよ。僕が自主的にここを出れば問題はないんです。ですから、カミロさん、アマラさん、喧けん嘩かは止よしてください」

「……ああ」

「喧嘩だなんて」

　カミロたちは口ごもった。

　魔道士の青年はぎこちない仕し草ぐさで、傍らにあった上着の袖に腕を通した。腕を上げるとまだ多少痛みは残るが、傷口は無理をしなければ開くことはないだろう。

　取りあえずはそれで十分だ。

「アリシアさん、見事な手当てです。ありがとうございました」

「いいのよ。……ごめんなさい」

　黒髪の少女はうつむいた。

「謝あやまらないでください。僕も、あなたたちを巻き込む心配のない方が、気が楽なんですから。……棺のところまで、案内してもらえますか？」

「ああ」

　ビゲリスが沈んだ声で言った。

「残念だな。俺の子供たちも新しい仲間ができることを楽しみにしていたのに」
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　セイルの見送りには、一座の残りの者たちも天幕や馬車から出てやってきた。

「このラバ、使ってくれよ」

　赤毛のイスマルが一匹のラバを引いてきて、鞍くらを乗せた。

　セイルは微笑み、棺の曳ひき綱を鞍あん頭とうに結んだ。

　大男のビゲリスは両肩に幼おさない子を乗せ、お腹のパンパンに大きくなった女性の手を引いてきた。

「ごめんよ」

　ビゲリスの妻らしき、丸い腹をした二十代後半の美女は、カールした魅み惑わく的てきな黒髪を搔かき上げてセイルの頰ほおにキスをした。

「カミロを恨うらまないでやって。あれはあれなりに、仲間のことを考えたんだよ」

「ええ。分かっていますとも」

　セイルもキスを返しながらささやいた。

「……さあ、お前たちも、お別れの挨あい拶さつをしなさい」

　大男が言うと、その肩の上に乗った二歳ぐらいの女の子がセイルの顔を見て笑い、ピンク色をした手を振った。もう一人の三つぐらいの男の子の方は、淋さびしそうに指をくわえていたが、やがて何かに気がついたようにキョロキョロとあたりを見回した。

「ロケ兄にいたんは？」

　男の子は舌っ足らずの声でセイルに尋ねる。

「ロケ君ですか？」

　そう言えば、天幕にいた太鼓の少年の姿が見当らない。

　アリシアも、ロケ少年がいつの間にか消えていることに気がついた。

「おかしいわね、さっきまでいたはずよ」

「ああ、ロケ」

　双ふた子ごの一人──いまだにセイルには区別がつかない──が、ポンと手を叩たたいた。

「わたし、知ってる～」

「どこよ、ヒルデ？」

　アリシアは少女の方を振り返った。

「もう、わたしはユリアだってば」

　はしばみ色の髪の少女はちょっと唇を尖とがらせかけたが、すぐにクスリと笑って答えた。

「それがね、可愛かわいいの。食べる物がないんなら僕が取ってくるよって、一人で川に魚を釣つりに行ったの。食物があればセイルが残ってくれると思ったのね、きっと……」

　ゴンッ！

　ユリアの頭にアリシアのこぶしが落ちた。

「……った～い！　何するの～？」

「バカ！　忘れたの!?　このところの雨で川は、増水して流れも急になっているのよ」

「じゃあ……」

　ユリアの顔から血の気けが失うせた。

「探さなきゃ」

　アリシアはつぶやき、緊きん張ちようした顔で青年魔道士の方を見た。

「ごめんなさい、セイル。そんな訳だから、出発は少し待って」

「僕も探します」

　セイルが言う。

「お前は関係ない」

　そっけない返事がカミロから返ってくる。

「そんなこと言ってる場合じゃないでしょう！」

　アマラの声が一段と高くなった。

「大切なのはあの子を無事に見つけること！　人手は多いほどいいわ」

　ロケを探すために、身み重おものビゲリスの妻と年寄りのティーズを除いた一座のほとんどが、丘を下って川に向かった。

　クラの大河の支流であるこのネルヴィ川は今、幅を普段の倍ほどにまで増していた。

　水は黒く濁にごり、その流れは暴れ馬のように荒れ狂っている。見渡せるかぎりの河辺に、人影はない。

「……いないわ」

　アマラは不安に胸を押しつぶされそうな面おも持もちで、下流の方に目をやった。

　もし、この流れに巻き込まれたのなら、すでにロケは遥はるか下流に流されてしまっているはずだ。

　発見することは、まず不可能だろう。

「みんな！」

　イスマルの声。

　一同は彼のまわりに駆かけ寄った。

　赤毛の少年は、無言で足元を指さした。

　そこには、ロケの持っていたあの太鼓が転がっていた。

　川岸の草の上には、滑すべったような跡も残っている。

「やはり川に」

　ビゲリスが沈痛な表情で天を仰あおいだ。

　双子が抱き合ってワッと泣き崩くずれる。

「俺のせいだ。俺があんなこと言わなきゃ」

　カミロはこぶしを握り締めて立ち尽くした。

　しかし……。

　セイルはひとり身を屈かがめ、じっと静かに川の水に手を差し入れている。

「……おい、何をしている」

　カミロはそんな青年の様よう子すを見て声を荒らげた。

「考えているんですよ」

「ふざけるなよ」

　カミロはセイルの胸ぐらをつかんで引き起こした。

「ロケはもう助かりゃしない。それを今さら何を調べるって言うんだ！」

「……希望はあります」

　セイルは動じなかった。

「川の水は、この季節にしては異常なくらい温度が下がっています。確かに、落ちてからかなりの時間が経たってます。ですが、この冷たさで水に落ちた瞬間に仮死状態になっていれば、生きている可能性はあります」

「……本当か？」

「確率は高くありませんが、僕は諦あきらめません」

　若き魔道士は、カミロの漆しつ黒こくの瞳を真っすぐに見た。

　これを聞いたアリシアが、双ふた子ごを振り返る。

「ユリア！　この水、透視できる？」

　ユリアはしゃくり上げながらも答える。

「……分からないわ。でも、やってみる」

「お願い、私は空から調べるから！」

　アリシアはそう言うと、川の流れに沿って走り出し、トンッと両足で地面を蹴けった。

　長い足を揃そろえ、両手を大きく拡げた形で、少女の身体からだは宙高く跳とぶ。

　まるで太陽に向かって射られた矢のように。

　その華きや奢しやな足のどこに潜ひそんでいたかと思われる跳ちよう躍やく力りよく。

　跳んだというより、翔とんだという表現がふさわしい。

　そして、風に乗ったアリシアの身体は、重力に逆らってさらに上昇を続けると、突とつ如じよ、白くまばゆい輝きを放った。

　次の瞬間。

　その光の中で、少女の身体はその輪りん郭かくを一瞬のうちに変化させた。

　首がすっと伸び、腕は長い羽根をまとった翼つばさに変形し、足は流線型の胴の部分に引き込まれる。

　もともと白かった肌は、柔やわらかな純白の羽毛に包まれた。

　変化がないのは、黒真珠のような瞳がたたえる暖かな光だけである。

　不自然さを感じさせない、気品さえ漂ただよわせた変身。

　春の風に桜さくらの花が散るがごとく羽根が舞う中、美しい一羽の白鳥が誕たん生じようしたのだ。

　白鳥はいったん青い空に吸い込まれるように高度を上げると、大きく旋せん回かいし、長い翼を力強く羽は撃ばたかせて下流の方に向かって飛び始めた。

　さっきまで少女が身に着けていた白い服は、舞い散る羽とともにフワリとセイルの目の前に落ちた。

「…………！」

　さすがのセイルも驚きの色を隠せない。

「俺たちはな」

　ビゲリスがセイルの肩を叩いた。

「ほとんどが普通の人間とは違う、変わった力を持っているんだ。アリシアは白鳥に変身できるし、俺には鉄を飴あめのようにねじ曲げる怪かい力りきがある。ユリアはほとんどあらゆるものを透視でき、ヒルデは猫ねこよりも身軽だ。俺の女房は音の記憶だけに関しちゃ誰にも負けないし、イスマルは器用で素す早ばやい手の持ち主だ。こうした力があったから、太主は俺たちを森から外に出そうとはしなかった。戦争の道具として、俺たちの一族は代々、カデロンの太主に仕つかえさせられてきた訳さ」

　大男の顔を、ふと淋さびしそうな色がよぎる。

「自由を得るまでに、俺たちは多くの仲間や兄弟たちを失ってきた。もう誰も欠けたくないんだ」

　セイルはうなずいた。

「分かります。必ず、助けましょう」

　若い魔道士はビゲリスたちとともに、アリシアの飛ひ翔しようする姿を追って下流に急いだ。

　だが、他の者たちはアリシアの飛ぶ速さにはついていけずに次し第だいに遅れだし、若いセイル、カミロ、イスマル、そして双子以外はずっと後方に取り残されてしまった。

　そして、流れに沿ってかなり走った頃、上空のアリシアが突然旋回を始めた。

「……あの下」

　セイルは息を荒らげながらも速度を上げる。

　アリシアが飛んでいた真下では、大きな岩がいくつも川かわ面もに頭を出していた。

　幼い少年の身体が、この岩のどれかに引っ掛かっていることは大いにあり得る。

「……あ、あ、あの三つ並んだ岩の間」

　フラフラになって走ってきたユリアが、イスマルに支えられながら指を向けた。

「見えるわ、何か子供ぐらいの大きさのもの！」

　少女の言葉が終わるか終わらないかのうちに、セイルとカミロが同時に川に飛び込んだ。

　流りゆう木ぼくなどを避さけるために、潜もぐりながら岩に向かうセイル。

　濁だく流りゆうと化した川の水中では、視界は全まつたくきかない。

　水温も、痛みを感じるほどの冷たさである。

　流れの速さについては言うまでもない。時おり顔を上げて位置を確認しながら、ほとんど上流に向かって泳がないと、あっという間に下流へ流されてしまう。

　ようやく岩場に取りついた時には、身体が鉛なまりのように重く感じるほど疲労していた。

　ほぼ同時に岩場に泳ぎついたカミロも、同様に息を荒くしている。

　無言で視線を交かわす二人。

　セイルは大きく息を吸うと、また水に潜った。

　自分も流されないように注意しながら、岩と岩の間や、その周囲を探さぐる。

　と、水温にかじかむセイルの手が、何かに触れた。

　その感覚を確かめるように、グッと握ってみる。

　柔らかい、小さな手。

（ロケ!?）

　セイルはその手を引いた。

　だが、少年の身体は動こうとはしない。

　セイルは息を継つぐため、いったん水面に顔を出した。

　すぐ横に、同じように顔だけ水の上に出したカミロがいた。

「いました、この下です！」

　セイルは激流の音にかき消されないように大声で言った。

「分かってる！　けど、何かに引っ掛かってて動かせねえ！」

「もう一度、二人で！」

　カミロもうなずき、二人は同時に潜った。

　だが、やはりロケの身体を引き上げることはできない。

　セイルは手て探さぐりで、何が障害となっているのか調べてみる。

（……これか）

　少年の足首が、大岩にできた細い割れ目にスッポリと入り、抜けないのだ。

　何とか角度を変えて引き抜けないものか試してみるが、やはり駄目だ。

（それなら……）

　セイルは右手を大岩の表面に向け、目を閉じて精神を集中する。

（砕くだけ散れっ！）

　指先から迸ほとばしった〝呪波〟が衝撃波と化して水中を伝わり、岩に到達した。

　岩の表面は瞬またたく間まに網の目のようなヒビに覆おおわれ、半呼吸の後、巨大な岩全体が文字通り粉ふん砕さいされた。

　ドーンッ！

　上空のアリシアに飛沫しぶきがかかるほど高く、水柱が上がった。

「今だ！」

　カミロとセイルは一気にロケを引き上げる。

　そして水面に顔が出ると、二人はロケを挟はさむようにして全速力で泳ぎ、岸へとたどり着いた。

　二人、いや、三人は河辺の草の上に倒れ込んだ。

　だが、セイルのなすべきことはまだ残っている。

　彼は起き上がってロケの胸に手を当てた。

　やはり、仮死状態だ。

　心臓はほとんど止まりかけている。

　セイルは手に〝呪波〟を集めた。

　手のひらから発散された〝呪波〟は心筋を収縮させて、ロケの心臓を再び力強く動かした。

「早く！　火のあるところに運ぶんです！　暖めてあげてください！」

　遅おそ蒔まきながら到着したビゲリスがロケを抱き、野や営えい地ちに向かって走った。

　双子や他の者たちも、それについて行く。

「……助かります、大だい丈じよう夫ぶですよ」

　セイルはその場に引っ繰り返ると、隣で同じように仰あお向むけに横になっているカミロに向かって告げた。

「ああ……」

　カミロはそう返すのがやっとだ。

　二人はしばらくそのまま、並んで空を仰いでいた。

　やがて、カミロが言った。

「セイルよ……、お前、字は読めるんだな？」

「ええ」

「戯ぎ曲きよくとか、詩とか、読んだことあるか？」

「まあ、いくつか諳そらんじているものもありますけど」

「そうか……。前からティーズ爺じいさんが欲しがってた演だし物に、詩の朗読ってやつがあったんだ。それができるんなら、この一座の一員としてやってけるな」

「…………？」

　セイルは不思議そうな顔をカミロに向けた。

「一座に残れって言ってんだよ！」

　カミロはそれだけ言うと、プイと横を向いた。

「……セイル！」

　ロケが無事に運ばれるのを見届けたアマラが駆け寄ってきて、青年に抱きついた。

「何て無む茶ちやなこと！」

「……でも、助けましたよ」

　ギュウッと胸の双そう丘きゆうに顔を押しつけられて、セイルはもがいた。

「バカよ！」

　アマラは涙ぐんでいた。

「傷口が開いてるわ。血が滲にじんでるじゃない。アリシアッ！」

　白鳥の少女が下りてきて、人間の姿に戻った。

　無論、裸ら身しんである。

　アマラが持ってきてくれた服をまといながら、少女はセイルの傷を一いち瞥べつして言った。

「もう一度、安静状態に逆戻りね。縛しばりつけてでも寝かせるから覚悟しなさい。カミロも同じよ。この冷たい水に飛び込んだんだもの、いくらあなただって風か邪ぜぐらいひくわ」

　どうやらアリシアもカンカンらしい。

　セイルとカミロは、顔を見合わせ、苦笑した。
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　さて、セイルがアマラたちとともに野営地に戻った頃……。

　二人の男が捻ねじれた木々の森に入り、数日前にセイルと刺客たちの戦いがあった場所に立っていた。

　二人とも、きれいに頭を剃そり上げた、灰色がかった顔色の男である。

　首には、至し神しん智ち教団の高位祭司であることを示す銀のメダリオンを下げ、紅あかい法衣を身につけている。

「……ドロゴも見つかった」

　茂みを調べていた骸がい骨こつのような相そう貌ぼうの男が、大木の燃え跡の傍かたわらに立つもう一人に声をかけた。

「となると、これはナタンだな」

　ビア樽だるのように太ったその男は、足元に散乱する黒い骨の残ざん滓しを蹴けった。

「全く見事なものだな、兄弟フレールオルテーズ。これで教団が送った刺客が返り討ちにあったのは何人だ？」

「四十人は越えたと思うが……」

　茂みから出てきた男は、法衣についた小枝を払い落とすと、剃り上げた頭をツルリと撫なでた。

「とはいっても、そのほとんどは黒こく曜よう石せきの杖の者たちだ。緑りよく柱ちゆう石せきの杖の刺客を相手にしたのは今回が始めてだろう？」

「だが、侮あなどれる相手ではないぞ」

　太った男は、腰に差した杖に手を置いた。

「何せ、マギの杖を授かったほどの男。我ら、紅こう玉ぎよく石せきの杖の魔道士であっても油断はできんよ」

「うむ」

　オルテーズは重々しくうなずく。

「ところで、奴はどうやら旅芸人の一座に紛まぎれ込んだようだな、兄弟フレールゲールラッハ？」

「そのようだよ、兄弟」

「では？」

　オルテーズが目を光らせるのを見て、ゲールラッハは肉の弛ゆるんだ頰を震わせた。

「まあ、待とうではないか。いくらマギの杖を実際に用いることはあり得ぬといっても、奴の力は杖抜きでも我らとはまず互ご角かく。確実に仕し留とめられる時を待つのだ」

「……方策がありそうだな？」

「聞かせよう……」

　ゲールラッハの不ぶ気き味みな笑いが、低く、森の木々にこだました。







　第二章　仮面の初舞台







「ヤッホーッ！　町が見えたよ～！」

　先頭の馬車の御ぎよ者しや台だいで、ヒルデが声を上げた。

　海岸沿いの道を進む旅芸人の一行。

　その前に現われた町は、大きなものではなかった。

　波の静かな湾に面した港町で、小さな広場と八十戸ほどの建物がある。

　さらに南に回って岬みさきの先端には、大昔の円塔に改築を加えた石造りの城も見える。

「う～ん。あのくらいの大きさなら、一週間ほどは興行できるわね」

　アリシアがラバの足を速めてヒルデの馬車に並び、町を確認する。

「ほう。一年もやっていると、お前さんも目ができてきたな」

　ティーズ老人が馬車の窓から顔を出した。

「もう一年ですもの」

　アリシアはそう微ほほ笑えみ返し、雲を見上げた。

「……もう、一年になるのね」

「奴やつめのことを思い出しとるな」

　老人は目を細める。

「ええ。……無事ですよね、きっと」

「奴がやられるところを想像できるか？　今頃はどこかで同じ空を見上げとるわい」

　黒髪の少女は想おもいを振り切るように、自分の頰ほおをパンと叩たたいた。

「……さてと、興行の交こう渉しように行かないと」

　アリシアは身体からだを捻ひねり、後方にいる赤毛の少年に向かって怒ど鳴なった。

「イスマル！　町の南に平地があるから、そっちにみんなを移動させて！」

　彼女の指さした方向には、吹きっさらしの荒地が広がっている。

　イスマルは了りよう解かいの合あい図ずに右手を上げた。

「アマラ、セイル！」

　少女は次に、銀髪の女と若者に声をかけた。

「一いつ緒しよに町に来て。セイルは棺ひつぎを置いてきてね。町の人を脅おどかしたくないから」




　セイルとアマラは少女とともに、一行から離れて町に向かった。

　イフィーの棺は、ビゲリス一家に預あずけてある。

　今まで誰だれの手にも委ゆだねたことのなかった棺。

　不思議なことに、セイルはともに旅をするうちに、それを一座の人間には安心して預けられるようになっていた。

　まるで家族のように。

（家族？　僕が？）

　セイルは心の内で苦笑した。

「今度が初舞台ね、セイル」

　アリシアが後ろをゆく青年を振り返って言った。

「ええ。あまり緊張させないでください。失敗しくじるんじゃないかとビクビクなんですから」

「大だい丈じよう夫ぶよ。この一週間、私がみっちりと特訓してあげたでしょ」

　ラバを並べるアマラがポンと肩を叩く。

「……そう言えば、あなたたち、夜は同じ天幕なのよね」

　意味深な口調になるアリシア。

「……まあ」

　少女がほのめかすことが分からないセイルではない。顔が自然と赤くなる。

「ちょっと、私はまだ、何もしてませんからね」

　アマラは鼻を鳴らした。

　一座の人間はたいてい家族ごとに、天幕か馬車の中で寝ね泊とまりする。余分な天幕や馬車は存在しないので、独ひとり身のセイルは同じく独りのアマラと一緒ということになったのだ。

「……本当はカミロと一緒が問題ないんだけど、あそこはお姉さんが」

「そうね」

　アマラとアリシアは、ふと口をつぐむ。

「僕はカミロのお姉さんとはまだ会ったことはありませんが」

　二人の歯切れの悪い口調を訝いぶかしみ、セイルはアマラの顔をのぞき込む。

「……病気なのよ」

　彼女はそれ以上語らなかった。




　セイルたちが訪おとずれた町の家並みは、木もつ骨こつ造りの典型的な漁港のものだった。

　歩いている人々は大たい抵ていが、半島中部の温おん暖だんな地域ではよく見られる薄うすい麻のシャツにベストといった服装である。そして、そういった人々の間にちらほらと、港町らしく、漁師風の軽装に腰布を巻いた格かつ好こうの男たちが混まじっていた。

　アマラとセイルはアリシアの後について町の中心を貫つらぬく大通りを進んでいたが、しばらくして、

「珍しい型の船がいるわ」

　と、アマラが前方を指さした。

　今、彼らが歩いている通りの突き当たりに位置する港には、朝の漁を終えて帰港した漁船が十隻せきほど停泊していた。

　そして、一番大きな埠ふ頭とうには、二本マストで、肥ふとり過ぎの蛙かえるのように胴の丸い帆はん船せんがつけていて、五、六人の船員がその周囲にたむろしている。

「あれは丸型帆船ナーヴエ・トンダですね。細身の櫂船ガレーラと比くらべると速度では劣りますが、船荷の搭とう載さい量りようと安定性には優すぐれています。至し神しん智ち教団でも、使節船としてあの型を……」

　セイルは何を思ったか、説明の途中でふと口をつぐみ、それから突然、話題を変えるようにアリシアの方を見た。

「ところで、僕たちはどこに向かっていて、何をする予定なんですか？」

　セイルは少女に尋たずねる。

「そうね、まずやらなきゃならないことは……」

　アリシアはピッと人差し指を立てた。

「誰か捕つかまえて、この町の名前を聞くことね」

「はあ？」

　セイルは開いた口がふさがらなかった。

「あの、知らないでここにやって来たんですか？」

「知る訳わけないでしょ？　初めて来る土地よ」

　少女は口を尖とがらせた。

「あなただって知らないくせに」

「それはそうですが……。いつもこんな調子なんですか？」

　セイルはアマラを振り返る。

「まあ、今回は前の街を突然逃げ出さなくちゃいけなかったって理由があるけど……。大抵が前の興行地での噂うわさが頼りね」

「僕は、アリシアさんはもっとしっかりした人だと思っていましたよ」

「見かけだけよ。しょせんはこの子、鳥とり頭あたまですもの。でも、旅芸人を追い払う町なんて減めつ多たになひぃ……！」

　アリシアが、アマラの頰っぺたをギュウッとつねった。

「そういうこと言う？　このオバさんの口は？」

「あら、烏は鳥でしょ。鳥の頭は烏頭！　それより、このきれいなお姉さまに向かって今なんて言ったの？　訂正しなさい！」

　アマラは少女の両頰をつねりあげる。

「ふぃたい！　ひゃったふぁね！」

　と、二人が戯じやれ合っていると……。

　セイルたちのいる場所のはす向かいの家から、ドンドンという重い太鼓の音とともに、黒い服をまとった男女が列を作って現われた。

　葬そう列れつである。

　通りのざわめきが消え、一瞬後、今度はあちこちから低い囁ささやきが聞こえてくる。

「可か哀わい相そうに……」

「余計なことを考えるから……」

「見せしめか……？」

「おい、そんなこと口にしちゃ……」

　断片的に交かわされたそんな会話が、セイルの耳にも入る。

　彼はあたりの空気に、弔ちよう意いよりも恐怖が漂ただよっているのを感じ取った。

　やがて、葬列は三人の前にゆっくりと差しかかる。

　悲しみに沈む顔。悲ひ嘆たん。嗚お咽えつ。

　そうしたものが通り過ぎてゆく中で、ただ一人、他の人々とは異なる表情をした少女がセイルの目を引いた。

　アリシアと同じ、十五歳ぐらいの少女である。

　港町の娘らしく、健康的に日焼けした肌に、茶色がかった黒髪の娘……。

　妹らしき小さな女の子の手を引いた彼女だけが、その深緑色の瞳ひとみに強い意志と怒りの炎ほのおを宿していたのだ。

（あれほどの意志の強さはどこから？）

　と、セイルが考えているうちに、葬列は町外はずれの墓地の方に向かって去っていった。

「セイル」

　アリシアが彼の腕を引いた。

「どうしたのよ？」

「いえ、なんでもありません。……何ですか？」

「あのね、今聞いてきたんだけど、この町の名前はショーフルよ。町長というのはいないんだけど、それと似た仕事をする人はフォイゲラーっていって、このちょっと先に住んでるんだって」
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　少女はそう言うと、さっさと通りを歩き始めた。

「さあ、早く興行の許可を貰もらいにいきましょ！」




　フォイゲラーの家は、普通よりも多少大きい程度のものだった。ところどころ剝はげ落ちた壁の漆しつ喰くいが、その住人が高い地位にある者にしては、割り合い正直な人間であることを示している。

　三人は家を訪たずねるとすぐに、家人によって居間へと案内された。

　居間の扉とびらが開けられる寸前になって、アリシアとアマラは胸元のボタンを一つ外し、白い膨ふくらみの谷間をわずかにのぞかせた。

「……営業よ。この方が上う手まく話を運べるの」

　アリシアはセイルが自分たちを見ているのに気がつくと、少し頰を赤くした。

　居間に入ると、中では二人の男が何やら言葉を交わしていた。

　一人は、刈り揃そろえた茶色の髭ひげで顔の下半分を覆おおった四十代後半の恰かつ幅ぷくのいい男。

　もう一人は、人好きのする、温和な表情をした口髭の男で、こちらは三十代半なかばといったところ。派は手でではないが、高級な衣い裳しようを着こなす長身の伊だ達て男おとこである。

「ようこそ、ショーフルへ」

　家人に耳打ちされ、四十代の方の男が振り返った。

「私がこの町の世話役を務めるフォイゲラーです。旅芸人の方々だそうですな？」

　フォイゲラーは口髭の男との話を中断すると、にこやかな顔で少女の前に進み出て、肉厚の手を差し出した。

「なにぶん娯ご楽らくの少ない辺へん鄙ぴな場所です。こうした楽しい一座においでいただけるのは大きな喜びですよ」

　そう言いながら、彼の視線はアリシアの胸元に落ちている。

「こちらこそ。私たちもこの美しい町のみなさんに、日ごろ研みがいた芸の数々を見ていただげれば光栄ですわ」

　アリシアはセイルに、ほらね、と目め配くばせすると、世話役の手を握り返した。

　少女が小声でフォイゲラーと公演の打ち合わせに入ると、アマラとセイルは部屋の隅に移動した口髭の男と挨あい拶さつを交わした。

　口髭の男はアノーと名乗り、セイルと握手をして、アマラの手に口づけした。その洗練された物腰からは、育ちの良さが滲にじみ出ている。

「しがない毛皮商人ですよ。今日も実は税の一部免除をお願いにね。もっとも……」

　彼は、自分を後に回してアリシアとの話し合いを始めた世話役に、皮肉げな視線を送って笑った。

「望み薄ですね、あの様よう子すでは」

「何を扱っていらっしゃるの？」

　毛皮と聞いたアマラは目を輝かせた。

「黒くろ豹ひようや銀ぎん狐ぎつねが主です。半島の北では珍しくもない小動物が、南では太たい主しゆの奥方や姫君しかまとえない贅ぜい沢たく品ひんになるんですから不思議なものですな」

「では、港に停てい泊はくしている丸型帆船は？」

　セイルが尋ねる。

「ええ、私の持ち船です」

「至神智教団の使節船と同じ型ですね」

　毛皮商人は目を細めた。

「……実は破産した香料商人から買い取ったものでしてね。まあ、その前の持ち主までは知りませんが。ところで、セイル……？」

「セイル・ブロンディング」

　セイルは先ほど名乗る時に、とっさに自分の故郷近くの川の名を使っていた。

「……でしたな。あなたは何をなされるのですか、今夜は？」

「戯ぎ曲きよくの朗読ですよ。ラグノオの『神々の宴うたげ』から、〝戦せん神しん酩めい酊てい〟の場を」

「喜劇ですな」

「大抵の人生と同じく、ね」

　セイルがそう言うと、アノーは口元に手をやってクククと忍び笑いをした。

「そう、人生には悲劇と同じ数だけの喜劇がある……。楽しみにさせてもらいますよ。さて、もう一度粘ねばり強く掛け合ってみますか」

　商人はアリシアの話が終わったのを見て、再びフォイゲラーと談判を始めた。




　フォイゲラー邸ていからみんなのところへ戻る途中、アリシアはずっと苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をして黙りこくっていた。

「どうしたのよ？」

　と、アマラが聞く。

「どうもこうも、面おも白しろくないことになりそう」

　アリシアは不ふ機き嫌げんそうな視線をアマラに向けた。

「今度の公演、上がりの六割を税金に持っていかれるわ」

　アマラもこれには驚かされた。

「普通、どんなに非ひ道どくても四割じゃない！　それじゃ、毎日大入りでも食べてけないわよ！」

「それだけじゃないの。その税金、どこに行くと思う？」

「至神智教団、ですね」

　セイルが静かな声で答える。

「……分かってたのね」

　少女は後ろめたそうな表情になる。

「どうやらこの町、教団に牛ぎゆう耳じられてるみたいなの。町に入る時、南の岬の先端に古い城があったでしょ？　あれがこのあたりの三つの町を治める管区長の城よ」

「いつから町は教団の支配下に？」

「二年ほど前だそうよ」

「やはり」

　セイルは司教座にいた頃、教団の南下計画について耳にしたことがあった。

　当時、教団の信徒は主にエレネイ半島北部の限られた地域にのみ分布しており、中部ではいくつかの都市に小さな支部が、南部にいたっては修道院が一つあるのみだった。

　だが、教団の中でも特に野や心しん的てきな司教らは、半島南部にもその勢力を伸ばすことを目もく論ろんでいた。そして、その中継地として二、三の港を候補に上げていたのである。

　思い返してみると、確かにショーフルという名もその中にあった。

「どうする、セイル？　舞台、立たなくてもいいよ」

　アリシアはセイルの顔をうかがった。

「そうね。慎しん重ちように振る舞うべきだわ」

　アマラもうなずく。

　二人の言うことはもっともだった。

　セイルは熟じゆつ考こうした。

　だが、しばらくしてその口から出たのは、自分でも思ってもみなかった言葉だった。

「……ここが教団領といっても、僕が司教座を離れたことはほとんどありませんから、顔を知っている者に会う可能性は低いと思います。手配書を受け取っているのも、管区長ぐらいと考えていいでしょう。それに、まさか教団も自分たちの支配する土地にノコノコと賞金首がやってくるとは思わないでしょうし、以外と盲もう点てんかも知れません」

「じゃあ、やってくれるの！」

　思わず嬉うれしさが声に出るアリシアだが、すぐに気き遣づかう表情に戻る。

「無理はしないでよ。そりゃあ、私としては出てくれた方がありがたいけど……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。もし誰かが、僕のことに気がついたら……」

　セイルは安心させるように微笑んだ。

「逃げちゃいましょう。後で僕のことを聞かれたら、魔法で脅おどされたとでも言ってください」

「それでいいの？」

　じっと青年の目を見つめるアマラ。

　セイルは当とう惑わくしていた。

　自分でも、どうして舞台に立つと言ったのか、よく分からないのだ。

　町を離れ、隠れていた方が安全に決まっている。

　なぜ、舞台に出るのだろう？

　逃げ回ることに疲れたから？

　自分を受け入れてくれた友人たちに報むくいたいから？

　それとも、誰か離れたくない人が一座の中にいるのだろうか……？

「ええ、構いません。自分でも驚いているんですが、結けつ構こう、出たがりなんですよ」

　セイルは茶ちや目めっ気けたっぷりの表情を作り、肩をすくめて見せた。

「……バカね」

　アマラはわざとらしいセイルの言葉に、こぶしを作って彼の胸をトンッと突いた。




　セイルたちが仲間のところに戻ったのは、昼をわずかに過ぎてからのことだった。

「アリシア！」

　三人の帰りを待っていたかのように、イスマルがティーズの馬車から飛び出してきた。

「イシードロの奴が戻ってきてるんだ」

　赤毛の少年は息を切らして言った。

「あちゃ～、マズい時に」

　アリシアは額ひたいに手を当てた。

「イシードロというのは？」

　セイルが尋ねる。

「彼はね……」

　と、アリシアが説明しかけた時……。

「アリシア嬢じよう！」

　すっとんきょうな声がした。

「世紀の戯曲作家イシードロ、新たな作品とともに只ただ今いま帰還いたしましたぞ！」

　紺こん色いろの派は手でな外がい套とうをまとった男が両手を広げてツカツカとやってくると、黒髪の少女の肩をつかみ、その両頰にブチュブチュと唇くちびるを押しつけた。

　アリシアが必死の形ぎよう相そうでその腕から逃のがれると、イシードロは目標をアマラに変えて同じことを繰り返した。

「な、何だか絶好調みたいね」

　並大抵のことでは顔色を変えないアマラでさえ、この妙みように血けつ色しよくのいい男の前では頰の筋肉を引きつらせた。

「……セイルくん！」

　セイルはギクリとした。

　毒どく蛙がえるに舐なめられたかのようにゴシゴシと頰っぺたを拭ふく二人の女性を尻しり目めに、イシードロは爛らん々らんと輝かがやくその目をセイルに向けた。

「セイルくんだね！　君のことは聞いたよ！　ああ、若き語かたり部べよ！　詩神の申し子よ！　我が芸術の良き理解者となり、この天才イシードロの名を、エレネイ全土に知らしめる伝令となってくれ給たまえ！」

　彼はセイルを抱き締めて背中をポンポンと叩くと、懐ふところから分厚い羊よう皮ひ紙しの束たばを取り出した。

「と、いう訳でこれ」

　羊皮紙を渡されたセイルは当惑して尋ねる。

「……何です？」

「台本ですよ、今回の舞台の」

　イシードロはカールした髪を搔かき上げた。

「えっ？　僕がやるのは確かラグノオの……」

「ラグノオですって！」

　イシードロの眉まゆ尻じりがキッと上がった。

「あんなもの屑くずです！　ゴミです！　塵ちりです！　文芸への冒ぼう瀆とくです！　豚ぶたのおならや馬の鼻息の方がまだマシです！」

　セイルは困ってアリシアの顔を見る。

（ごめん！　言う通りにしてやって）

　手を合わせる少女の目がそう訴えている。

「……これを、夕方までに？」

　セイルは羊皮紙の厚みに、げんなりとした表情になる。

　だが、台本作者はそんなことは一向に意に介さなかった。

「なあに、心配は無用！　これほどの出来の素す晴ばらしき叙じよ事じ詩し、一度読めば心に焼きついてしまいますとも、はい」

（……舞台、断るべきだったかも知れませんね）

　セイルは心のうちでぼやいた。




　そして夜……。

『ティーズの驚異の一座』、ショーフル公演の幕が開いた。

　全員が力を合わせて立てた、白と赤の大天幕。

　それと並んで、アマラの占うらないの天幕とイスマルの考え出した賭かけ事ごとの天幕がランプの明かりに浮き上がる。

　陽気に響き渡っているのは、ロケの太鼓とカミロの竪たて琴ごとの音。

　客をにこやかに迎むかえ入れるのは、ヒルデとユリアの双ふた子ごの仕事だ。

　セイルはビゲリスとともに、大天幕の中に設けられた舞台裏の楽屋の中、イフィーの棺の傍かたわらに座すわって静かに出番を待つ。

　やがて……。

「ショーフルの皆さん、『ティーズの驚異の一座』へようこそ！　今夜はゆっくりと笑いと驚きの夜をお過ごし下され！」

　ド派手な衣い裳しようで決めたティーズが、ランタンの明かりに照らされて舞台の開幕を宣言した。

　なかなか堂に入った司会ぶりである。

　さすがはこの道五十年。小柄な老人がこの時ばかりは大きく見える。

　肩に乗った相棒のガス隊長も、キキッと鳴いてとんぼ返りを打ち、愛想を振りまく。

「さて、まずは一座の花形、白鳥の乙おと女めアリシアの妙たえなる歌声を！」

　明かりが舞台下しも手てのティーズから、中央の黒髪の少女へと移った。

　作り物の岩に腰を下ろした少女の後ろで、伴ばん奏そうのカミロが銀ぎん弦げんの竪たて琴ごとを静かにつま弾びき始める。





　白い羽を真っすぐに伸ばし

　青い空を舞う鳥よ

　貴女あなたはなぜ、哀かなしげに首をもたげ

　その瞳に涙を浮かべるの？

　自由に海を渡れても

　帰れない故郷があるから？

　幾いく多たの山を越えられても

　逢あえない恋人を思い出すから？






　アリシアの透明な歌声は、舞台の袖そでで出番を待つセイルのところにも聞こえてきた。

　美しく、胸が締めつけられるような愛の歌。

　セイルは少女の横顔に、普段の表情とは違う色を発見した。

（この子が歌っているのは、もしかすると自分のことなのかも知れませんね……）

　彼はふと、そう思ったのである。

「いつもながら、いい声だな」

　野太い声に振り返ると、隣となりではビゲリスが上衣の中にギュウギュウと詰め物を押し込んでいるところだった。

「……何してるんですか？」

「これか？」

　ビゲリスは胸に綿を詰め込みながら小声で答える。

「俺はこの通り、背はあっても身体からだが細いだろ？　この見かけじゃ誰も本当に俺が鉄棒を曲げたり岩を砕くだいたり出来るんだと信じてくれないのさ。だから、こうやって筋きん肉にく隆りゆう々りゆうに見せるんだよ」

　苦笑する大男。

　この時、ちょうどアリシアの歌が終わった。

「おっと、出番だ」

　ビゲリスは、拍手に送られたアリシアと入れ替わりに舞台に出ていった。

　戻ってきたアリシアは頰をやや紅こう潮ちようさせていたが、首筋の汗を拭ぬぐいながらセイルに、

「次、がんばってね」

　と、声をかけた。

　セイルは微ほほ笑えみを返そうとしたが、その表情はぎこちなかった。

　彼の出番は三番目。

　ビゲリスが下がったら、すぐに出ていかなくてはならないのだ。

　アガっているのが自分でも分かる。

　いや、アガっていると言うより、苛いら立だっていた。この一週間、あれほど練習を重ねた演目が、今日の午後になってから変更になり、分厚い脚本を新たに覚えなくてはならなかったのだ。そして、その脚本を押しつけた当人はといえば、今になって観客の反応が恐こわくなり、舞台裏の隅で麻袋を被かぶってしゃがみ込んでいる。

　セイルは、羽は織おった外がい套とうの紐ひもを落ち着かなげに締め直し、自分の姿をもう一度確かめてみた。

　黒地に金の刺し繡しゆうの上着と羽飾りのついた帽ぼう子しに、先の尖とがったブーツ。これと似たものを探すとすれば、夜な夜な舞ぶ踏とう会かいに出しゆつ没ぼつする軽けい薄はくな貴族の盛装といったところだろうか。

　とてもではないが、趣味がいいとは言い難がたい。

　細身の剣でも差せば多少は格かつ好こうよく見えるかと、小道具の箱を開けて調べてみても、武ぶ骨こつな大剣しか見つからない。

「……怪力ビゲリスに拍手を！」

　ティーズの声。

　どうやらビゲリスの舞台が終わったようだ。

「次に登場するのは、かの名優セイル・ブロンディング！　ザモーラでの舞台を一年間にわたって務つとめた後の特別公演！　これぞ一流と呼ばれる演技に、みなさん是ぜ非ひご注目下され！」

　でたらめな紹介である。

　ブロンディングは今け朝さ思いついたばかりの偽ぎ名めいだし、ザモーラなど生まれてから一度も足を踏み入れたことがない。

「さて、口こう上じようはこれくらいにして登場願おう、名優セイル・ブローンディーングッ！」

　セイルは無意識のうちに小道具箱の中から小さな銀の仮面をつかみ取ると、それを被って舞台に上がった。

　気のない拍手の中、彼は大おお股またで舞台の中央に進み出た。

　意外なことに、舞台の上からは客席の様子がよく見える。

　席は疎まばらで、三割程度しか埋うまっていない。

　自分の方を見る目もみな、無理をして視線を向けているという感じで、心が伴っていない。熱心な反応はとても期待できないだろう。

（けれど、やらねばならないものだったら、やってしまうしかありません）

　セイルは舞台の上をゆっくりと歩きながら、城じよう壁へきの上に立つ古ザモーラの英雄グレンになりきって、独白を始めた。





　ああ！　すべてを忘れて、この剣を折れというのか？

　名誉だと？　いいだろう、貴き様さまとは戦場で肩を並べた仲だったが、忘れてやろう！

　王座だと？　いいだろう、貴様はもともと微ま睡どろみの中の朧おぼろな夢にしか過ぎぬものだ！

　神だと？　幾いく万まんの懇こん願がんを拒きよ絶ぜつした無む慈じ悲ひな偶ぐう像ぞうめ、貴様のことは喜んで忘れよう！

　幸福だと？　束つかの間まの希望を見せ、永遠の悲ひ嘆たんを与える蜃しん気き楼ろうめ、忘れてやろう！

　いいだろう！　忘れてやろう、一いつ切さいを！

　……いや、だが駄だ目めだ！　あの血だけは駄目だ！

　忘れることはできない、愛するレノアの白き胸から流され

　私の両手を深しん紅くに染そめた、あの暖かき血潮だけは！

　そう、出来はしないのだ。レノアの血を忘れ、ザンデ王の脂あぶらぎった手を握ることは！

　ニスの谷の公こう爵しやくよ！

　心は決まった！

　ウィアの鬼と、オウバアの魔物を率ひきいて我われに続け！

　我が聖剣が折れるのは、その切っ先がザンデの胸を貫つらぬいた時！

　悪あしき王座が微み塵じんに砕くだかれ、長き我が悲ひ嘆たんの終わりし時と知れ！






　イシードロの脚本は、思っていたほど悪い出来ではない。

　半島北東部の方言を正確に取り入れたセイルの台詞せりふ回しは、銀仮面の視覚的な効果と相あい俟まって、臨場感を盛り上げていた。

　そして、彼が語り終えた時に沸わき上がった拍手は、舞台に上がった時と比べるとかなり熱のこもったものとなっていたのである。

　セイルは一礼し、舞台を下りた。

　去さり際ぎわにもう一度観客席に目をやった時に、彼は見覚えのある顔が二つ、そこにあったことに気がついた。

　一人は毛皮商人のアノー。

　もう一人は葬列にいた、あの深緑色の瞳の少女である。

　柱の陰に半分隠れた目立たぬ席で、じっとこちらを見つめるアノーも気にはかかるが、特にセイルの注意を引いたのは少女の方だった。

（葬そう儀ぎのすぐ後に演劇見物……不思議な子ですね）

「おめでとう、セイル」

　セイルは声に振り返った。

　アリシアである。

「あまりお客さんの反応は良くなかったですね」

　と、セイルが言うと、アリシアは彼の手を握った。

「ううん、大したものだったわ。他の町ならきっと大ウケよ。それにあの仮面、いい考えだったわね」

「セイルくん！」

　イシードロが飛ぶようにして抱きついてきた。

　アリシアは危険を察してサッと身をかわしたが、セイルは間に合わない。

「とうとうです！　とうとう天才は別の天才に出会いました！　セイルくん！　我々二人の名は演劇史上に燦さん然ぜんと輝くことになりますよ！　そうですとも！　まさに我々は……」

（……イフィー、何だか妙みようなことになってきました）

　イシードロの唾つばを顔に浴びながら、セイルは心の中でつぶやいた。




　　　　＊　＊　＊




　その頃……。

　ショーフルの南の岬に立つ古城の塔の最上階で、セイルを狙ねらう二人の刺し客かく、オルテーズとゲールラッハが広間にひざまずいて管区長の登場を待っていた。

　床に敷かれた大理石の隙すき間まにこびり付く茶色の染しみ。

　広間に充満する生暖かい死し臭しゆう。

　オルテーズは杖つえを傍かたわらに置いて頭を下げながら、顔をしかめた。

（……あの女め。一体ここで何をやっている？）

　彼の背中を悪お寒かんが走る。

（ひょっとすると我々は、セイル・グレイよりも危険な奴と手を組もうとしているのかも知れぬ）

「まだかね、パンフィレエは？」

　吞のん気きにつぶやく太鼓腹のゲールラッハにも、オルテーズは苛いら立だちを覚える。

　二年前、つまりショーフルが教団領になった時からの管区長であるパンフィレエには、いろいろと黒い噂が絶えなかった。

　十分の一税の横おう領りよう、殺人、異教の秘ひ儀ぎへの傾けい倒とう……。

　異端審問委員会が乗り出してこないのは、有力な司教への多額の賄わい賂ろのお陰と言われているのだ。

　ギィー。

　厚い樫かし材の扉とびらが開く音がして、その奥から長身の女が姿を現わした。

　赤というよりは緋ひ色いろに近い鮮あざやかな髪。

　蛇へびを思わせる金色の目に、強い意志を感じさせる尖とがったアゴ。

　常に酷こく薄はくな笑みをたたえた、真っすぐな唇くちびる。

　腰は細く、桃のように締まったヒップの位置は平均よりもかなり高い。

　まるで彫刻のように均整の取れた体型のその美女は、ゆっくりと進み出ると、オルテーズたちの前に据えられている豪ごう奢しやな椅い子すに腰を下ろして足を組んだ。

「顔を上げな」

　ぶっきらぼうだが、低い、官能的な声。

　刺客たちは身体を起こした。

「ダレク猊げい下かより、管区長にご挨あい拶さつを」

　と、ゲールラッハ。

「おやおや、紅こう玉ぎよく石せきの杖を携たずさえてとは、穏おだやかじゃないね」

　社しや交こう辞じ令れいを無視した女は、脚を組み替えて冷たい視線を投げかける。

「すでに我々の目的については、書しよ簡かんにてお知らせしたと思いますが？」

　ゲールラッハは表情を変えない。こちらもなかなかの曲くせ者ものだ。

「ふん。セイル・グレイだろ？　ダレクも執しゆう念ねん深いね。まあ、恩を売っといて損はないから、手は貸すけど」

「是非ともそう願いたい」

　オルテーズが身を乗り出した。
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「あの異い端たん者しやはマギの杖を拝はい領りようしたほどの術者。先日も緑りよく柱ちゆう石せきの杖の魔ま道どう士しが九人、奴を追っていて逆に討うたれたほどで」

「当然だね」

　パンフィレエは額にかかった長い髪を指先でいじった。

「マギの杖を相手にしたら、緑柱石の杖じゃ千本まとまってもかないやしないさ」

「ですが、セイルめはマギの杖を使っておりません」

「何だって？」

「恐らく奴は、何らかの理由で自みずからマギの杖を封じてしまっているのです。今まで、我々の手の者を相手に、杖を使ったことはありません」

「……ふうん。杖を使わない？」

「まあ、それでも化ばけ物じみた能力なのですがね」

　ゲールラッハは肩をすくめる。

　パンフィレエは何か考えながら口元に手を持ってゆき、手入れされた爪つめの先でコンコンと前歯を叩いた。

　その歯を見た途と端たん、オルテーズの全身が震えた。

　わずかにのぞいた犬けん歯しの先が、まるで毒どく蛇じやの牙きばのように尖っていたのだ。

「……勝てるね。あの甘ちゃんの坊や、あたしが絡からめ取ってマギの杖を奪うばってあげる」

　彼女は笑みを浮かべると、唇の間から長い舌の先をちろりと見せる。

　獲え物ものを魅み了りようする蛇へびのようなその表情。

　かすかに歪ゆがめられた薄い唇の隙す間きまから、シュッという音が漏もれた。







　第三章　パンフィレエの影







　初舞台を終えた次の朝……。

　日の出と同時に起きだしたセイルやカミロたちは、食卓を広げて朝食を取っていた。

　箱の上に渡した板のテーブルは簡素で、麦むぎ粥がゆと茹ゆでた馬ば鈴れい薯しよのみの食事も到とう底てい豊かと言えるものではない。

　だが、町外はずれの草原の空気はすがすがしく、適度に食欲を刺激してくれる。大きな籠かごに山と積まれた馬鈴薯は、あっという間に彼らの胃袋に消えた。

　そして、セイルたちが存分に腹を満たし、談笑しているところに、アリシアがやってきて上じよう機き嫌げんに声をかけた。

「お早よう、みんな。昨日は最高だったわ」

　彼女は、厳格な聖職者さえ骨抜きにしそうな笑顔を見せると、椅い子すを引いてセイルの隣となりに腰を下ろした。

「……まあな」

　ビゲリスたちは曖あい昧まいな返事を返すと、お互いに視線を交かわす。

　賛さん辞じを受けたというのに、そっけない反応である。

　最後まで椀にこびりついた粥をこそげ取っていたイスマルも、スプーンを置いてそわそわし始める。

「アゼラやミシュハバードみたいな大きな街に行っても、十分やっていける充実した舞台よね？」

　男たちの態度に関係なく、アリシアはしばらく楽しそうに話を続けた。

「……本当に、あなたたちがいてくれて、助かっているのよ。今夜も、この調子でいって頂ちよう戴だいね。……ところで」

　セイルがアリシアのとりとめのないお喋しやべりに飽あきてきた頃、彼女は唐とう突とつに本題を切り出した。

「誰だれか、町まで買物に付き合って欲しいんだけど？」

「ええと、僕は……」

　と、慌あわてたセイルは言いかけ、ふと、あたりを見渡した。

「……あれ？」

　今まで隣や向かいに座すわっていたカミロやイシードロ、ビゲリス、イスマルたちの姿が、一瞬のうちに食卓から消え失せていた。

　アリシアの声こわ色いろに危険を察さつ知ちした連中は、早はや々ばやと逃げ出してしまったのだ。

　逃げ損そこなったのは、新米のセイルだけである。

「……この手、効きかなくなったわね」

　憮ぶ然ぜんとした表情になるアリシアだが、すぐに笑顔を取り戻し、セイルの腕を取った。

「ねえ、セイル。あなただけは女性に重労働を押しつけて、逃げ出すような真ま似ねはしないわよねえ」

　口調は穏おだやかだが、セイルの袖そでを握ったその指はまるで、獲え物ものを捕らえた狼おおかみの牙きばのようにがっちりと食い込んで離れなかった。




　セイルが逃げ損なったことを心しん底そこ後悔したのは、それから程なくのことである。

「……まだ、何か買うんですか？」

　セイルはここ数日間に必要な食料や日用品の買い出しに付き合ったはずだった。だが、町に入ってほんのわずかの間に、彼が背負わされ、両手に持たされた荷物の量はかなりのものとなっていた。

「まだまだよ。新しいドレスも仕入れたいし、化粧品も要いるわね？」

「それって、日用品なんですか？」

「あら、私の私し物ぶつよ」

「…………」

「いいのよ。自分の小こ遣づかいで買うんだから。一座の経費とは別にしてるわ」

「そういうことじゃなくてですね、なぜ僕がそれを持たされるのかと……」

「ああ！　ごめん、ごめん！　ちょっと疲れたよね？　何か飲もうか、おごってあげるから？」

　セイルはため息をついた。




　二人が入った酒場は、港に近い、みすぼらしい外見──内装はさらにひどかった──の店だった。

「私はエール。あなたは？」

「あれば石榴ざくろのジュースを。ジンジャーとクローブ入りの」

　カウンター席についてアリシアが注文すると、セイルはかすかに眉をひそめた。

「子供がお酒の味を覚えることには、感心しませんね」

「ヤボなこと言わないでよ。エールがお酒のうちに入るもんですか」

　少女は目の前に置かれた陶とう製せいのジョッキの蓋ふたを開け、泡あわをすすった。

「……それに私、あなたが思っているほど子供じゃないわよ」

　店の中は薄暗く、汚れていて生なま臭ぐさかった。セイルは閉へい口こうしたが、アリシアや他の客たちは平気らしい。

　まだ午前中だというのに、船員や漁りよう師しらしき男たちで結けつ構こう賑にぎわっている様よう子すだ。

　しかし……。

　海の男という人種は大たい概がいが荒っぽいものだが、この日、この酒場に集まっていた船乗りの中には、度を越している者たちもいた。

　セイルたちの背中のテーブル席でのことである。

　一人ちびちびと蒸じよう留りゆう酒しゆを舐なめていた小柄な老人を、顔を真っ赤にして悪酔いした水夫たちが数人で取り囲み、因いん縁ねんをつけて、いたぶりだしたのである。

「おい、爺じじい、よくもまあ一人で帰れたもんだな？」

「どうせ帰っても、先は長くねえくせになあ」

「このほら吹きがよ。船と一いつ緒しよに沈みゃあ良かったんだ！」

　水夫たちは老人を小こ突づき、蹴けりを入れる。

「ひどいわ。何てことを……」

　これを見て立ち上がりかけたアリシアの腕を、セイルがぎゅっと押さえた。

「よしなさい」

　セイルは小声でたしなめる。

「我われ々われは余よ所そ者ものです。口を出す立場じゃありませんよ」

　そう言われて、アリシアはムスッとした顔つきで座り直す。

「おい、くたばりぞこないよお」

　水夫たちの嫌がらせは続いた。

「とっとと首でも吊つって俺たちの目の前から消えな！」

　一人が椅子を払いのけ、脂あぶらとゴミで汚れた床ゆかに老人を転がした。

「そおら、消毒してやらあ」

　もう一人、剃そり上げた頭に刺青いれずみをした大男が、火ひ酒ざけの瓶びんを老人の頭上で逆さまにした。

　ガタンッ！

　とうとうアリシアが立ち上がった。

「アリシア！」

「セイル、口出ししないで。私は長おさよ。それに……」

　アリシアは吐はき捨てるように言った。

「あなたが時々見せるその大人の分ふん別べつってやつ、私、大っ嫌いなの！」

　アリシアは大きな水夫たちの間に割って入ると、キッと彼らをにらみつけた。

「この卑ひ怯きよう者もの！　お年寄りを苛いじめて何が楽しいのよ！」

　水夫たちは一瞬驚いたようだったが、すぐにアリシアを見下ろすように囲んでニヤニヤしだした。

「ちっちっ、俺たちが苛めるのは年寄りだけじゃないぜ」

「可愛かわいいお嬢ちゃんはもっと苛めがいがあるってか？」

　下品な笑いに包まれる酒場。

　やがて、ギョロ目で唇がめくれ上がった水夫が、

「……おい、どっかで見た顔だと思ったら、この娘っこ、旅芸人の歌うたいだぜ！」

　と、アリシアの顔を思い出した。

「そいつぁいい」

　刺青いれずみの大男が、わざとらしく涎よだれをすする音を立てる。

「歌わせてやろうぜ。ちょいと変わった歌をよ」

「もうたくさんって言い出すまでな」

「いやいや、俺は一晩寝かすつもりはねえぜ」

　そう言って、黒髪を細く編あんだ長身の水夫が、酒臭くさい息がかかるほどアリシアに顔を寄せた。

　グワシャッ！

　アリシアは何の予告もなしにテーブルの上の酒さか瓶びんをつかむと、その男のアゴを殴なぐりつけた。

　何かが砕くだける音がしたが、瓶は無事だ。

「ふひぃっ！」

「このアマ！」

　アゴの骨を砕かれた男が不ぶ様ざまな悲ひ鳴めいを上げるのと、他の連中が殺さつ気き立った声を上げて少女につかみかかったのは、ほぼ同時だった。

「てめえっ！　ここで剝むいてやる！」

　一人が少女を羽は交がい締じめにし、刺青の男が上衣の胸に手をかけて一気に引き下ろす。

「キャアアアアアッ！」

　アリシアの悲鳴が、狭せまい酒場の天てん井じように反響する。

　水夫たちは剝むき出しになった胸の膨ふくらみを見て、目を血走らせた。

「……そのくらいにしておいた方がいいですよ」

　少女を押し倒そうとする水夫たちの背後で、やけに冷静な声がした。

　彼らは一いつ斉せいに振り返った。

　そこに立つ小柄でひ弱そうな青年の姿に、思わず水夫たちの間から失しつ笑しようが漏もれる。

「何だあ？　おめえはこいつの情イ夫ロか？」

「いえ、そんなんじゃないんですが……」

　セイルは頭を搔かいた。

「みなさん酔っていらっしゃるようですから、もうそろそろ帰った方がいいんじゃないかと」

「けっ！　よけ～なお世話だ」

「でも、危あぶないですよ」

「うるせえっ！」

　一人がセイルの胸をこぶしで突き飛ばそうとする。

「…………！」

　だが、セイルの身体からだの寸前でこぶしの方向が変わり、水夫はバランスを崩くずして引っ繰り返った。

「だから言ったのに……」

　気の毒そうな顔をするセイル。

「野郎っ！　舐なめやがって！」

　また別の水夫が殴なぐりかかった。

　しかし、これも空から振ぶりし、勢い余って空中で一回転して床に落ちる。

「ほら、足にもきてますよ」

　落ちた拍ひよう子しに腰をしたたか打ちつけた男の肩を、セイルはポンポンと叩いた。

　これに水夫たちは逆上した。

「ふざけやがって！」

「こいつが先だ！　みんな、やっちまえ！」

　アリシアを放り出してセイルに襲いかかったのは、すでに引っ繰り返っている連中を除いた四人。

　ところが、左右から飛びかかった二人は、自分たちでも思ってもみなかったほど高く跳ちよう躍やくしてしまい、天てん井じように頭を強打した。

　短剣を抜き、背後から刺そうと目もく論ろんでいたギョロ目の男は、使い慣れた短剣をなぜか手から滑すべらせ、自分の左足の甲を床に縫ぬいつけた。

　一番喧けん嘩か慣れしているように見えた刺青の大男に至っては振り上げた棍こん棒ぼうで自分の頭を殴りつける始末である。

「どうです？」

　床に転がった水夫たちに向かって、セイルは言った。

「いったん帰って酔いを冷さましては？」

　セイルをにらむ水夫たち。

　足から抜いた短剣をギョロ目が再び握り直すのを横目で見ると、セイルはすかさず続けた。

「でないと、今度は誤あやまってお互いの首をはね合うことになるかも知れませんよ。首ってものは肩の上にないと、何かと不ふ都つ合ごうだと思いませんか？」

　水夫たちはほうほうの体ていで逃げ出した。

　アリシアは、はだけてしまった胸の前を片手で隠し、もう一方の手で老人を引き起こした。

「あ、ありがとよ」

　目を丸くしていた老人はやっとのことで言った。

「……あの連中は？」

　セイルは老人を落ち着かせようと、瓶の底に残っていた酒をカップに注ついでやった。

「あぶれ水夫じゃよ」

　老人は陶器のカップを口元に運ぶと、泣き顔とも笑い顔ともつかぬ顔になる。

「素そ行こうが悪くて船から下ろされ、行き場を失った連中さね。……あんな奴ら、珍めずらしくもないわ。なあ若いの、あの管区長が来てからこっち、この町は変わってしまったんじゃよ」

「あなたは管区長が好きじゃないんですね？」

　うなずくセイル。

「好きでないだと！　とんでもない！」

　老人は声を高くした。

　周りの客たち──先ほど老人に加えられていた乱暴を見て見ぬ振りをしていた連中──が、全員、顔を強こわばらせる。

「そんな程度ではない、憎んでいるのじゃよ。どうせわしは、老い先短い身だから言わせてもらうがの」

　老人は、怯おびえた表情の周りの客を軽けい蔑べつの視線で見渡した。

「税が三倍になったのは、まだマシな方じゃった。胡う散さん臭くさい奴らを乗せた訳の分からん船が来るようになり、質たちの悪い水夫がドブネズミのように町に蔓延はびこったのも諦あきらめよう。だがの、魚が採とれなくなれば、わしら漁民はおしまいなんじゃよ」

「魚が？　それが管区長のせいだと？」

「さてな……」

　老人はカップを乾ほした。

「だが、あの女が来てからじゃ、普通の魚が上がらなくなったのは。その代わりに採とれるようになったのは、頭の二つあるカジキや、大人三人を縦たてに並べたよりも長いウナギ、毒針に体を覆おおわれた巨大なクラゲに、見るからに喰くえなそうな、名前も分からん醜みにくい魚たちじゃ」

「あなたの乗っていた船は？」

　アリシアが尋たずねる。

「さっきの連中の話か……」

　老人の顔が曇くもる。

「わしはあの日、八人の仲間と漁に出た。湾の近くではまともな魚が採れなくなったので遠出をしてみようと考えたのじゃよ。だが、港が水平線の向こうに見えなくなった頃、何の前触れもなく風が強くなった。わしらの小さな漁船は沖へ沖へと流され、帆ほをたたんでもその速度を落とすことはできなかった。ところが……」

　老漁師はふと口をつぐんだ。

　セイルはまたカップを火酒で満たしてやった。

「何があったの？」

　アリシアがうながす。

　その時。

「……その話、私も聞きたいですね」

　と、少女の肩を叩く手があった。

　いつの間にか酒場には、口くち髭ひげの男が入ってきていた。

「アノー……？」

　例の毛皮商人である。

　セイルは探さぐるように彼の目を見つめた。

「どうしてここに？」

「偶ぐう然ぜんのなせるわざですな」

　アノーはすました顔で言い、アリシアに一礼するとその肩に自分の外がい套とうをかけた。

「続けてください、興味深い話です」

　老漁師は一気にカップを空からにした。

「やがて、大洋の真ん中で船は止まった。突風の中で、わしらの船の動きだけが止まったのだ。あたりを静せい寂じやくが支配したかと思うと、次の瞬間、空は灰色の雲に覆おおわれ、海は黒く染そまった。そして狼狽うろたえるわしらの前で突然、無数の影のような生き物が船の上に這はい上がってきたのじゃ」

「影のような生き物ですって？」

「他に例たとえようがない。ともかく、抵抗は無む駄だじゃった。銛もりや櫂かいを振り上げた者も、船上で無む謀ぼうにも火を使おうとした者も、影に包み込まれると悲鳴を上げて骨になっていった」

「……あなたはどうやって助かったのですか？」

　と、尋ねるアノー。

「逃げたのじゃよ。木の板一枚を持って海に飛び込み、死に物狂いで泳ぎ続けた。これだけで済んだのは、漁の神エスルーンの思おぼし召めしじゃな」

　彼は袖そでを捲まくって腕を見せた。

　そこには何かにえぐられたような醜い傷きず痕あとが幾つも残っていた。

「陸に着くまでは丸二日かかった。わしは必死の思いで泳ぎ帰ると、漁師仲間にこのことを伝えた。だが、わしの話に耳を傾かたむける者はおらなんだ。そればかりか、船が沈んだのはわしが操そう舵だを誤ったからだと言い出しおったのじゃ。だが、それ以来……」

　老人は笑った。

「漁師のうちで水平線の向こうまで船を出すものはほとんどいない。たまに一人で漁をしている愚おろか者ものがうっかりと遠出をすることがあるが、帰ってきたのは見たことがない」

　セイルはここまで話を聞くと頭を振った。

「僕にはそれが管区長の仕し業わざとは思えませんが」

　管区長がそれをやったのだとすれば、やはり魔法を用いたのだろう。それも召しよう喚かん魔法に違いない。

　だが、セイルの知っている魔法──つまり文ぶん献けんに残されている教団魔法のすべて──の中に、この現象と類るい似じした効果を持つ魔法はなかった。

　それにこの時、空が一瞬のうちにかき曇ったというが、天候操作は最も危険な魔術の一つだ。至し神しん智ち教団がこれを行う際には、司教級の魔ま道どう士しが二人、それに補佐の司祭魔道士が十人の、合わせて十二人以上で行わなくてはいけないという規定がある。これはほんの些さ細さいな失敗が招まねく大災害の可能性を回かい避ひするためである。

　事実、旱かん魃ばつ救済のための局地的な降雨の予定が、広大な土地を湖に変えてしまったことがあるのだ。

「そうですね。魔法だとしたら、たいへん珍しいもの、でしょうね」

　アノーが口くち髭ひげに手をやる。

「……もっとも、私はそういうことにあまり詳くわしくないんですが」

「そうですか？」

　セイルは彼の方を見た。

「もっぱら旅の途中で見聞きした知識ですよ。あなたと同じようにね」

　アノーは肩をすくめ、逆にセイルの瞳ひとみを見つめ返す。

　セイルは視線を老人に戻した。

「海に異変が起きたのは、管区長が来てからなんですね？」

「お若いの、わしは六十年、海で暮らしてきた。間ま違ちがいない、海が変わったのはあの女が来てからじゃ。とはいっても……」

　老人はとうとう自分で酒をカップに注ぎ始めた。

「そう公言するのはわしだけじゃろうが。わしのような年でない限り、管区長を悪く言える者はおらんのさ。命が惜おしいからのう」

　老漁師は三杯目の酒をあおった。だいぶ酔いが回ったらしく、口調がしゃっくり混まじりのゆっくりとしたものになってきている。

「あの女が、教団の名で税を上げると言いだした時……、ヒック、町の人々の間で囂ごう々ごうたる非難が沸き起こってな、ヒック、代表が城まで抗議に行った」

「……それで？」

　と、アリシア。

「その後ひと月の間に、代表を務めた全員が死んだ……。死因はそれぞれ違っていたが、いや……、どれも酷むごいものじゃったな。それからというもの……、ヒック、町の人間は仔こ犬いぬのように大人しくなりおった。逆らう気き骨こつのあった者もいるにはいたが……、ヒック、その最後の一人も一昨日おととい、死んだよ。娘二人を残してな。可か哀わい相そうに……、ほんに……可哀相になあ……」

　老人はそこまで語ると、テーブルに突っ伏して眠り込んでしまった。

「……この老人は私の宿に運んでおきましょう」

　アノーが言った。

「あなたのところで預かるより、揉もめ事が少なくて済みそうですからね。さあ、先にお行きなさい」

「ありがとう、お願いするわ」

　アリシアがうなずく。

　アノーに促うながされるままに、セイルとアリシアは先に酒場を出た。

　仲間たちのところへ戻る途中のアリシアは無口で、時々、チラチラと何か言いたげな顔でセイルの方を見た。

「……あの」

　天幕が見えるあたりまで来たところで、ようやくアリシアは声をかけてきた。

「さっきのことなんだけど」

「何です？」

　と、荷物を担かついだセイル。

「さっき、救たすけてくれたでしょ？……ありがと」

「ああ、気にすることありませんよ」

「それに……、怒った時に嫌いって言っちゃったこと。……あれ、噓うそだから」

　目を合わさないようにうつむいたまま、少女は小声でささやくように言い足す。

「知ってますよ」

　セイルは優しい声で答える。

「許してくれるの？」

「許すも何も、あの場での行動は、あなたの方が正しかったと思いますよ。僕は、教団の支配する場所で魔法を使うだけの勇気がなかった。自分の身のことしか考えなかった卑ひ怯きよう者ものです」

「そんなことないわ！　私こそ、分別もなしに飛び出して！　それを結局、救けてくれたんじゃない！」

「……仲直り、しません？」

「……そうね」

　アリシアはちょっと背伸びをすると、あまり身長の変わらないセイルの頰ほおに軽くキスをした。

「これでまた友達です」

「そう、お友達よ」

　セイルの首に手を回したまま、少女は微ほほ笑えんだ。

　と、その時。

「……エヘン」

　二人の傍かたわらで、わざとらしい咳せき払ばらいの声がした。

　そこに立っていたのは、腰に手を当てた銀髪の女。

　アマラである。

　アリシアはパッとセイルから体を離した。

「ずいぶん遅かったのね？」

　と、アマラ。

「ええ、ちょっと問題がありまして」

　セイルは山のような荷物を見せて肩をすくめる。

「問題ねえ……」

　アマラはじっとアリシアの胸元を見つめる。

　引き裂かれた上衣の隙すき間まから、胸の谷間がのぞいている。

「どんな問題なのか、ゆっくりと聞かせてもらいたいものだわ」

　アマラの声は心なしか冷ややかだった。
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　その日の午後。

　セイルは棺ひつぎを曳ひいて天幕を離れ、町を見下ろす高い丘に来ていた。

　アリシアの一座と行動を共にするようになって以来、一日に一回、イフィーを納おさめた棺を持って仲間たちのところを離れ、一人で時を過ごすのが、セイルの習慣となっていたのだ。

　初夏の午後の日ひ射ざしを浴あびた海は、小さなダイヤを無数に散りばめたかのようにキラキラと輝かがやいていた。

　海岸の砂浜は象ぞう牙げのように白く、町を取り巻く草原の緑は風になびき、小さざ波なみを立てている。

　セイルは丘の斜面の草の上に腰を下ろし、頰ほお杖づえをついた。

「美しいでしょう、イフィー……。久しぶりですよ、こうしてゆっくりと風景を眺ながめるのは」

　だが、眼がん下かの風景に目をやりながらも、彼の頭の中では幾つかの考えが巡めぐっていた。

　この、至神智教団の管区長が支配する町では、セイルの知らぬところで何かが進行している。

　まず、さっきの老人の話。

　彼が噓うそをついていないとすれば、ここの管区長は漁船員を虐ぎやく殺さつするために、教団魔法以外の魔法を使ったことになる。

　その理由は何だろう？

　漁船を沈めることに何の意味があったのだろう？

　それに、アノーと名乗った毛皮商人のことがある。

　明らかに、商人というのは噓だ。

　アノーの持ち船の丸型帆はん船せんは、ワインや木材など、単価が安くて嵩かさ張ばるものを輸送する時に用いる大型の商船である。毛皮や香料といった高級商品は、足の速い櫂船ガレーラで運ぶのが常識なのだ。丸型帆船の巨大な船せん倉そうに、目玉が飛び出るほど高い銀ぎん狐ぎつねの毛皮が満まん載さいされているとは、セイルには想像できなかった。

　彼が今け朝さ、あの酒場に姿を現わしたのも偶ぐう然ぜんとは思えない。

　セイルの正しよう体たいに気がついていることも、ほぼ確かだ。

　だが、もし彼が教団の刺し客かくなら、なぜ仕掛けてこないのだろう？

　より確実に仕し留とめる機会を狙ねらっているのだろうか？

　それともう一つ。

　些さ細さいなことだが、気になっていたことがある。

　深緑色の目の少女のことだ。

　昼間、葬そう列れつに参加した人間が、夜、旅芸人一座の観客席に現われることが普通あるだろうか？

　それに、あの瞳ひとみに浮かぶ怒りは、一いつ体たい何に向けられていたものなのだろう？

　セイルは背を伸ばし、仰あお向むけに横たわって目を閉じた。

「……考え過ぎですね」

　さわやかな風が頰をくすぐり、草の若々しい香りが、昨晩の舞台に疲れ切っていた心を優しく慰い撫ぶする。

　そして、セイルがうつらうつらと微ま睡どろみかけた時……。

　不意にその顔を影が覆おおった。

　セイルは跳はね起きて棺の引き綱を握ると、〝呪じゆ波は〟を練ねるために精神を集中する。

　長年の逃とう亡ぼうによって、身体が覚えた反応である。

　だが……。

「……君は」

　セイルは緊張を解といた。

　その場にポツリと立っていたのは、十歳くらいの少女だったのだ。

「町の子ですね？」

　少女の顔には見覚えがあった。

　昨日、深緑色の瞳の少女に手を引かれて、葬列に参加していた子だ。

「どうしたんですか？」

　セイルが尋ねても、少女は目を丸くしてそこに立っているだけだった。

　姉らしき少女とは違って、大きく見開かれたこの娘の瞳は、海のように濃い碧あおである。

　セイルはその碧の視線が、棺に注がれていることに気がついた。

「……そうか。棺に驚いたんですね。僕が死んでいると思ったんですか？」

　この問いに、少女はこっくりとうなずいた。

「吃驚びつくりさせてしまいましたね」

　セイルは頭を搔かいた。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。僕はお化ばけじゃありませんから」

　少女はほっとしたように胸に手を当てた。

　ちょっと大おお袈げ裟さとも感じられる仕し草ぐさだが、あまりにも可愛かわいいのでセイルの口元から思わず笑えみがこぼれる。

「今日はお姉さんと一いつ緒しよじゃないんですか？」

　うなずく少女。

「君の名前は？」

　今度は困ったような顔。

「言いたくない？」

　少女はかぶりを振り、喉のどに手を当てた。

「声が……出ないんですか？」

　少女は再びうなずいた。

「……それはずっと？」

　またもや肯こう定てい。

　この少女、生まれつき声が出ないらしい。

「そうですか……、悪いことを聞いてしまいましたね」

　セイルが済まなそうな顔をすると、少女は首を強く横に振った。

　気にすることはない、というように。

　それから、彼女は近くに落ちていた真っすぐな小枝を拾うと、それをペン代わりに使って、草の間から土がのぞいていた場所に一文字ずつ字を綴つづった。

「ウェ……ナ。ウェナ？」

　少女は嬉うれしそうに自分を指さした。

「ウェナという名前なんですね？」

　セイルはいささか驚いていた。このくらいの歳としで共通語の文字が書ける教育を受けているのは、大都市以外では珍めずらしいからだ。

「いい名前ですね」

　セイルが誉ほめると、少女ははにかみ、スカートの端はしをつかんで一礼した。

　セイルもこれに応こたえ、少女の手にキスをする。

「僕はセイル・ブロンディング。旅の役者です」

（すてき）

　ウェナは土の上に書いた。

（いつか見てみたいわ）

「では今晩いかがです？　脅おどかしてしまったお詫わびに、僕が招待しますよ」

　セイルがそう言うと、少女は飛び上がって喜んだ。

「何が好きですか？　ナイフ投げやロープの上の軽かる業わざ、怪かい力りき男おとこや竪たて琴ごとの演奏なんかもありますけど？」

（歌）

　少女は書いたが、書いてから少し、悲しそうな顔になる。

（私は歌えないけれど）

　ウェナが続けて綴った言葉を見て、セイルはハッと息を吞のんだ。

「歌を……歌いたいと思いますか？」

（と・て・も）

　大きな字。

　枝を持つ手は、白くなるほど力が入っている。

　セイルは胸が締めつけられる思いがした。

　ウェナは本当に自分が好きなことを、自分ですることができないのだ。

　その手段を、最初から奪われているのである。

　だが、そんな暗あん澹たんたる気持ちに捉われるセイルを逆に慰なぐさめるように、少女は土の上に書いた。

（でもね、夢は捨ててないの。いつかは歌える。そう思うだけで幸福になれるもの）

　セイルは少女の顔を見た。

　彼女の無む垢くな碧い瞳は、同情を必要とはしていなかった。

　悲しい思いはそれこそ数えきれないほどしてきただろう。だが、ウェナは今、自分に何の引け目も感じていない、真っすぐな目でセイルを見つめているのだ。

「……強い子ですね」

　セイルはウェナの頭を撫なでた。

「本当に。願いは祈り続ければ、いつかは叶かなうものなのかも知れません」

　彼は、足元に生えていた枯かれかけの雑草を一本手折ると、右手の中に握って〝呪じゆ波は〟を送った。

　少しして手を開くと、中から現われたのは小さな水色の花だった。

　ウェナが驚きよう嘆たんしたように目を丸くする。

「これをあなたに……」

　セイルはその花を、ウェナの暗あん褐かつ色しよくの髪に差してやった。

　その時……。

「ウェナ！　何してるの！」

　悲ひ鳴めいに近い声が上がった。

　見ると、丘のふもとからこちらの方に駆け上がってくる姿がある。

　どうやらこれも女の子のようだ。

　セイルはその姿をぽかんと見つめていたが、

「妹に何するの！」

　と、二人のところに走ってきた娘は、戸と惑まどうセイルの腕からウェナをもぎ取り、背中にかばうように隠した。

「僕が、ですか？」

　間抜けに自分を指さすセイル。

「そうに決まってるでしょ！」
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　ウェナより年長の娘は、深緑色の目でセイルをにらんだ。

「あなたは……昨日の公演に来ていた子ですね。やはりウェナのお姉さんでしたか？」

　セイルが言うと、いよいよ彼女は疑惑の視線になる。

「あなたみたいな人、昨日は出ていなかったわ」

「仮面を被かぶっていたんですよ」

　ウェナは姉の手を引いて、声にならぬ声で何かを告げた。

　唇くちびるが読めるのだろう。深緑色の瞳の娘は妹にうなずき返すと、やや警戒を緩ゆるめてセイルに言った。

「妹と何をしていたの？」

「話ですよ。友達になったんです」

　この答えに、娘はあまり納なつ得とくしなかったようだ。

「……まあ、いいわ。ともかく、話は終わりよ。帰って」

「ですが」

「終わりと言ったら終わりなの！　あたしたちに構わないでよ！」

　こうした少女の態度を、セイルは責める気にはならなかった。

　おそらく彼女はずっとこうやって、心無い連中の嘲あざけりやからかいから、妹を守ってきたのだろう。

　余よ所そ者もののセイルにつれない態度しか取れなくても、それは彼女のせいではない。

「ではまた、ウェナ。今晩、来てくださいね」

　セイルは妹の方に手を振った。

「また、はないわ。さよなら」

　深緑色の瞳の少女は、妹の手を引いて丘を下りかけた。

　その時ふと、彼女の目にウェナの髪に差された水色の花が映った。

「……この花」

　娘はセイルの方を振り向いた。

「ええと、僕が摘つんだんです。……どこかそこらへんに咲いていたのを」

「噓ね」

　彼女は即座に言った。

「あたし、この花知ってるもの。今の季節に咲くものじゃないわ。魔法でも使わない限りこの花を咲かせるなんて……」

　深緑色の目がセイルをまじまじと見つめた。

「あなた、何者？　まさか管区長のところの！」

「僕は……」

　セイルは誤ご魔ま化かしても無む駄だだと悟さとった。

「僕は魔ま道どう士しですが、教団の手の者ではありませんよ。新人ですが、役者というのも本当です。向こうで天幕を張っている一座に、やっかいになっているんです」

「魔道士……」

　深緑の目の娘はつぶやいた。

　何かを考えている様よう子すだ。

「あなたが魔道士なら」

　やがて、彼女は決心したようにセイルに真剣な目を向けて言った。

「聞いて欲しいことがあるの、実は……」

「実は？　何の話をする積もりだい？」

　女の声。

　突然、セイルたちの頭上を影がよぎった。

「…………！」

　セイルは空を見上げた。

　太陽を隠したものは一瞬、セイルの目にはまるで巨大な蝙蝠こうもりのように映った。

　どこからか飛んできたものではない。

　それは唐とう突とつに、セイルたちの真上に出現したのだ。

　蝙蝠はこれ見よがしに上空をクルクルと舞うと、翼つばさを大きく広げて三人の前に下り立った。

「ディーナだったね？」

　直立した蝙蝠は、姉の方に向かって言った。

　いや、蝙蝠ではなかった。

　翼に見えたのは、風になびく黒い絹きぬのローブ。

　セイルたちの前に立っていたのは、妖よう艶えんな顔つきをした長身の女だった。

「パン……フィレエ……」

　ディーナと呼ばれた深緑の目の娘が、気け圧おされるように一歩下がった。

「名前を当てられて吃驚びつくりしたかい？　あたしは物覚えがいいんだよ」

　女は、チラリと口元から長く細い舌の先をのぞかせた。

「……そうそう、父さんは気の毒したね」

　全然気の毒に思っていないことが明らかな口調である。

　ディーナのまだ幼おさなさの抜け切らない顔に、怒りの色が走る。

　セイルは小さく咳せき払ばらいした。

　今にも女に飛びかかりそうだったディーナは、ハッとセイルの方を見た。

　セイルは片眉を上げ、女の挑ちよう発はつに乗るな、とほのめかす。

　ディーナは小さなこぶしを力いっぱい握り締め、辛かろうじて衝しよう動どうを抑おさえた。

　パンフィレエはそれを見て喜き悦えつの表情を浮かべると、セイルの方を振り返った。

「昨日の舞台を見られなくて残念だったよ、セイル……、そうそう、今はブロンディングだったかい？」

「そういうあなたは管区長。お目にかかれて光栄ですよ」

　セイルは慇いん懃ぎんに一礼した。

　頭を下げながら、彼は慎しん重ちように〝呪波〟を練り始める。

　パンフィレエは、シシシと歯の間から息を漏もらすようにして笑った。

　こちらも、魔法を放つ用意を整ととのえつつあることは確実だ。

「よそうよ、白々しい。お互い、初対面でも名前は知っているだろ？」

「ええ、そうですね。……この娘こたちには席を外はずしてもらった方がいいと思いますが？」

　セイルは、ディーナとウェナの姉妹を目で示した。

「その必要はないさ。今、ここで切った張ったをやる気はないんだから。話がしたかっただけさ」

「話？」

「そう。……昨日、ダレクの息のかかったのが二人、助力を求めてあたしの城に来たよ」

「……それで？」

　そっけない口調のセイル。

　無論、戦うつもりはないと言われても、ここで〝呪波〟の増幅をやめる気はない。

　こちらが緊張を解けば、パンフィレエは最大級の攻撃呪じゆ文もんをぶつけてくるに決まっているからだ。

「何も」

　パンフィレエは肩をすくめた。

「手を貸すって約束はしたけれど、どうしようかと迷っているところだよ」

「…………」

　セイルは表情を変えない。

　ただ、ジリジリと少しずつ、姉妹をかばう位置に身体からだを移動させてゆく。

　今や〝呪波〟の増幅率は、彼の能力限界まで達しつつある。

「つまりはこういうこと」

　パンフィレエはセイルの動きに気づかぬ振りをしながら続けた。

　彼女も、さらに〝呪波〟の力を蓄ためつつあった。

　両者の間の空間は〝呪波〟の蓄積に耐え切れずに歪ゆがみ、陽炎かげろうが立っているように見え出している。

　表面的には和なごやかに見える二人の話し合いは、一いつ触しよく即そく発はつの危機を孕はらんでいた。

「ダレクに貸しを作るのも悪かない。けど、あたしには他にも強力な大司教たちの後ろ盾だてが幾つもあるし、今のところ、ここでうまいことやってるんだよ。つまり、ことを荒立てたくないわけ。あんたとダレクの子分にゃ、好きに殺し合ってもらって構わないけど、あたしがここでやっていることには口を挟はさんで欲しくないのさ。……あたしがどんな女か、知ってるだろ？」

「ええ」

　確かに、セイルは知っていた。

　そもそも教団の人間で、彼女のことを知らない者がいるだろうか？

「二人がやり合えばどっちかが死ぬし、勝った方だって無事じゃ済まない。どうだい、お互い干かん渉しようしないことにするっていうのは？」

　つまりは、知られたくないことがあるということだ。

「それは……、魅力的な提案ですね」

　セイルは答えた。

「だけど、考える時間をくれませんか？　僕の方からも、あなたに提案できる条件があるかも知れませんから」

「…………」

　パンフィレエとセイルはお互い正面を向いて対たい峙じしたまま、動こうとはしなかった。

〝呪波〟の干かん渉しようのため空間の歪ゆがみが限界に達し、亀き裂れつが入り始める。

　蒼あおい小さな稲いな妻ずまが、パチッパチッと二人の間で火花のように飛び散った。

「……ふっ」

　先に視線をそらしたのは、パンフィレエの方だった。

「したたかだね。気に入ったよ、すぐにハイと答えるような人間は信用しないことにしてるんだ。もう一度話し合おうよ……、そう、明日にでも」

「いいでしょう」

　セイルはうなずいた。

　パンフィレエはローブをひるがえすと、再び宙に舞い上がり、現われた時と同様に忽こつ然ぜんと消え失うせた。




　管区長の姿が見えなくなると、セイルはふうと息をついた。

「……危あぶないところでした」

〝呪波〟を練りながらセイルは気づいていた。

　彼女の〝呪波〟の許容量の方が、自分のものより三倍近くも大きいことに。

　信じられないことだが、これは人間の水準ではない。

　パンフィレエはこのまま戦えばどちらかが死ぬと言ったが、さっきの状況で〝呪波〟をぶつけ合ったら、死んでいたのは間ま違ちがいなくセイルの方だったのだ。

　振り返ると、ディーナとウェナの姉妹はペタリとその場に座すわり込んでいる。

　姉妹はパンフィレエと何かの因いん縁ねんがあるらしいが、今はそのことについて質問できる状態ではない。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　セイルは姉の方に尋ねた。

「……恐こわくはないわ」

　震える妹の肩を抱きながら、ディーナは自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

「……仲間がいるもの。数は多くないけど、あたしが死んでも、あの女を追い出すために戦ってくれる仲間が」

　セイルは愕がく然ぜんとした。

　この少女は無む謀ぼうにも、あの人間離れした魔力の持ち主と対決する気でいるのだ。

「パンフィレエを甘く見ないことです。あなたたちが何人束たばになっても勝てる相手じゃありません」

　セイルは頭を振り、少女たちを引き起こそうと手を差し出した。

　ディーナはその手を乱暴に払い、キッと彼をにらむ。

「じゃあ、あなたが手を貸してくれるって言うの！」

「それは……」

「パンフィレエと取り引きするんでしょ！　あなたも……」

　深緑の瞳ひとみには蔑さげすみと怒りの炎ほのおが点ともっていた。

「あなたも、町の他の大人と一いつ緒しよよ！」

　ディーナはウェナの手を取ると、引きずるようにして丘を下りていった。

　セイル一人をその場に残して……。




　岬みさきの城の塔の上に舞い下りたパンフィレエは、自室に戻ると窓を閉めた。

　そして、ランプひとつの薄暗い部屋の中央で黒いローブを脱ぎ捨てると、全裸で銅製の姿見の前に立った。

　ぼんやりと闇やみの中に浮かび上がる、白い身体からだ……。

　パンフィレエはそれを愛いとおしむように、両腕を交差させて自分の肩を抱いた。

「……素す敵てきだよ、すべてがあたしの思いのままに進んでいる」

　金色の瞳がチロチロと炎をたたえていた。

「町も、セイルも、ダレクも、みんな、あたしの手の中でもがく蟻ありのようなものさ」

　パンフィレエは爪つめの伸びたその手をギュッと握り締める。

　鋭い爪は手のひらの白く柔やわらかい肉に食い込み、朱色の血がポタポタと大理石の床ゆかに滴したたり落ちた。

　彼女は長い舌を伸ばし、喜き悦えつの表情でそれを舐なめた。

　その時。

「……悪戯いたずら好きなパンお姉さま。やれば、勝てましたのに」

　パンフィレエの口から、普段とは違う声が漏もれた。

　貴婦人を思わせる落ち着いた声だ。

「噂うわさほどの力では、なかったようですもの」

「でも、それじゃありがたみに欠けるだろ？」

　今度は通常の声がこれに答えた。

「どうせならゲールラッハたちの前で倒さないとね。そうすりゃ、ダレクの感謝のしようも変わってくるってもんさ」

「キャハッ！　パン姉って　悪いんだ！　休戦の申し出、あれって噓うそなんだね？」

　また別の声。

　今度は他の場所から響いてくる。

　少女のような明るい声だ。

「もちろんさ」

　パンフィレエは答える。

「でも、これで町のガキどもを始末する時間がキッチリ稼かせげたじゃないか。あたしが避けたいと思ったのは、ディーナに丸め込まれてセイルとガキどもが組むことだったんだ」

「そうよね、ちょっと、煩わずらわしいかしら？」

「ねえねえ、あたい、マギの杖を握りたいよ」

　と、少女のような声。

「それは欲が深過ぎてよ、ロビザ」

　貴婦人らしき声がたしなめる。

「いいじゃないか、ドミノ。手に入れてやるさ」

「でもパンお姉さま、ゲールラッハたちが返せと言ってきたら？」

「ゲールラッハは話し合いのできる男だよ。オルテーズの方は……可か哀わい相そうなことになるねえ」

「ふふふ、ほんとに悪いひと……」

　コン、コン、コン。

　扉とびらを叩たたく音がした。

「……誰だい？」

　パンは苛いら立だたしげな口調で誰すい何かした。

　と同時に、他の二つの声の気け配はいが、ふっと消える。

「……わたしです」

　扉の向こうで、か細い、怯おびえたような声が答える。

　城のただ一人の使用人である少女の声だ。

「あの、オルテーズ様たちがお探しに……」

「今、行くよ」

　パンは答え、肌の上に教団の正式な法衣を羽は織おった。

「パンフィレエ管区長！」

　控ひかえの間でイライラと歩き回りながら待っていたオルテーズは、パンフィレエの顔を見るなり言った。

「どこへ行っていたんです？　我われ々われはダレク猊げい下かの命めいでセイル・グレイを追うためにあなたの協力を……」

「あたしがどこにいようが、あんたに言う必要はないさ」

　パンフィレエはオルテーズの抗議を遮さえぎり、冷ややかな視線を彼に送る。

「済みませんなあ、管区長殿。どうやら我が兄きよう弟だいは少し神経質過ぎるようでして」

　脂し肪ぼうのまとわりついた身体からだを長なが椅い子すに横たえ、三足台の上に置かれた碾ひき割り大麦と蜂はち蜜みつの粥かゆが入った鉢はちに手を突っ込んでいたゲールラッハが顔を上げた。

「そうそう、フォイゲラーと名乗る男が、広間に来てますよ。……しかしまあ、これだけの広さの場所に小間使いが一人だけとは、不自由ではありませんかな？」

　ゲールラッハは口の周りについた粥を袖そでで拭ぬぐいながら、用事を言いつけられ別室に去ってゆく小間使いの少女を見送った。

　その好色な視線は、主に少女の尻しりをたどっている。

「あたしは何でも自分でやるのが好きなんだ」

　パンフィレエは意味ありげに目配せをした。

「……それに、出入りする人数が少なければ少ないほど、秘密が守れるだろ？」

　フォイゲラーは床に這はいつくばるようにして待っていた。

　ゲールラッハたちとともに広間に入ったパンフィレエはゆっくりと席に着くと、軽けい蔑べつも顕あらわに町の代表に命じた。

「何か言うことがあるなら、お話し」

「はっ」

　フォイゲラーは額ひたいに汗を滲にじませ、蒼あおざめた顔をわずかに上げた。

「た、旅芸人どもや毛皮商人は、町に不ふ審しんを抱いだいている様よう子すはありません。一座の公演には適当に観客を送っていますので、おそらく千せん秋しゆう楽らくまでは何事もなく……」

「何事も？」

　パンフィレエの口元から、牙きばのような鋭するどい犬けん歯しがのぞいた。

「その一座の役者がディーナと接触を持ったところをあたしが見た、と聞いても、そう言えるかい？」

「ディーナが？」

　フォイゲラーはあえいだ。

「困ったねえ。本来なら、町の治ち安あんを守るのはあんたの仕事だよ。宗教的指導者に過ぎないあたしを、世俗の厄やつ介かいごとに巻き込まないでおくれ」

「も、申し訳ございません！」

　フォイゲラーは鼻の頭を床に擦こすりつけるようにさらに頭を下げる。

「……まっ、いいさね。仲間に加わりそうな連中の名は分かってるんだろう？」

「め、名めい簿ぼをここに……」

「いいねえ、それでこそあたしが見込んだ男だよ。それをお寄越し」

　フォイゲラーは顔を伏せたまま、紙の束を差し出した。

　パンフィレエは立ち上がって進み出ると、その束を引ったくるようにして取った。

「この者たちは一体どうなるので？」

　フォイゲラーは上うわ目め遣づかいに管区長の顔色をうかがう。

「余計なことを心配しなくていいよ」

　パンフィレエは羊よう皮ひ紙しの束をパラパラとめくりながら言った。

「こいつらの魂たましいの平へい穏おんを祈るだけさ。何せ、至し神しん智ち教団の絶対なる支配に反抗しようとしているんだ。あたしが寛かん容ような心を示しても、宇宙と自然の理ことわりがお許しにはならないような気がしてならないよ」




　フォイゲラーが広間から退出すると、オルテーズが管区長の前に進み出て詰問した。

「セイル・グレイと会ったのですか!?　なぜ私たちに黙って!?」

「セイルに休戦を申し込んだのさ」

　と、パンフィレエ。

「休戦ですと！」

　オルテーズは今にも卒そつ倒とうしそうな顔になる。

「セイルよりも優先する問題が持ち上がってるんだよ」

「まったく、世俗と関わると雑事に費ついやさねばならぬ時間も馬ば鹿かになりませんな」

　ゲールラッハが同意する。

「して、その問題とは？」

「どうもこの町の一部に、教団の権威に逆らおうって奴らがいるようでね」

　パンフィレエは羊皮紙の束を爪の先で弾はじいた。

「反乱ですか？　それは由ゆ々ゆしき事態ですな」

　肥満の魔道士は二重アゴを揺らしてうなずく。

「まあ、頭とう目もくとおぼしき奴は一昨日不幸な事故に遭あったんだけど、その娘が何な故ぜだかあたしのことを逆さか恨うらみしてるらしくてさ」

　パンフィレエは肩をすくめ、うんざりしたような表情を作る。

「無論、我々はこのことを司教座に報告するつもりはありませんよ」

　不満げなオルテーズをよそに、ゲールラッハは理解を示す。

「与えられた使命以外のことには関心はありませんからな」

「恩に着るよ。一日で片付けるからさ」

「……では、その後で」

　と、オルテーズ。

「殺やるさ、あの坊やを」

　そう言ってから、急に彼女の目が優しくなる。

「その代わり、こっちの仕事にも手は貸してくれるね？」

「さすが、抜け目ないですな」

　ゲールラッハは豚ぶたが鳴くような下品な笑い声を上げた。

「で、具体的には我々は何を？」

「まあ、待ちなよ。あたしの方も準備があるからさ」

　彼女はパンパンと手を叩いて、小間使いを呼んだ。

　少しして、

「何か……」

　と、広間に入ってきた少女は、おどおどした様子で女主人の前に出た。

「用がなきゃ呼ばないよ。……もっと近くにお寄り」

　パンフィレエは獲え物ものを狙ねらう毒どく蛇じやの視線で小間使いを見る。

「……い、いや」

　ただならぬものを感じた少女は頭を振り、後あと退ずさろうとした。

　だが、足が言うことを聞かない。

「さあ、おいで……」

　少女はその言葉に抗あらがうことができずに、一歩一歩パンフィレエの方に近づいていった。

「お脱ぎよ」

　息がかかるほどそばに寄った少女の耳に、パンフィレエはささやく。

　少女は震えながら、首のところの紐ひもを解といた。

　上衣が床に落ち、続いてスカートがその上に重なるようにして落ちる。

「何を……？」

　と、止めに入るオルテーズの腕を、ゲールラッハが押さえた。

「見ているんだ、兄弟」

　ゲールラッハの目は異常な欲望に血走っている。

「黙っていろ。何も声を上げてはいかん」

「……おいしそうな子だね」

　パンフィレエは少女の華きや奢しやなアゴを指で押し上げ、オレンジ色の瑞みず々みずしい唇くちびるに自分の唇を重ねた。

「……あっ」

　長く冷たいパンフィレエの舌が侵しん入にゆうし、前歯の裏側に触れると、小さな声が思わず少女の口から漏もれる。

　女の白蛇のような腕は、少女の背中、尻、太ふと股ももを這い、敏感な下腹部を撫なで上げて白く滑なめらかな腹部に至った。

「惜おしいよ、これを殺さなきゃならないなんて」

「…………！」

　少女の臍へその上あたりをうごめいていたパンフィレエの白い指に、力が入った。

　尖とがった爪の先が、少女の張りのある肌を裂いて食い込んだ。

「よ……！」

　叫さけびかけたオルテーズの口を、ゲールラッハの脂あぶらぎった手が覆おおう。

　生肉を嚙かみしめるようなクチャクチャという音。

　爪は腹ふく膜まくを破り、内臓に達した。

「あうっ！」

　少女のアゴがガクンと跳はね上がり、全身が痙けい攣れんする。

　パンフィレエの腕から滴したたり落ちる血が、床に真っ赤な池を作る。

「……いいよ。あんたぐらいの年の子って、死ぬ直前が一番きれいだ」

　上腕の半なかばまでを少女の腹部に突っ込んだパンフィレエは、グッと腕を引き上げた。

　指の先が、なおも激しく鼓こ動どうする心臓に触れる。

　パンフィレエはそのこぶし大の塊かたまりをつかむと、ズボッと腕を引き抜いた。

　引っ張られた大動脈は限界まで伸びると、ブチンと大きな音を立てて千ち切ぎれる。

　鮮血が湧わき水のように噴ふき出し、少女はその場に崩くずれ落ちた。

　パンフィレエは少女の亡なき骸がらには見向きもせず、波が黒くうねる海に面した窓の方へと歩み寄った。

「……代だい償しようだよ、契けい約やく通りにね」

　パンフィレエはそうつぶやくと、窓の外に向かって耳慣れぬ言葉を唱となえた。

「エゾール・シェル・ガドール・シャーターン・ミ・ヤーム・メズィック、クボルヌ・ネバッヒ・アレイヒャー……」

　それは、ゲールラッハたちにも理解不可能な言語だった。

　だが、目の前で行われていることが異教の秘ひ儀ぎに関わるものだということは、確実に分かる。

　パンフィレエはこの呪じゆ文もんらしきものの詠えい唱しようを終えると、まだ生なま温あたたかい心臓を愛しそうにペロリと舐め、それを眼下の海に向かって無む造ぞう作さに投げ込む。

　落下してゆく血ち塗まみれの心臓。

　遥はるか下方でのたうつ海は、少女の命の塊を一瞬のうちに吞のみ込んだ。

　すると、捧ささげられた供く物もつを受け入れたことを示すように、オーンという低い遠とお吠ぼえのような声が海底から沸わき上がってきた。

「おお……」

　オルテーズは聞く者を圧倒するその絶対的な存在感に、耳を覆った。髑どく髏ろのようなその相そう貌ぼうがいよいよ血の気けを失って白くなる。

　ゲールラッハでさえ、戦せん慄りつし、全身の脂肪を震わせた。

　しかし、パンフィレエはこの声を聞くと満足そうにうなずき、二人の方を振り返った。

「フォイゲラーをまだ帰すんじゃなかったよ」

　手にべっとりとついた血を法衣の裾すそで拭うと、真っ赤に染まった口で女は笑った。

「新しい小間使いを連れてこさせないとねえ」







　第四章　海かい魔まの夜







　その夜……。

　第二日目の舞台は、セイルにとって会かい心しんの出来と言える演技ではなかった。

　あれだけ緊張していた初日でさえ、観客の顔を見る余裕があったが、今回は台詞せりふを思い出すのがやっとという感じである。

　日中に起こった様さま々ざまな出来事が脳のう裏りをよぎり、役を演じることに集中できなかったためだ。

　まあ、客は昨日と同じく、見る気があるのかないのか分からないような連中がほとんどだったので、演技の出来に後ろめたさを感じることはなかったのだが……。

　ところが、彼が疎まばらな拍手に送られて楽屋に戻ると、そこには意外な客が待っていた。

「あなたたちは……」

　セイルは銀色の仮面を小道具箱に放り込んだところで、彼女たちに気づいた。

　狭い楽屋で、アマラとアリシアに挟はさまれて待っていたのは二人の少女。

　ディーナとウェナである。

「来てくれたんですか？」

　セイルは抱きついてきたウェナを屈かがんで受けとめ、その頭を撫なでた。

「失敗でしたね。来てると知っていたら、もっとマシな演技をしたのに……」

「あの……」

　姉のディーナが腰を下ろしていた木箱から立ち上がって、ためらいがちに声をかける。

「セイル……さん、昼間はあんなこと言っちゃったけど、管区長を追い出すためには、やっぱりあなたの力が必要なの。……お金が必要なら、出します。だから、力を貸して」

「どうしてまた考え直したんです？」

　セイルは尋たずねた。

「この子が……」

　ディーナは、セイルにしがみついている妹を指さした。

「教えてくれたの。昼間、あなたがパンフィレエとの取り引きをほのめかしたのは、あの場であたしたちを戦いに巻き込まないようにするためだって……。それ、本当？」

　セイルは誤ご魔ま化かすように肩をすくめたが、内心、ウェナの洞どう察さつ力りよくには舌を巻いた。

　確かにあの時、二人の〝呪じゆ波は〟がぶつかっていれば、丘全体が吹き飛んでいたことだろう。それを避さけるための駆かけ引きだった訳わけだが、まさか十歳くらいの女の子に見抜かれていたとは驚く他ほかはない。

「ウェナはあなたのこと、温あたたかくて優しい人だと言ったわ。きっと、助けてくれるって。この子の、人を見る目、あたし信じてるの。お願い、パンフィレエと同じ魔ま道どう士しのあなたなら……」

「待ってください」

　思いつめた声で懇こん願がんする少女をセイルは遮さえぎった。

「あなたたちは僕のことを買い被かぶってますよ。僕は決して優しくなんかないし、パンフィレエと争えるほどの力も持ってません」

「……セイル」

　アマラが横からディーナに助け船を出す。

「話だけでも聞いてみない？　この二晩のお客の様よう子すといい、あなたとアリシアが会ったお爺じいさんの話といい、この町は少し変よ。気になるわ」

「そうね。私も事情を知りたいし」

　と、アリシアもうなずく。

「話を聞いてくれる気があるなら、仲間と会って」

　ディーナは急いで言う。

「一いつ緒しよに戦う仲間がいるの。断るにしても、ルーレ……、いえ、仲間の話を聞いてからにして」

　腕にぶら下ったウェナも、信頼の目をセイルに向けた。

　その澄すみ切った碧あおの瞳ひとみは、彼に誰だれかを思い出させて、逆らう力を奪う。

　セイルは目をそらした。

「……僕は聞きませんよ」




　　　　＊　＊　＊




「で、何で俺まで……」

　砂浜を歩きながらそうこぼしたのは、カミロである。

　ディーナが仲間と落ち合う場所として指定したのが、湾の浜辺の北端から少し内陸に入ったところに立つ小さな漁りよう師し小屋だった。

　セイル、アマラ、アリシア、そしてカミロとロケの五人が、真夜中過ぎにその場所に向かうことになったのだ。

「何でって、あなた、こういう時に仲間から外はずすと、後で必ず文句言うじゃない」

　と、先をゆくアリシア。

「じゃあ、ロケのガキは？」

「あなたのお守り役」

　ロケがからかうようにトトトトンと太たい鼓こを叩く。

「巻き毛の娘さんと約束していたのに、残念でしたね」

「お前の知ったことじゃねえよ、セイル」

　カミロは砂の上に転がっていた貝を蹴けろうとして、空から振ぶりした。

「だけど、今回は俺もお前に賛成だな。これは俺たちが首を突っ込む問題じゃねえよ」

「何度もそう言ったんですけど」

　と、セイル。

「そんなこと言っていいのかな、カミロ君」

　アマラは思わせ振りな目つきで彼を見る。

「……まっ、いいけど」

「何だよ、その奥歯に物が引っ掛かったような言い方？」

「頼たのみに来た女の子、すっごくきれいだったのよ」

　この一言でカミロは動揺した。

「馬ば鹿か、俺がそんなことで……、そう？　へえ……、そうかあ、う～ん……」

　最初は厳しかったその顔がだんだん弛ゆるんできた。

「話、聞くだけ聞いてみるか、セイル？」

「……味方が一人減りましたね」

　セイルは肩を落とした。




　漁師小屋に入ると、そこにはまだ、ディーナたち姉妹の姿しかなかった。

　蠟ろう燭そくの明かりに照らし出された薄暗い室内には、穴の開いた投と網あみが掛けてある木箱に、鰯いわしの油あぶら漬づけの保存のための古樽だる、網の修しゆう繕ぜんや魚の加工の時に使われる大きなテーブルと椅い子すが幾いくつか並んでいた。湿っぽく冷たい空気は、潮しおと、カビと、腐くさった魚が入り混まじった臭においがする。

「もうすぐ、仲間が来るわ。それまで、知ってる限りのことはあたしが説明を」

　みんながテーブルを囲む席に着くと、ディーナが言った。

「じゃあ聞くが、恋人はいるかな？」

　ゴキッ！

　カミロの肋ろつ骨こつにアリシアの肘ひじが打ち込まれた。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞くけど、一体この町では何が起こっているの？」

　まともな質問を切り出したのはアマラである。

「……二年前のことよ」

　ディーナは語り始めた。

「この一帯を治おさめる領りよう主しゆの血統が途と絶だえると、最後の領主の遺ゆい言ごんで、三つの町が至し神しん智ち教団に寄き付ふされたの。そして、その統とう治ちのために送り込まれてきたのが、パンフィレエ。あの女がこの町にやってきてまず最初にしたことは、新しい税を幾つも作り出して、私し腹ふくを肥こやすことだったの」

「まあ、よくあることだな。増税は為い政せい者しやが収入を増ふやす一番の近道だ」

　テーブルの上に足を投げ出したカミロが、ニヤリと笑う。

「たぶん、自分の財さい布ふをいっぱいにしておくのは、聖職者の義務なのさ」

「もちろん、町中で抵抗が起こったわ。町の有力者は抗議を行い、一般の人たちは納税を拒こばんだの。けれど、公然とパンフィレエに反抗した人たちはみんな、次々と変死を遂とげていったのよ」

「酒場のお爺さんが言った通りね」

　アリシアが、セイルと視線を交かわしてうなずく。

「でも、犠ぎ牲せい者しやはそれだけじゃなかったわ」

　ディーナは続けた。

「彼女が来てから、半月に一人ぐらいずつ、町から赤ちゃんや女の子が消え始めたの。それに、海に出た漁ぎよ船せんが帰らないことも多くなったし」

「でも、商船は無事に港に入っているようだけど？」

　そう尋ねたのはアマラである。

　彼女の頭にあるのは、アノーの船のことに違いない。

「商船が消えることはほとんどないわ。特に密輸船はね……。パンフィレエは、この港町を密貿易の中継地にするつもりなの。一定の率の賄わい賂ろと引き換えに、荷の立ち入り検査を免除し、税も優遇しているのよ。こういうことに詳くわしい人が後から来るはずだけど……」

　ディーナは答えながら、少し時間を気にし始めた。

　仲間が、来るはずの時間から遅れているのだろう。

「反抗する人間の変死、子供たちの誘ゆう拐かい、漁船の消失……。どうも、結びつかないわね」

　腕組みするアリシア。

　ポンと太鼓を叩いて、隣となりにいるロケも同じ格かつ好こうをする。

　それを見たウェナが嬉うれしそうな顔をすると、ロケは気を良くしてさらにポンポンポンと太鼓を打った。

　ロケはウェナと違って喋しやべれない訳わけではない。

　だが、父母を失ってからは一座の仲間に対しても口を開くことは少なくなり、代わりに太鼓で自分の言いたいことを表現するようになっていたのだ。

「漁船は、密輸に邪じや魔まだから消された、とも考えられるな。……ほら、可愛かわいい子がいるからって調子に乗って騒ぐな」

　と、ロケを押さえつけながら、カミロが意見を述べる。

「あり得ないとまでは言いませんが、その可能性はかなり低いですね」

　セイルは頭を振った。

「漁船が管区長に消されたというのは、単なる憶おく測そくでしょう」

「やけに教団の肩を持つじゃない？」

「僕が教団を出たのは個人的な感情のもつれのためで、教義上の問題を起こしてのことではありませんからね。確かに、教団の組織は腐ふ敗はいしてますし、高官のうちでは、収しゆう賄わい、横おう領りようなどの犯罪に手を染そめていない者の方が少ないくらいです。しかし、漁師の老人の話にあったような異い端たんの魔法となると、話は別です。教団員は異端という点では、恐ろしいほど潔けつ癖ぺきなんですよ。もっともそれは、異端審しん問もん委員会が目を光らせているためでもあるんですが……」

「……ねえ、ディーナ。こう言ったら悪いけど、あなたって、まだ私と同じくらいの年よね？　そのあなたが、どうして町の問題に関わっているわけ？　大人たちは何をやっているの？」

　アリシアは自分のことを棚に上げて質問した。

「大人なんて何も……」

　ディーナは吐はき捨てるように言った。

「みんな、自分が無事に生きてくことしか考えてないわ。あんなにみんなのために頑がん張ばった父さんのことだって、結局は見捨てて……」

「……そうか」

　セイルには思い当たることがあった。

「もしかすると昨日の葬そう列れつは？」

　ディーナはうなずいた。

「だったら、どうしてその晩のうちにうちの一座を見にきたんです？」

「命令よ。割り当てられたの、初日の観客にね」

「割り当てですって！」

　アリシアが声を上げた。

　偽にせの観客などというものは、一座にとっては最大の屈くつ辱じよくである。そして、アリシアには一座に対する屈辱を個人的なものとして捉とらえる傾向があった。

「そうよ。フォイゲラーが決めたの。余よ所そ者もののあなたたちに町の内情を悟さとられないようにするため。行きたくなくても、行かないと他のみんなに迷惑がかかるのよ」

「じゃあ、あの人の好よさそうなフォイゲラーは、パンフィレエの!?」

「言いなりのお人形よ。あたしの叔お父じだけど……、父とは全然違う人」

　隣に座すわっているウェナが気き遣づかうように姉を見上げる。

「何よ！　観客の割り当てですって！　絶っ対、許せないわ！」

　アリシアがこぶしを握りしめた。

「私し憤ふんに走るなよ、私憤に」

　なだめるカミロ。その腕の中ではロケがもがいている。

「で、どうする、セイル？」

　カミロの質問でみんなの視線がセイルに集まった。

「……あなたをがっかりさせて悪いんですが」

　セイルはディーナに向かって切り出した。

「僕はあなたの仲間が来ても、協力するつもりはありません。僕が出来る最善の提案は、何もするな、です」

「セイル！」

「どうしてよ！」

　この宣告に、アマラとアリシアが驚いて彼の顔を見る。

「僕では、パンフィレエに勝てませんからね。パンフィレエは教団内でも指折りの魔ま道どう士しで、実力は僕よりもかなり上ですよ」

「でも、あなたはマギの杖つえってやつを受けたんでしょ？　最高の魔道士ってことじゃないの？」

　と、アリシア。

「……パンフィレエがマギの杖を授さずからなかった理由はひとつ、彼女が女性だからでしょう。マギの杖は代々男性に与えられてきたので、つまらない伝統に縛しばられた審査委員たちが彼女を杖の候補に上げることを拒んだんですよ」

　できるだけそっけなく聞こえるように、彼は説明した。

「あなたの助けが得られないとなると……」

　唇くちびるをキュッと結んだディーナの顔に絶望の色が浮かぶ。
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　ウェナは何かを問いかけるようにセイルを見つめる。

　その視線は、鋭するどい錐きりの切っ先のようにセイルの胸を刺した。

「無む謀ぼうなことはやめるべきです。普通の人間がいくらまとまっても、魔道士を倒すことはできません。〝呪波〟の力は絶対です」

「勝てねえ相手とは戦うな、てことだな。まあ、いいさ」

　カミロの言葉は皮肉げだった。

「……信じられない」

　アリシアの視線も、ウェナのものと負けず劣らず厳しかった。

「この町の人を見捨てるって言うの？」

「パンフィレエはいずれ、出世するか、失脚するかで、この町を去ります。それを待つべきです」

　セイルは苦しげな表情を押し隠すかのように、窓の方を向いた。

「あの人と戦うのは恐こわいんですよ。死にたくないんです」

　一同は黙り込んだ。

「……セイル、私たちはあなたに戦えと強制することはできないわ」

　しばらくして、アマラが口を開いた。

「でも、私たちまでディーナに手を貸せないって訳じゃないわよね？」

「そうだわ！」

　アリシアが立ち上がった。

「アリシア！」

「セイル、あなたには分からないのよ。私たちはね、自由のために故郷を捨てた民たみ、自由人であることを誇ほこりにしている。そして、自由であるということは、自由を守るためには命いのち懸がけで戦うということなの。それが自分の自由であれ、他人の自由であれ、ね」

「あなたは知らないんだ」

「セイル、もう何も言わないで。もう決めたことよ、一族の長おさとして。……それに、これ以上話してたら、本当にあなたのことが嫌いになりそう」

　アリシアはセイルから顔を背そむけ、深緑色の瞳ひとみの少女を振り返った。

「ディーナ、何か手があるはずだわ。一いつ緒しよに戦いましょう」

「……あ、ありがとう」

　ディーナはアリシアの手を取った。

「あたしの仲間たちもきっと喜ぶわ」

　彼女は気き遣づかわしげに窓の外に目をやった。

「それにしても遅いわね、ルーレたち……」




　その頃……。

「いいかい、俺たちはもう付き合えないよ。あんたやディーナに踊らされてパンフィレエに楯たて突つくのは、もうごめんなんだ！」

　意志の弱そうな瘦やせぎすの青年が、仲間の手を振り解ほどいた。

「ああ、ジャコミン。俺も同感だ。ディーナの親おや父じさんの二の舞まいは嫌いやだからな」

　と、別の青年も同調する。

「おい、どうした二人とも？　何度も話し合ったはずじゃないか？　このままじゃ……」

　二人に詰め寄る大柄な若者。

　それを暗あん褐かつ色しよくの髪の青年が押しとどめる。

「止せ、デリガド。無む理り強じいはできない。とにかく、俺たちだけでもディーナのところに行って、その魔道士に会ってみよう」

　そそくさと家いえ路じに向かう、昨日までの友人たち。

　彼らの背中を見送りながら、デリガドは舌打ちした。

「卑ひ怯きよう者ものめ」

　暗褐色の髪のルーレが、気を取り直すようにと彼の肩をポンと叩く。

「さあ、行こう。ディーナたちが待っている」

　三つの月から射す光が、小波さざなみに揺れる夜の海。

　静かな、美しい風景である。

　その瞬またたきを左手に見ながら、二人は町外はずれの漁師小屋に向かった。

　しかし……。

　町と小屋の中間まで歩いたあたりで、日頃から注意深いルーレがふと足を止めた。

「……どうした？」

　と、デリガド。

「おかしい……」

　ルーレが海面を指さした。

　デリガドは目を凝こらすが、普段と変わったところは見られない。

「おい、何も……」

　と、言いかけた時、空が暗あん雲うんに覆おおわれ、月が隠れた。

「…………！」

　デリガドも、異変に気がついた。

　月光が遮さえぎられているにも関わらず、海面は先ほどと変わらずにキラキラときらめいているのだ。

　いや、きらめいているのではない。

　海中で何かが、それも無数のものが、淡あわい、蒼あおい光を放っているのだ。

　ルーレとデリガドは、足を速めて小屋へと急いだ。

　だが、二人が異変に気づくのは、あまりにも遅すぎた。

　次の瞬間、暗い海中から、無数の小さな何かが飛び出して、ルーレとデリガドに襲いかかった。

　二人はあっという間に、その蒼い光を持った小さなものの群れに包み込まれた。

「うがああああっ！」

　デリガドが悲ひ鳴めいを上げる。

　ルーレも、全身を激痛に襲われ、のたうち回る。

　彼らは、自分たちを喰くらいつつあるものの正体を見み極きわめることはできなかった。

「……ディーナ」

　眼球がえぐられ、皮ひ膚ふが裁たち鋏ばさみのようなものでむしり取られる感覚を覚えながら、ルーレの意識は深い闇やみに沈んでいった。




「…………！」

　突然、セイルが立ち上がった。

　ディーナが尋ねるように目を上げる。

「悲鳴です」

　セイルは説明した。

「何も聞こえなかったわ」

　アマラが首を傾かしげる。

「普通の耳に聞こえる音ではありません。……海岸の方」

　そうつぶやいた時には、セイルの手はすでに小屋の戸の把とつ手てにかかっていた。

「行きましょう」

　セイルのただならぬ様よう子すに、アマラはみんなの顔を見た。

「ウェナ、あなたは待っててね。ルーレが来るかも知れないから」

　そう妹に告げたディーナの顔は、不吉な予感に蒼そう白はくになっている。

「じゃあ、わたしが残るわ」

　アリシアが言って、ついて行こうとするロケの首根っ子を押さえた。

「子供たちだけ残す訳にいかないもの」

「お前さんだってガキじゃねえか」

　つぶやくカミロ。

「何か言った？」

「……いや、特に意味のあることは」




　それから程ほどなくして、海岸線沿いに町の方に向かったセイルたちは、砂浜で二人を発見した。

　蒼い光を帯びた群れは、セイルたちがたどりついた時もまだ、犠ぎ牲せい者しやの身体からだを覆おおい、うごめき、肉を貪むさぼる湿った小さな音を立て続けていた。

「……あれ、人なの？」

　アマラは風避よけ付きの燭しよく台だいをかざしながら先頭を行っていたが、おぼろげながらも様子を確認できる距離に達したところで、思わずその場に立ち尽くした。

「離れて！」

　セイルの反応は早かった。

　彼はアマラたちを下がらせると、空気の流れを読み取りながら〝呪じゆ波は〟を練ねる。

「……風よ」

〝呪波〟の解放と同時にセイルの目の前で小型の旋せん風ぷうが発生し、砂を巻き上げながら蒼い群れに向かって真っすぐに走った。

　旋風は、ルーレたちを覆っていた群れを引き剝はがし、巻き込み、飛沫しぶきを上げて海に叩き込む。

　だが、蒼い発光性の群れは、再び海面から跳ちよう躍やくすると、今度はセイルたちの方に襲いかかろうとする。

　セイルは何かを呼び寄せるようにグッと右手を引いた。

　すると、旋風が意志があるもののように引き返してきて、群れとセイルたちの間に立ちはだかった。

　群れはまた、風の壁に弾はじかれて海に落ちる。

　こうして何度も海に押し返された群れは、しばらく水中で怒ったように激しく点滅を繰り返していたが、やがて諦あきらめたように沖へと帰っていった。

「もう、いいでしょう」

　攻撃が止やんだことを確かめたセイルがつぶやくと、旋風は何事もなかったかのように消えた。

「やられていた人を……」

「そうね」

　生死を確認するため、アマラがまず進み出た。

「…………！」

　砂の上に横たわる人体を照らし出そうとしたアマラは、燭しよく台だいを落としそうになった。

　そこに転がっていたのはもう、ほとんどただの肉にく塊かいだった。血と砂で汚よごれた身体中の皮膚の大半は、ボロ布のように切り刻まれ、ところどころ骨ものぞいている。特に惨むごいのが顔の部分で、眼がん窩かは単なる血ち溜だまりとなり、耳や唇くちびるのほとんどが失われていたのだ。

　アマラは胃から込み上げてくるものを感じ、口元に手を当てた。

　その時。

「ルーレ！」

　悲痛な絶ぜつ叫きようが海岸に響き渡った。

「ルーレ、ルーレ、ルーレッ！」

　ディーナが悲鳴を上げて、血ち塗まみれの身体の一つに抱きついたのだ。

「これが……、ルーレってやつかよ？」

　カミロも茫ぼう然ぜんとするだけだ。

「落ち着いて、ディーナ！」

　セイルが少女をルーレの身体から引き剝がした。

「もう一人は駄だ目めですが、こちらの方は辛かろうじて息があります。早く手当てのできる場所へ」

　彼はルーレの身体を外がい套とうで包み、担かつぎ上げた。

「さっきの小屋は？　アリシアがいるぜ？」

　と、カミロ。

「駄目よ！」

　アマラが却きやつ下かする。

「ウェナがいるのよ。これをあの子に見せる気!?……やっぱり、うちの馬車まで」

「遠すぎますよ」

　と、今度はセイルが頭を振った。

「……隠いん者じやの庵いおりが近くにあるわ。……薬もあると思う」

　顔を覆って砂の上に座すわり込んでいたディーナが、しゃくり上げながら言った。

「時間が優先するわ、そっちにしましょう」

　アマラはディーナの肩を抱いて立たせた。




　アマラの腕の中で啜すすり泣くディーナの案内で、セイルたちは波打ち際ぎわを進んで岩場に出た。

　波なみ飛沫しぶきに濡れる滑すべりやすい岩の上を慎しん重ちように進むと、しばらくして、岸がん壁ぺきに波が穿うがった窪くぼみが見えてきた。窪みは人が屈かがんで入れる程度の大きさで、入口は岸の上から垂たれる蔦つたに覆われて半なかば隠れている。

　蔦を搔かき分けて窪みに踏み入ると、突き当たりと見えたところで実は道が真横に折れていて、内側は意外と広い。

　窪みと呼ぶよりは洞どう窟くつだ。

　そしてその奥には、流りゆう木ぼくを組んで建てたと思われる小さな丸太小屋があった。

「サイモニデス！　開あけて！　怪け我が人にんなの、開けて！」

　ディーナが粗そ末まつな扉とびらをドンドンと叩いた。

　雑な造りの小屋自体が、その振動でグラグラと揺れる。

「分かった、分かった！　家を壊すな！……その声はディーナじゃな？」

　扉が開いた。

　手足が細く、腹だけがやけに突き出た目付きの悪い老人が、扉の隙すき間まから身体を半分現わした。アトーク神聖文字と黄こう道どう上の星座の象しよう徴ちようが刺し繡しゆうされた、青いローブ姿である。

「一いつ体たい何じゃい？　老人は夜が早いのじゃぞ」

「ル、ルーレが……」

　ディーナはそれ以上何も言えず、その場に崩くずれ落ちた。

「重傷なんです」

　と、セイルは許可も待たずに、血染めの外がい套とうに包まれたルーレを小屋に運び込んだ。

「……あちらの台に」

　状況が分かると老人の動きは機き敏びんだった。

　台の上に乗せたルーレの手足──その残ざん滓し──を革帯で固定し、フラスコに入った無色の液体をザブザブとかけてその身体を洗う。

　ルーレはまるで、焼き鏝ごてを当てられた仔こ牛うしのように飛び跳はね、悶もだえる。

「やめて！」

　ディーナが叫さけぶ。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　セイルが少女の肩を押さえた。

「あれはおそらく蒸じよう留りゆう酒しゆです。傷口の消毒には適切な処置ですよ」

「その通り！　イヌゴマのチンキも配合してあるがの。……お主ぬし、多少は心こころ得えがあるようじゃな？」

　老人はチラリとセイルを見て、手当てを続けた。

「ああ、そっちの棚たなの上の段の右端に、オトギリソウとケシの調合シロップがある。それを口に流し込め。……ただし、匙さじ一杯だぞ」

　セイルはこのサイモニデスという名の老人の指示に従った。

　薬品棚から薬を取り、慎重にルーレの口に運ぶ。

「……助かりますか？」

　彼は小声でサイモニデスに尋ねた。

「まず、無理じゃな」

　老人は答えた。

「だが、全力は尽くすべきじゃ。違うかね？」

「……ねえ、念のためアリシアを呼んできて」

　手当ての様よう子すを見守りながら、アマラがカミロにささやく。

「ああ、ついでにロケとウェナをうちの天幕に連れていこう。その方がいいだろ？」

「頼むわ」

　カミロはそっと庵を出ていった。

「お願い、助けて……」

　ディーナはルーレを乗せた台の上にすがりつくようにして祈っていた。

　いつも怒った目をしていた少女が初めて見せる、弱々しい表情だ。

「一体何にやられたのじゃ、これは？　鮫さめか？　違うじゃろ？」

　治療を続けながら、サイモニデスは充血した目をセイルに向けた。

「よく分からないんです」

　セイルは正直に答える。

　ルーレたちを襲っていた蒼あおい発光性の群れは、すべて海に叩き返してしまったし、あの暗さでは個々の姿は確認できなかった。

「ただ、蒼く淡い輝かがやきを帯びた小さな生き物だったと……」

「……ふむ」

　サイモニデスの目が光った。

「右の本棚の……」

　老人は何事かつぶやくように唱となえ、指で宙に徴しるしを描いた。

　すると、右手の本棚から一冊の厚い革表紙の本が飛び出してきて、空中を渡り、老人の脇のテーブルにふわりと下りた。

「二百三十八頁ページ」

　と、言った後にさらに何かを唱えると、本は自然に開き、指定のページが現われた。

「……魔法！」

　セイルは老人の顔を見た。

「あなたは〝呪波〟を使えるんですか？」

「いいや」

　老人は本に書かれた文字を目で追いながら、答える。

「わしは至神智教団の者ではない。あの連中の魔法は確かに〝呪波〟と呼ばれる精神波を用いるが、わしが使うのは主に言葉と徴しるしと、それに薬草じゃよ」

「誰に師し事じされたんです？」

　セイルは興味を持って尋ねた。

「いや、独学じゃよ。長年の研究の末、自然と身についたものじゃ。……さて」

　サイモニデスはページから目を上げ、嘆たん息そくした。

「……カルキナスじゃな。信じたくはないが」

「カルキナス？」

「別名、跳ちよう躍やく蟹がに。そこを読んでみろ」

　セイルは老人が指さしたところに目を通した。




　跳躍蟹、古名カルキナス。

　肉食性の小型甲こう殻かく類るい。

　身体とほぼ同じ大きさの爪つめを持ち、脚部が他の種には見られないほど発達している。水中からその脚を用いて空中高くに跳躍することができ、離れた場所にいる獲え物ものを捕とらえることが可能である。

　トド、アシカ、小型のクジラ、大イカ、海竜の類たぐいを好んで食し、海岸線近くを移動する陸上動物を襲うこともある。

　発光性の眼めは攻撃時、青白色に輝くことが確認されている。

　海かい魔まとしては下級のもの。




「……海魔」

　セイルはページから顔を上げて、老人を見た。

「何です、この海魔というのは？」

「はてのう」

「はてのうって、お爺じいさん、さっき知っているみたいな顔をしてたじゃない？」

　アマラが口を挟はさむ。

「娘さんや」

　サイモニデスはセイルに数本の薬瓶びんを取らせ、薬品の調合を続けながら頭を振った。

「海魔の見かけや生態については、わしも述べることができる。だが、その真の正体については知る者はおらんのじゃよ。……お前さん、娘さんと呼ぶには、ちいと、とうが立ち過ぎているかの？」

「博はく識しきなあなたが知っていることだけで十分です、教えてくれませんか？」

　アマラの頰ほおがピクピクと引きつるのを見て、セイルが割って入った。

「うむ」

　博識と言われて気をよくした老人は語りだした。

「海魔がいつ、この世に現われたのかは誰も知らぬ。一説によると、今、この世に溢あふれておるいろいろな生物が生まれる遥はるか以前、創そう造ぞう神しんエルが海と陸と空を造り給たまいし時に、海とともに生まれたのだとも言われておる。あやつらは神々の手によって創り出されたのではない、希け有うな存在なのだ」

　彼はテーブルの上の本の頁をめくって、幾つかの挿そう画がを示した。

「その姿は様さま々ざまで、このルーレを襲ったカルキナスのような小さなものから、島ほどもある巨大なものまでがおる。カルキナスは跳躍蟹と呼ばれておるが、こうした名前にしても印象がある程度似ている生き物からの借用で、実際の姿は形容のしようもないのがほとんどと言ってよい。海魔は数万の……」

「ねえ、あなたが聞いた、船を襲った黒い影というのも海魔かしら？」

　話の途中でアマラがセイルに尋ねた。

「黒い、というなら発光はしていなかった訳じゃな？」

　これを聞いた老人は挿さし絵の一つを指さした。

「それならばこのブラキアタ、触しよく手しゆ海星ひとでかも知れぬ。これも群れを成して行動する小型の海魔じゃよ。……話の腰を折らんでくれんか、そう若くはないお嬢じようさんよ？」

　爆発寸前のアマラを宥なだめながら、セイルはサイモニデスに話を続けさせた。

「……海魔は数万の魔物からなる大軍勢で、我われ々われ並みの知性と絶対的な階級組織、そして共有される一つの意識を持っている。その集合意識に従って海魔は行動するのじゃが、その目的はたった一つ、血と肉を喰くらうこと。特に、陸上に棲すむ生き物の温あたたかく赤い血は、海魔にとっては最高のご馳ち走そうなのじゃよ。もっとも……」

　彼は顔をしかめた。

「海魔どもは海神ゼレムとの取り決めに縛しばられており、簡単に陸に棲むものを襲うことはできぬ。あやつらが人間を襲ったということは彼らと契約を結び、血と肉の提供を約束した者が陸におるということになるがの。……さて」

　先ほどから鉢はちで混合していた薬が完成したようだ。

「この中でルーレに一番近しい者といえば……、やはりディーナか」

　サイモニデスは、ルーレの血ち塗まみれの手を握って祈る少女の肩を叩いた。

「聞いておくれ、ディーナ」

　深緑の目の少女は顔を上げた。

「ルーレはもう助からぬ」

　サイモニデスは告げた。

「……噓うそ！」

「真実じゃ。努力はしたがの。今は痛みを軽減してやることしかできぬ」

「噓よ！」

　老人は頭を振った。

「このまま手当てを続けても、あたら苦しみを延ばすだけじゃ。だがの……」

　彼は鉢の中のドロリとした液体を見せた。

「この薬を飲ませれば、ルーレの苦しみはすぐに終わる」

　ディーナははっとしたように老人を見上げた。

「そうじゃ」

　サイモニデスはうなずいた。

「眠るように安らかに、逝いける。……どうするかはお主ぬしが決めることじゃ」

「あたしに……、決めろと？」

　残ざん酷こくな命令だった。

　ディーナはふらふらと後あと退ずさった。

「できない……、できないよ！」

「だが、他の誰に頼める？　さあ、お決め」

　サイモニデスの声は冷れい徹てつだった。

「……ルーレ」

　目を閉じるディーナ。

　やがて、意を決したように、その手が恐る恐る老人の差し出した鉢に伸びる。

　そして、少女の白い指が鉢に触れようとした時……。

　横から別の手がさっと出て、サイモニデスの手から鉢をもぎ取った。

「セイル！」

「な、何を！」

　鉢を奪うばったのはセイルだった。

　彼の唐とう突とつな行動に呆あつ気けに取られるアマラとサイモニデス。

　その間に、セイルは鉢をルーレの口に運ぶ。

「やめて！」

　ディーナは止めようとしたが、一瞬遅れて間に合わない。

　薬はルーレの喉のどに流し込まれた。

　薬を飲んだルーレはセイルを見上げ、何かを告げるように口をわずかに動かした。

　そして、すべての苦しみから解放されたような静かな息を一つ。

　ルーレはこときれた。

「…………」

　ディーナは全身の力を失って、床に崩くずれ落ちる。

　セイルは青年の死を見とどけると、放心状態の少女を振り返った。

「……僕が、自分の判断で彼を殺あやめました。責めるのなら、僕を。あなたから彼を奪ったのは僕ですから」

　その言葉に、ディーナはやりきれない自分の感情をぶつけられる場所を見つけた。

　彼女はセイルにしがみつくと、その胸をこぶしで何回も叩いた。

「ばか！　ばか！　ばかっ！」

　セイルは低い天てん井じようを見上げたまま、それに耐え続ける。

「ばか、ばか！　ルーレを返して！　返してよお！」

　そのままどれくらいの時間が経たったのだろうか。

　やがて、殴なぐり疲れたディーナは、こぶしを握ったままの重い腕をダラリと下ろした。

　もう振り上げるだけの力は残っていない。

「……返してったら」

　少女は倒れるようにセイルの胸に寄り掛かると、顔を押しつけたまま低く、嗚お咽えつする。

　セイルは彼女を支えるように、そっと肩を抱いた。

　その光景を見ながら、サイモニデスはアマラに語りかけた。

「のう、そう若くはない娘よ」

「……何よ」

　目を伏せながらアマラが答える。

「わしは卑ひ怯きようじゃな。これほど齢よわいを重ねながら、命を奪う責任を負わされることを恐れ、すべてをあの幼おさない子に押しつけようとしたのじゃから。ところがあの若いのは、その重みを全部、一人で背負い込みおった。……一体何者じゃ？」

「ただのいい男よ。……私にとってはね」

　声が震ふるえていることを気づかれないように、アマラは背を向けて言った。

　その時……。

　セイルの鋭えい敏びんな感覚が、異様な音を捉とらえた。

　かすかに、金属の擦こすれるような耳みみ障ざわりな音。

　小屋のすぐ外である。

「…………」

　セイルはディーナを抱いたまま、そっとアマラに目め配くばせした。

　アマラも耳をそばだてる。

　確かに、何かが小屋の周りを這はい回っているのが分かる。

「何だか鎧よろいを着込んでいるみたいな音。さっきのヤツじゃないわね？」

　アマラは小声でセイルに告げる。

　セイルはこれにうなずくと、ディーナを後ろに下がらせる。

　やがて、扉の前で音は途と絶だえた。

「用心して……来ます！」

　叫ぶセイル。

　ザクッ！

　扉の真ん中から、銀色の巨大な鎌かまのようなものが突き出した。

　セイルとアマラは、老人とディーナを背中にかばって身構えた。

　セイルは〝呪波〟を集中し、アマラは腰のベルトから短剣を抜く。

　バリバリバリッ！

　鎌の先が二つに割れた。

　鎌のように見えたのは、信じられないほど大きな、甲殻類の螯はさみだったのだ。

　螯は、まるで紙でも切るように簡単に扉を裂いてゆく。

　木き屑くずが飛び散り、瞬またたく間に細かな破片と化す庵いおりの扉。

　そして、バラバラになった扉の向こうに螯の主の巨大な本体が現われた。

「ヴォルガリス！」

　それを見てサイモニデスが叫んだ。

「手長大ザリガニじゃ！　その長く鋭するどい螯は、鉄の甲かつ冑ちゆうをも楽々裂くと言われておる！　鈍どん重じゆうな見かけの割りには俊しゆん敏びんな中級海魔じゃ！」

「博物学的講義は後にして！　武器はないの!?」

　大きく鋭い一対の爪つめ相手には、アマラの抜いた短剣はあまりにも心細かった。

「隠者の家にそのようなものがあるか！」

　ジャキッ！　ジャキッ！　ジャキッ！

　人の背せ丈たけほどもあるずんぐりした銀色のザリガニは、その恐ろしげな螯で触れるものすべてを薙なぎ倒しながら、狭い小屋に入ってきた。

　薬品棚や本棚が倒れ、薬瓶や羊よう皮ひ紙しが飛び散る。

　割れた瓶から流れ出した薬が蒸発し、白い煙と刺し激げき臭しゆうを放つ。

　その煙の中、ヴォルガリスの飛び出た緑色の眼が、何かを探さがすように前後左右にグルグルと動いた。

　そして、セイルの背にしがみつくようにして立つディーナの姿をその眼が捉とらえると、巨大ザリガニは真っすぐにそちらの方向に進み始める。

「セイル、ディーナを！」

　アマラが短剣を振りかざし、ヴォルガリスに飛びかかった。

　巨体に馬乗りになったアマラの短剣の切っ先が、銀色の甲こう羅らの隙すき間まを狙ねらう。

　アマラの攻撃は正確で、短剣は見事に海魔の頭部のすぐ後ろの節に刺さった。

　しかし、ヴォルガリスの身体は短剣に比してあまりにも大きすぎた。

　短剣が負わせた傷は、ヴォルガリスにとっては蚊かに刺されたようなものだったのだ。

「…………！」

　海魔は尾を曲げてはね、背中のアマラを自分の前に振り落とすと、巨大な螯を槍やりのように繰り出した。

　螯の鋭い刃は、アマラの二の腕を深く裂く。

　パッと飛び散る鮮血。

「アマラッ！」

　セイルはディーナを老人に預けると、アマラを守るようにヴォルガリスの前に出た。

「飛べ！」

　セイルは真っ正面から向かってくるヴォルガリスめがけ、〝呪波〟を青白色の高熱球に変えて放った。

　熱球は周囲の空気を歪ゆがめながら真っすぐに飛び、海魔を包み込むかに見えた。

　だが、ヴォルガリスは大きく長い螯を振ると、その熱球を弾はじき飛ばす。

　跳はね返った熱球は壁に当たって、大きな穴を開ける。

「……熱に弱いと思ったんですが」

　つぶやいたセイルは首をすくめ、頭上をかすめる螯をかわした。

「甲こう羅らが厚すぎるのよ！　身体からだの内部まで熱を送らないと！」

　腕を押さえながらアマラが叫ぶ。

「内部に？」

　セイルの目に、先ほどアマラが突き立てた短剣が映った。

「……助言、感謝しますよ！」

　セイルは時間差で繰り出される螯を間かん一いつ髪ぱつでかわすと、ヴォルガリスの背中に飛び乗り短剣の柄つかを握った。

（振り落とされる前に！）

　彼は再び〝呪波〟を送った。

「燃え尽きろ！」

　その手から短剣を通してヴォルガリスの体内に流れ込んだ〝呪波〟は、波動の制せい御ぎよにより高熱に転換した。

　水分が多い海魔の半透明の肉は、その温度の急激な上昇のため沸ふつ騰とうし、蒸発する。

　セイルは短剣を抜くと、ヴォルガリスの背から転がり落ちた。

　ヴォルガリスはキュルキュルと泣き声のような声を発すると、周囲のものを打ち壊しながら痙けい攣れんして、のたうち回る。

「ああ、わしの安住の地が……」

　細かな紙切れとなって舞う本を見て、サイモニデスは頭を抱かかえた。

　やがて、ザリガニの化ばけ物は動きを止めると、パンという音とともに節々から蒸気を吹き出して破裂した。

　ガシャリという鎧よろいが倒れるような音を立てて、海魔は倒れた。

「……ふ、死んだかの？」

　恐る恐るサイモニデスが、動かなくなったヴォルガリスに寄る。

　だが……。

「やっておくれだね」

　ヴォルガリスの口から声がした。

「ひいっ！」

　老人は飛び上がって、さっとアマラの背に隠れた。

「セイル、セイル・グレイ」

　海魔は呼びかける。

「……パンフィレエ？」

　セイルは前に出た。

　死にかけたザリガニの口から出た声は紛まぎれもない、あの女管区長の声だった。

「悲しいねえ。約束したじゃないか、町のことには関わらないって」

　パンフィレエは言った。

　多分、何らかの方法でヴォルガリスの口を通じて別の場所から通信しているのだ。

「僕は話し合うとは言いましたが、約束した訳じゃありませんよ」

　セイルは答えた。

「それにあなただって、約束を守る気なんて最初からなかったでしょう？」

「言ってくれるよ。……まあ、あたしの欲しいのはそこにいるディーナだけさ。その子を寄よ越こせば、今日のことは水に流すけど、どうだい？」

「やめときます」

　セイルは前に出ようとしたディーナを抱きとめると、ルーレの亡なき骸がらに目をやった。

「僕はあなたのやったことを水に流せそうにありませんから」

「……ふっ、いいさ。どうせすぐにあんたの方からディーナを差し出す気になる。覚えておいで、あたしの腕はあんたが思っているよりずっと長いんだよ……」

　ヴォルガリスの眼が、白く濁にごった。

「……死んだの？」

　アマラがしがみつくサイモニデスを押し退のけて尋ねる。

　セイルは無言でうなずいた。

　アゴの先に指を持っていき、何か考え込んでいる様子である。

「どうしたの？」

「パンフィレエの最後の言葉の意味を考えているんですよ。彼女の腕は一体何を捕らえようと……」

「そうね、もう切札を握ったような口調だったわ……、まさか！」

　二人は顔を見合わせた。

「漁師小屋！」

　ディーナが二人の表情を見て、顔色を蒼そう白はくにする。

「……ウェナ！」

　ディーナはセイルの腕を振り解ほどき、真っ先に庵を飛び出した。

「急ぎましょう！」

　アマラとセイルはその後を追う。

「わしも行こう、ここにいても何にもならんからな」

　サイモニデスも、奇跡的に無事だった本を数冊抱かかえると、彼らの後に続いた。




　隠者の庵を出ると、漁師小屋の方から火の手が上がっているのが見えた。

「無事でいて」

　祈るようにつぶやくアマラ。

　四人は足を急がせた。

　そして……。

　漁師小屋までの道のほぼ中間まで来たあたりで、セイルたちはこちらに近づいてくる人影に気づいた。

　そのうちの一人は思ってもみない人物だった。

「アノー！」

　セイルは、誰かを背負ってこちらにやってくる毛皮商人に声をかけた。

「……セイルさん」

　毛皮商人はほっとした様子で、背負ってきた男を砂浜の上に慎重に下ろした。

「カミロ！」
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　アマラとセイルが同時に声を上げる。

「大丈夫、気を失っているだけです」

　安心させるようにアノーが言った。

「私が行った時には小屋は燃えていて、その前で彼が倒れていたんです」

「ウェナは！　妹はどこ!?」

　ディーナが半狂乱でアノーにつかみかかる。

「い、妹さん!?」

　口くち髭ひげの商人は衿えりをつかまれて目を白黒させる。

「そうよ！　この子の妹！　十歳くらいの女の子！　あと、同い年の男の子と、あなたも知ってるアリシアが一緒だったはずよ！」

　アマラも詰きつ問もんする。

「いませんでしたよ！　ただ、これが……」

　苦しい息の下でアノーは一枚の紙を差し出した。

「この青年の口に突っ込んであったんです！」

　アマラはその紙をひったくると、さっと目を通してセイルに渡した。

　それは、セイルに当てての手紙だったのだ。




　セイル坊や。

　あたしの手の内にある連中の命は、あんたとディーナの命と交換。

　抵抗はなし。

　大人しく死んでくれれば、三人の無事は保証するよ。

　明日の朝、町の広場に二人だけで現われること。

　二対三だよ、悪い取り引きじゃないだろ？




「…………」

　セイルは、手紙がディーナの目に触ふれないように懐ふところにしまい込んだ。

「とにかく天幕にカミロを連れて戻りましょう。後のことはそれからよ」

　アマラは固い決意の込められた眼まな差ざしで一同を見渡した。




　しばらくして……。

　エレネイが存在する世界を廻る三つの月のうち、カエトとアバルの二つが水平線の向こうに消え、赤い月アティードのみが天てん頂ちように昇りつめた頃。

　主人のいないアリシアの天幕には、セイルと一座の仲間、そしてサイモニデスと毛皮商人のアノーらが集まっていた。

　その中にはディーナもいる。

　ディーナに告げるべきではないとセイルは主張したが、アマラが彼女にも聞く権利はあると説といたのだ。

　すべての事情は、アマラがみんなに説明した。

「……あたしとセイルが行けば妹たちは助かるの？」

　天幕の隅すみで、ずっと俯うつむいて話を聞いていたディーナは顔を上げた。

「もちろん、そんなことはないわ。あなたたちを殺した後で、三人も海魔の餌え食じきがいいとこね。もともと、私たちのところにあのザリガニを送る前に、アリシアたちを襲っているんだもの。けれど、分かっていてもセイルは行く。行かざるを得ないことを知っているのよ、パンフィレエは」

「じゃあ、何もかも」

「彼女の思いのまま、というわけ!?」

　ヒルデとユリアが、同時にテーブルをドンと叩いた。

「……いや」

　椅い子すに深く腰を下ろし、腕を組んでいたビゲリスが言う。

「そのパンフィレエとやらは一つ、大きな見落としをしている。アリシアとロケに手を出したら、俺たちが黙っちゃいないということだ」

　一同がうなずいた。

「あたしたちにとっちゃ、アリシアは可愛かわいい妹、ロケは息むす子こも同じなんだよ」

　ビゲリスの身み重おもの妻が、ディーナの傍かたわらに行って、少女の乱れた髪を撫なでる。

「……あんたと同じ気持ちさ」

　ディーナは、泣き顔は見せなかった。ただ、ビゲリスの妻の丸くなった腹にすがりついて華きや奢しやな肩を震わせた。

「おいら、アリシアたちのためならやるぜ！」

「不ふ肖しよう、私めも、白鳥の乙おと女めのため、純真な少年少女のため、全力を尽くしますぞ！」

　イスマルとイシードロが立ち上がる。

　だが、セイルはかぶりを振った。

「駄だ目めです。普通の人間では魔道士には勝てません」

「おいおい、普通ってのは、俺たちには当てはまらないぞ」

　ビゲリスは短剣を抜き、その刃を指先でクニャリと曲げた。

「……なあ、俺たちは仲間だろう？　一人で戦おうとするな」

　彼は短剣をポイと放ると、セイルの目を真っすぐに見つめる。

「分かっているぞ。お前さんが最初ディーナの頼みを断ったのは、自分一人で管区長に立ち向かうつもりだったんだろう？　パンフィレエは危険な相手だ。このお嬢ちゃんが下へ手たに手を出したら、まず命はない。誰も死なせたくないから、アリシアに卑ひ怯きよう者ものと思われても戦いを止やめさせようとした。違うか？」

「…………！」

　ディーナがハッと顔を上げ、赤くなった目をセイルに向けた。

　セイルは無言で視線をそらす。

　答えのないこと自体が、ビゲリスの問いへの答えとなっていた。

「なるほどねえ……、でも、どうして分かったのさ？」

　ビゲリスの妻がうなずき、小声で夫に尋ねる。

「俺があいつだったら、同じことをしただろうからさ」

　彼は愛あい妻さいに向かって片目をつむった。

「ごめんなさい、セイル。あたし誤解して……」

　そう言いかけたディーナをセイルは遮さえぎる。

「いえ、結局、僕が明確な態度を示さなかったためにこうした事態を招まねいたんです。謝あやまらなくてはならないのは僕の方ですよ」

　彼は仲間を見渡した。

「責任は僕一人で取るべきです」

　だが、その時。

「……待てよ、明日は俺にも名めい誉よ挽ばん回かいの機会をくれよな」

　天幕の柱の陰から声がした。

　手当てを受けて、アリシアの寝台に寝かされていたカミロである。

「カミロ！　大丈夫なの！」

　ユリアが気づかい、起き上がろうとする彼に手を貸す。

「寝てる暇ひまはねえ」

　カミロはしかめっ面つらで痛みを堪こらえながらも、セイルに向かって告げた。

「マジで俺たちの力が要いるぜ。何せ魔道士は一人じゃねえ、他に二人いるんだからな」

「あと二人……」

　セイルは驚かなかった。

　やはりダレクの放った刺し客かくと手を結んだ、ということだろう。

「なるほど、お主らを襲ったのはその連中か！」

　サイモニデスがポンと手を打つ。

「どおりでな。海魔が火を放つとは、おかしいと思ったんじゃ」

「そういうことは先に言えよ、使えねえ爺じじいだな」

　イスマルは老人に冷たい視線を送った。

「さて、そうなると、これで決まりだな。……セイル、抜け駆けはなしだぞ」

　ビゲリスが全員を見回し、みんながうなずくのを確認してから、セイルの顔を見てニッと笑った。

「もっとも、魔道士相手の戦いとなると、やはりお前さんの経験がものを言うからな。俺たち全員、お前さんの指揮下に入る。指示を出してくれ」
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　しばらくして、みんなはそれぞれの天幕や馬車に散り、セイルとアマラも自分たちの天幕に戻った。

「今夜は寝つけそうもないわ」

　天幕に入ったアマラはつぶやきながら、入口の垂たれ幕を下ろした。

「……ねえ」

　アマラは垂れ幕の前に立ったまま、自分に背を向けているセイルに声をかける。

　そして、セイルが振り向いた時……。

　アマラはその首に腕を回し、強く唇を重ねた。

「アマ……！」

　セイルは彼女の突然の行動に戸と惑まどい、しばらくそのまま棒立ちになる。

　だがアマラが目を閉じ、初めてキスをする少女のように震えていることに気がつくと、セイルはその背を優しく抱いた。

　やがて、アマラは始めた時と同様、唐とう突とつにセイルから離れると、目をそらした。

「……ごめんなさい」

　顔を背そむけたまま、彼女は照れたような、半分おどけた調子で言った。

「不安に……なったの。おかしいでしょ、私、あなたよりも年上なのに」

「おかしくはありませんよ。ただ、一緒に寝起きしていて、今までこういうことはなかったものだから……」

　セイルは優しく否定する。

「それに、僕だって恐こわいことに変わりはありません。ビゲリスは僕のことを買い被かぶってますが、本当に僕は臆おく病びようなんですよ」

「……ねえ、セイル、聞いてくれる？」

　アマラは寝台に座すわり、腕の傷に巻いた包帯を解ほどきながら言った。

「何です？」

　セイルはその隣となりに腰を下ろして上着を脱がせてやり、薬を換かえるのを手伝う。

「私が森であなたを拾った訳よ」

「面おも白しろそうですね、聞きましょう」

「私ね……」

　アマラは語りだした。

「夢を見ることがあるの。ある象しよう徴ちようの夢……と言ったらいいのかしら？　シルエットだけで立つことも、鳥の姿を借りて出てくることもあるけれど、それが表わしているのは人間。そう、四人の人間の夢なの。

　一人は、不吉な烏からすとして現われることもあるけど、黒衣に身を固めた、ぞっとするような長身の男。もう一人は、黄金の鷹たか、戦士といった風ふ情ぜいの人物。三人目は……枝をくわえた鳩はと、そう、少しあなたに似ている感じの、美しい若者の姿ね。そして四人目は、いつも影に覆おおわれていてはっきり分からない……。で、私がその四人に近づこうとすると、こう、何か喜びみたいなものが込み上げてきて、ああ、この四人を捜さがし出すことが私の使命なんだなって、分かるの。……バカみたいでしょ？」

　アマラは笑った。

「私、その中で一番惹ひかれたのが、三番目の若者だったの。それで、初めてあなたを見た時、何だか巡めぐり合わせみたいなものを感じたのよ」

「初めてその夢を見たのは？」

「まだ子供の頃。小さな村で両親と暮らしていた時分からよ。……あの水すい晶しようを見つけたのも同じ頃かしら」

　アマラは、テーブルの上の占うらない用の水晶球に目を向けた。

「あれから、もうずいぶんになるのね……。母はこれを私が拾ってきた時、あなたは素す晴ばらしい恩おん寵ちようを手に入れたのよ、と言って喜んだわ。〝一の神〟の巫み女こに選ばれたんだってね」

「〝一の神〟？　時の創つくり主とされる最高神ですね。別名を〝運命〟、または〝偶然〟ともいい、宇宙の基本法則を司つかさどるという」

「さすが、詳くわしいのね。私もそう聞かされてきたわ。でも正直な話、よく分からないの。時間よりも前から存在する神なんて。……時の始まる前って、どういうことかしら？」

　セイルは肩をすくめた。

「異教の神学に関する僕の知識は微び々びたるものですからね。でも、巫女に選ばれたのだとしたら、凄すごいことですね。巫女は、神の意志を人間に直接伝える預言者ですから」

「凄い？　そうかしら？」

　セイルの言葉に皮肉げな笑みを浮かべるアマラ。

「少なくとも、私はこれを憎んでいるわ。この世の何よりも。何度も壊そうと思ったけれど、結局はできなかった」

　彼女は手当ての途中で立ち上がると、水晶を置いたテーブルに歩み寄った。そして、セイルに背を向けたまま水晶球に手を置くと、白い指をその曇くもりのない表面に這はわせる。

「確かに、これは私に占いの力を与えてくれた……本当の予言の力よ、いんちきじゃなくて。でもその代わりに、父と母と妹を奪うばい、家と故郷を奪って……もういいわね、こんな話」

　アマラは水晶から手を離し、テーブルに腰掛けて髪を搔かき上げた。

「要するに、この水晶球と巫女の地位が私にもたらしたのは不幸だけ、ということ……。ただ、それだけよ」

　セイルは何も言わずに彼女を寝台に座らせると、腕の傷に新しい薬を塗った布を張り、包帯を丁てい寧ねいに巻いてやる。

「……ねえ、私やみんなには何をするのか指示してくれたけど、あなた自身が明日どうするのかを聞いていないわ。何か策はあるの？」

　包帯を巻き終えた腕を二、三回動かしてみてから、彼女は話題を変えた。

「やるべきことを……やります」

　セイルは立ち上がり、天幕の隅に隠すようにしてあった棺ひつぎを引き出した。

「何を……」

　アマラは尋ねかけて、やめた。

　セイルの顔に、質問を許さない真剣な表情が浮かんでいたからだ。

　アマラが黙って見守る中、彼は古びた木製の棺の前にひざまずき、その蓋ふたに手を置いてささやいた。

「……僕にできると思いますか？」

　すると、頑がん丈じように釘くぎで止められていると思われた蓋の端が、見えない手によって持ち上げられたかのようにふっとわずかに浮き上がった。それから、セイルの呼びかけに応こたえるように、軋きしみの音を立てることもなく、少しずつ開いていったのである。

　やがて蓋は完全に開ききった。

　棺の中に眠っていたのは、アマラも初めて見る、小柄な金髪女性の木ミ乃イ伊ラだった。

　刺し繡しゆうが美しい純白のドレスをまとい、銀のティアラをつけた姿はまるで花嫁のよう。

　そして、彼女が両手で大たい切せつそうに握っていたのが、一本の黒い杖つえだった。

「この人がイフィー？……きれいな人ね」

　アマラは思わずつぶやいた。

　不思議なことに、おぞましいとか、不ぶ気き味みだとかいった感じはしない。だが、こんな状態になった女性に美しさを見つけられるのは、同性か、愛する者だけだろう。

「ええ」

　セイルはうなずいた。

「じゃあ、この杖が……」

　最高の魔道士の証あかしである、マギの杖……。

「こんなところに」

　と、アマラが木乃伊の握る杖に手を伸ばしかけた時。

「…………！」

　信じられない出来事が、彼女の目の前で起こった。

　干ひ涸からびた木乃伊の腕が、カサリと小さな音を立てて動いたのだ。

　キャッと叫さけび声を上げそうになるのを辛かろうじて堪こらえたアマラの前で、金髪の木乃伊は黒い杖を握った手を捧ささげるように上に差し出した。

　まるで、生きているかのように。

　セイルは驚く様よう子すもなく、そっとそれをつかむ。

　木乃伊は杖から手を離し、ゆっくりと腕を下ろして胸の前で交差させる。

　すると、棺の蓋は静かに下り始め、やがて、再びピタリと閉じた。

「ありがとう、イフィー」

　セイルはそう告げて立ち上がり、アマラを振り返った。

「……この人と愛し合っているのね、今でも」

　アマラのそれは、問い掛けではなく、確認だった。

「永遠に」

　セイルは答える。

　この時、アマラの顔にチクリと針で刺されたような表情が走るのを、セイルは見ていなかった。

　セイルは杖の重みを確かめるかのように高くかかげた。

　今、彼が手にしているマギの杖は、一見すると両手を広げた幅よりもやや短めの、ただの黒い杖だ。しかし、その漆しつ黒こくの表面には、生きているかのように瞬またたく、幾つもの小さな輝きが鏤ちりばめられていた。

　細かく砕くだいた貝の殻からか？

　それとも、もっと高価な金こん剛ごう石せきや真しん珠じゆだろうか？

　そうではない。

　その煌きらめきの一つ一つは、今、夜空に輝いているのとまったく同じ星々なのだ。

　赤暗い光を静かに放つのは、熾おき火びのようにじわじわと燃える巨大な火の塊かたまり。

　青白く、激しく焰ほのおを上げているのは、爆発して消し飛ぶ寸前の、超高温の小さな星。

　数万、数億の時を越えて達とどいた数あま多たの輝きが、暗黒の深しん淵えんに渦うず巻いていた。

　マギの杖は、銀河を閉じこめた一つの宇宙なのだ。

「アマラ、あなたはさっき、自分の水晶球を憎んでいると言いましたね。僕も同じです。僕はこのマギの杖を憎んでいるんです」

「どういうこと？」

　アマラは眉まゆをひそめた。

「僕を追っているのはダレクの刺し客かくだけではありません。この首にかかった金貨二千五百の賞金の中には、クユニックの領主がかけた、村人虐ぎやく殺さつの犯人に対する分も含ふくまれているんです」

「……虐殺？　あなたが？」

　一瞬、アマラは質たちの良くない冗談かと思った。

　だが、セイルの瞳ひとみはあくまでも真剣だった。

　彼は語った。

「僕とイフィーが、教団の目を避けての逃とう亡ぼう生活の果てに行き着いたのは、クユニックという小さな村でした。僕たちは若い夫婦として村に受け入れられ、一年ほどの間そこで穏おだやかに暮らすことができたんです。ですがある日、村を野や盗とうの一団が襲いました」

「野盗？」

「ええ。武器をかざして農民の収しゆう穫かくを掠かすめ取って回る汚きたない連中です。その年は特に不作の年だったので、野盗に収穫を奪われたら多くの餓が死し者しやを出すことは必ひつ至しでした。それで、同じ死者を出すならと……」

「戦ったの？」

「指し揮きは僕とイフィーが執とりました。僕たちが魔法を使えることは村の人たちには明かしてありましたから。村の人たちは戦闘の素しろ人うとですがよく戦い、野盗との攻防は長期に渡りました。おそらく、あと数日あれば勝てたでしょう」

「ということは……、負けたのね？」

　セイルは頭を振った。

「いいえ。ですがこの時、ダレク大司教の送った刺客が、クユニックに現われたんです。彼らは野盗と合流し、策を授さずけました。その策に従って、野盗たちは村に交こう渉しようを持ちかけたんです」

「勝利目前だったんでしょう？　まさかそんな話には誰も……」

「見事に乗りましたよ。村の人間は戦いの専門家ではありません。殺し合いはやっぱり恐こわいんです。……で、野盗の提案ですが、僕とイフィーを引き渡せば、今回は退たい却きやくするというものでした。イフィーを取り戻して僕を殺したい刺客の入れ知恵です」

「こんな話に引っ掛かるなんて信じられないわ。指揮している人間がいなくなれば、野盗の思う壺つぼ、また襲ってくることは明白だわ」

「村の者たちは二手に分かれて指揮をしていた僕たちのうち、まずイフィーを引き渡そうとしました。ここで、誰も計算していなかったことが起きたんです。イフィーが……」

　セイルはなかなか次の言葉を口に出すことができなかった。

「……イフィーが死にました。彼女を捕らえようとした村の農夫が、気絶させるために振るった棍こん棒ぼうの打ち所が悪かったんです。……ほんの少し、腕に力が入りすぎた。たった、それだけのことで人間は死ぬんですね」

　セイルは杖を握る手に力を込めて、目を閉じる。

「なぜ、僕が代わりに死ななかったんだろう？」

「…………」

　アマラは彼の背中を撫なでた。

「辛つらかったら、もう話さなくていいわ」

「……いえ、話さなくてはいけない、前に話しておくべきだったんです」

　彼は続けた。

「僕はその時、マギの杖を使っていました。そして、イフィーが死んだことを知った時、感情の乱れから僕は杖の制せい御ぎよを失ってしまったんです。僕の憎しみ……、野盗や刺客、裏切った農民たちへの憎しみが暴ぼう走そうし、凄すさまじい破壊力となりました。高熱の突風、大地を抉えぐる竜たつ巻まき、地表を嵐の海のように揺り動かす大地震、空を覆い尽くすほどの電光……。結局、野盗や刺客は全員が灰となり、クユニックの一帯は不ふ毛もうの荒地と化しました。村の人々も、幸運だった数人を除いて全滅です。死んだ人たちの中には、イフィーの死には関係のない人も、友人だった者も、女性も、子供もいました。僕がみんなを殺したんです。マギの杖で……この手で……」

　セイルはマギの杖を握る手を見つめた。

　黒い杖の中では銀河が廻り、微細な明かりをセイルの瞳に投げかけている。

「それ以来僕は、どんなに簡単な魔法を使う時でも、心の奥では子供みたいに震えているんです。好きな人たちを傷つけることを恐れて……」

　小さな流れ星が、杖の中を斜めに走る。

「二度と使わないつもりでした。でも、これ無しではあのパンフィレエに対抗できる魔力は得られない」

　セイルはつぶやくように言った。

「でも、どうするの？　また暴走したら？」

「手段はあります。けれど今までの僕には、それを実行に移す勇気がなかったんです。でも、その勇気をさっきイフィーがくれました」

　彼は顔を上げ、何かを悟さとったような微笑みをアマラに見せる。

「もし今度、マギの杖が暴走して魔力の制御ができなくなったら、僕は杖を破壊して〝呪波〟を封じ込めます」

「そんなことができるの？」

「ええ、ただ……」

「ただ、何？」

「約束してください、僕がこれからする頼み事を断らないって」

「内容を聞かなくっちゃ……」

「お願いです。あなた以外に頼める人はいないんです」

　セイルはアマラの肩に手を置いた。

「……いいわ」

　その真しん摯しな視線に、アマラもうなずく他ほかない。

「杖が破壊されれば、〝呪波〟は僕の中に封じ込められます。その魔力の絶対量は僕の限界を遥はるかに超こしたものとなるのは明らかで、僕自身、自分の制御ができなくなることは確実です。だから……」

　セイルはどういう言葉を使うべきか一瞬迷ったが、結局一番直接的な物言いを選んだ。

「魔力を暴走させて被害を出す前に、僕を殺してください」

「…………！」

「僕が死んで初めて、魔力は行き場所を失い、別の空間へと転移して消滅します。僕が杖を折ったらすぐに……」

「できる訳がないじゃない！」

　ほとんど悲ひ鳴めいに近い声を上げ、アマラは身をよじらせる。

「やってください」

　セイルは肩をつかんだ手を離さず、断固として言った。

「約束です」

「狡ずるいわ！」

　アマラはあえいだ。

「確かに。でも、そうしてもらわなければ、あなたもアリシアも、一座のみんなも死ぬことになります」

　疑いようのない、絶対的な真実をその声は語っていた。

「選択肢しは他にないんですよ、僕にも、あなたにも」







　第五章　闇やみの姉し妹まい







　夜明けがやってきた。

　広場には、すでに多くの人々が集まっている。

　パンフィレエがフォイゲラーを通して動員したのだろう。

　潮しおの薫かおりの染しみついた船乗りに、日焼けした漁りよう師し、鰯いわしの樽たる詰づめ職人、丸顔の両替商、疲れた顔の酒場女や、目の下に隈くまをつくった娼しよう婦ふ。

　それに、鍬くわを担かついだ近隣の農夫や、髪を三つ編あみにした娘たち、杖つえをついた老人や、幼おさない子供を抱いた主婦、フードを被かぶった旅の行ぎよう商しよう人にんに、鞠まりをついて遊ぶ子供たち。

　全部で百人以上にはなる。

　こうした人々を相手にエールや果物、鳥の串くし焼きなどを売る屋台も、ちらほらと出ているようだ。

　そして、見物人たちの好奇心と恐れに満ちた目は、広場の中央に設置された処刑台に注がれていた。

　処刑台の上には、教団の正式な緋ひの法衣をまとったパンフィレエ管区長と、二人の魔ま道どう士し、フォイゲラーら数人の管区長支持者、それに、縛しばられたアリシアと、ロケ、ウェナの姿がある。猿さるぐつわを嚙かまされたアリシアたち三人の首には太い綱が巻かれ、その綱は頭上に渡された角材に回されて、角材を支える二本の柱の基部で留とめられていた。

　典型的な絞こう首しゆ台だいである。

　犯行に対する見せしめとしては、最高の演出だ。

「誘ゆう拐かいに手を染めることになるとは……」

　綱を巻かれた三人の横に立つオルテーズは、苦にが々にがしげな表情だった。

　これに対し、ゲールラッハは実に落ち着いたものである。

「まあ、やってしまったことを、今さらどうこう言っても仕方あるまい」

　彼は、宗教的潔けつ癖ぺき症しようの同どう僚りようにいささかうんざりしながら、慰なぐさめるようにささやく。

「お陰で我われ々われはセイル・グレイが手に入る。持ちつ、持たれつさ」

「だが、明らかにパンフィレエは異教の海かい魔まどもの力を……」

「黙っていれば分からんさ。それに……」

　ゲールラッハは忍耐強く言った。

「将来、我々が教団の中で地位を上げてゆくことを考えるならば、パンフィレエとの関係は疎おろそかにはできんよ」







[image: ]







　しばらくして、太陽がその全身を東の丘の上に現わした頃。

　フォイゲラーが一歩、町の人たちの前に進み出た。

「ショーフル、ならびに近郊の善良なる諸君」

　彼は咳せき払ばらいをして、羊よう皮ひ紙しの筒を紐ひも解とき、パンフィレエの布ふ告こくを読み上げた。

「ここに拘こう束そくした者たちは、至し神しん智ち教団の穏おだやかで慈じ悲ひ深き宗教的指導に対して憎しみを抱き、さらに親愛なるパンフィレエ管区長の暗殺を目もく論ろんだ重犯罪人である」

　アリシアが猿ぐつわの奥でモゴモゴと喚わめくが、声にはならない。

「町の代表である私、フォイゲラーはこの者たちを逮たい捕ほするとともに、ここにおられる二人の判事のもと、すみやかに裁判を行い、死刑の判決を下した」

　フォイゲラーが判事と呼んだのは、ゲールラッハとオルテーズだ。彼自身、まさか本当に連中が判事だとは信じていないだろうが。

「しかし、慈悲深いパンフィレエ猊げい下かは、すぐにも刑を執しつ行こうしようとする町民の有志を宥なだめ、こう提案なされた。すなわち……」

　彼はもう一度咳払いした。

「本件の主犯である未いまだ行ゆく方え不ふ明めいの旅芸人セイル・ブロンディング、並びに彼に唆そそのかされて犯行の手引きを務めようとした娘ディーナ。この二人が速すみやかに出頭し、罪を悔くい改めるのならば、三人の罪は一等を減じ、処刑は延期する、と」

　布告を読み上げるフォイゲラーの顔も、オルテーズと同様に苦く渋じゆうに満ちていた。

　ここで首に綱を巻かれているのは自分の姪めい。

　出頭を命じられているのも、自分の姪なのだ。

「セイル・ブロンディング！　ディーナ！　仲間を助けたいという人間らしい気持ちが少しでも残っているのなら、姿を現わせ！」

　フォイゲラーが布告を読み終え、人々を見渡した時……。

「ここよ！」

　深緑色の瞳ひとみの少女と銀仮面をつけた青年が、太陽を背にして広場の東の入口に姿を現わした。

　低い騒ざわめきとともに、町の人々は二人の前に道を開あける。

　その間を、二人は腕を取りながらゆっくりと進んだ。

「来たね」

「……来たわ」

　パンフィレエとディーナの視線がぶつかる。

　少女と青年は、処刑台の前に来て足を止めた。

「セイル、何だいその仮面は？」

　パンフィレエは青年の仮面に目をやって、侮ぶ蔑べつの笑いを浮かべた。

「あたしの顔をまともに見るのが恐こわいのかい？」

「あなたのこの茶番劇に、付き合ってあげてるだけよ」

　答えたのはディーナだ。

「さあ、あたしたちは来たわよ。三人を返して」

「慌あわてることはないさ」

　パンフィレエは手招きして二人を台の上に昇らせた。

「そうそう、紹介しとこうね。こっちに立っているのが今回の功労者さ。セイル、あんたの古い友人ダレク大司教の子分でね、非ひ力りきな子供三人をさらってきて大手柄を立てた二人だよ」

　嫌いや味みなパンフィレエの物言いに、オルテーズが顔をしかめる。

　一方、ゲールラッハはそんなことはどこ吹く風で、セイルの前に歩み出て会え釈しやくした。

「初めてお目にかかる、元兄弟。私はゲールラッハ、こちらはオルテーズだ。ダレク猊下は君の首を楽しみにしておられるよ」

　これに対し、銀仮面の青年は両手を大きく広げて見せただけだった。

「さあ、三人の縄なわを解いて！」

　ディーナがパンフィレエに詰め寄る。

「待ちなって言ってるだろ？」

　パンフィレエは自分の支持者の町民たちに向かってアゴで合あい図ずした。

　今の地位をパンフィレエとの取り引きによって得た数人の裕ゆう福ふくそうな男たちが、銀仮面の青年とディーナの腕をがっちりとつかみ、荒縄で縛り上げる。

「さてと……、ところでセイル、マギの杖つえはどこだい？」

　パンフィレエの蛇へびのような目が狡こう猾かつに光った。

「まさかあたしの相手をするのに、杖なしで来るってことはないよねえ？」

　彼女は腰に下げた細身の短剣を鞘さやから抜くと、その刃をディーナの頰ほおに這はわせる。

「さあ、お言い。杖と……本物のセイルはどこさ？」

「…………！」

　ディーナの顔が蒼そう白はくになった。

「あたしを舐なめるんじゃないよ。こんな仮面一つで誤ご魔ま化かされるかい」

　パンフィレエはディーナの反応にフンと鼻を鳴らし、青年の仮面を指で突いた。

「稚ち拙せつなやり口さ。あいつ、どこかこの近くであたしたちが油断するのを待っているんだろ？」

　ディーナは頭を強く振って否定する。

　パンフィレエはこれ見よがしに肩をすくめ、骨張った顔つきの魔道士に命じた。

「オルテーズ、この木で偶くの坊の偽にせ者ものも吊つるしておしまい」

　不満げな表情ながら、無言でこれに従うオルテーズ。

「やめて！」

　ディーナが懇こん願がんする。

「なら、お吐はきよ。セイルはどこさ？」

　太い綱が青年の首に巻かれた。

「…………」

　唇くちびるを嚙かんだディーナの目が、チラリと左の方に動く。

　パンフィレエはこれを見み逃のがさなかった。少女の視線の先には、群衆に紛まぎれ、フードを深く被って杖をつく老人の姿があったのだ。

「……ふふん」

　パンフィレエは、魔道士とフォイゲラーたちに命じる。

「あそこだよ！　この人込みじゃ、あいつに〝呪じゆ波は〟は使えない。逃すんじゃないよ！」

　フォイゲラーたちパンフィレエの支持者、そしてゲールラッハが人々を搔かき分け、老人に向かって殺さつ到とうした。

「ひいっ！　みんな殺されるぞい！」

　見物人の中から、行商人風の男が声を上げる。

　この声が恐きよう慌こうの引き金となった。

　さっきまで黙って立っていた町の人々が、一いつ斉せいに逃げ始めたのだ。どうしていいか分からずに立ち尽くす者もいたが、大半は広場から逃れようと一番近い出口を目め指ざして走りだす。

「落ち着け！　みな、落ち着くのだ！」

　叫さけぶフォイゲラー。

　もちろん、その程度のことでは混乱は止まない。

　逃げ惑まどう人々と、それを押し退のけ、突き倒しながら進むパンフィレエの手下たち。

　だが、人の波に巻き込まれて思うように身動きの取れなかった老人がゲールラッハたちに取り押さえられるまで、たいした時間はかからなかった。

「……手を焼かせてくれたね」

　パンフィレエは、両腕をねじ上げられた老人の前までゆっくりとやって来ると、勝利の笑みをたたえてフードを剝はがした。

「……誰だい、お前は!?」

　パンフィレエは、老人に変装した男の顔を見てあえいだ。

「むっ、こやつ！」

　ゲールラッハも顔を歪ゆがめる。

「へへへ、悪かったな」

　丸めていた背中を伸ばし、ついていた棒切れを捨てたカミロは、管区長に向かってウインクした。

「あんた、外はずれくじ引いたよ」

「まさか！」

　パンフィレエは、オルテーズ一人に任まかせてあった処刑台の方を振り返った。

　その時……。

　銀色の仮面の青年を縛っていた縄がボウッと蒼あおい焰ほのおを発して燃え上がり、一瞬のうちに灰となった。

「〝呪波〟！」

　自由の身となった青年は、驚きよう愕がくするオルテーズの鳩尾みぞおちに手のひらを当てると、衝撃波を発し、彼を処刑台の下に叩たたき落とした。

　同時に、三つ編みの娘に化ばけて見物人に紛れていたヒルデとユリア、それに船乗り姿のイスマルが処刑台に駆け上がり、綱を切ってアリシアたちを下ろす。

「キキッ！」

　ディーナの綱は、ガス隊長が器用に解いた。

　隊長は、さっき行商人に扮ふんして声を上げたティーズの帽子の中に隠れていたのだ。

「くっ！」

　パンフィレエの顔が怒りに紅こう潮ちようした。

「……普段から人を信用しないからですよ」

　銀色の仮面を青年は脱いだ。

　そこに現われたのは、紛れもないセイル・グレイの顔だった。

「はめたね」

「僕は約束を守りました」

　セイルはアリシアたちが処刑台から下ろされるのを確認してから言った。

「あなたは僕の大たい切せつな友人たちを傷つけようとした。月並みな台詞せりふだけど言わせてもらいますよ。……僕はあなたを許さない」

　パンフィレエは高笑いした。

「バカかい！　マギの杖なしであたしに勝てるものか！」

「……ほう、そうかね？」

　パンフィレエの右手の方で声がした。

　そこに立っていたのは、果物売りの屋台の親おや父じである。

「じゃあ、これでどうだ？」

　瘦やせぎすの体格をした屋台の親父は、無花果いちじくと梨なしを並べた台を引っ繰り返してその下から一本の黒い杖を引き出すと、それを処刑台の上に立つセイルに向けて軽く投げた。

　杖は矢のようにギュンと一直線に飛んで、セイルの手の中にピッタリと収おさまる。

「ありがとう、ビゲリス」

　セイルは怪かい力りきの友人に声をかけると、マギの杖を真っすぐにパンフィレエに向けた。

「…………」

　悔くやしそうに唇を歪めるパンフィレエの口元から、牙きばのような犬歯がのぞく。

「……パ、パンフィレエ様！」

　情けないフォイゲラーの声に、彼女は背後を振り返る。

　そこではいつの間にか、カミロを取り押さえていた連中が立場を逆転され、見物人の中に隠れていた一座の仲間やアノーたちに、剣を突きつけられて手を上げていた。

「とんだ猿さる芝しば居いでしたが、それも終幕です。冷れい徹てつで妖よう艶えんなる悪の花よ」

　と、農夫姿のイシードロ。

　ゲールラッハの醜みにくい二重アゴには、アマラの幅広の剣グラデイウスが当てられている。

「どうするよ、管区長さん？」

　カミロが腕組みをしてパンフィレエをにらみつける。

「……彼らに手を出さない方がいいですよ」

　カミロに攻撃魔法をぶつけようと〝呪波〟を集中し始めたパンフィレエに、セイルが忠告する。

「僕はもう〝呪波〟をすぐに放てる状態にあります。少しでもあなたが魔力を使う素そ振ぶりを見せれば、氷の雷かみなりか、焰の玉か、どちらかがあなたを襲いますよ」

「その上」

　と、言いながら歩み出たのは、隠いん者じやサイモニデスだった。

「お前さんは今、わしの描いておいた封ふう呪じゆの魔ま法ほう陣じんの上に立っておる。魔法は使えぬよ」

　パンフィレエは足元に視線を落とした。

　見ると確かに、先ほど老人に変装したカミロが立っていた場所、今パンフィレエとゲールラッハがのっている石いし畳だたみには、多重の円と五ご芒ぼう星せい、正三角形、古代文字を複雑に組み合わせた魔法陣が確かに描かれている。昨夜のうちにサイモニデスが描き、それをセイルが〝呪波〟を使って光線を曲げ、見えないようにしていたものだ。

「……ちっ、まいったよ」

　パンフィレエは短剣を投げ捨て、ゲールラッハも紅こう玉ぎよく石せきの杖を置いた。

　ビゲリスが気絶したオルテーズを抱かかえてきて、一いつ緒しよに魔法陣に放り込む。

「で、あたしたちをどうするのさ？」

「気は進みませんが教団に連絡し、あなた方を裁さばく権限のある人を送ってもらいます。使者を送って誰かが来るまで、数か月はかかりますから、その間あなた方は身柄を拘こう束そくされることになるでしょう。……おそらくは魔法陣の描かれた牢ろうの中で」

「何の罪で告発するんだい？　どうせ、無罪放免さ」

「僕はまだ、教団に正義が残っていることを信じますよ」

「……さあ、みんな帰って」

　ビゲリスの妻が、まだ広場に残っていた数人の町の人々を帰らせた。

「これで終わりね」

　人々が去って、寂さびしくなった広場を見渡してアリシアがつぶやく。

「……セイル、ごめんなさい、ひどい態度取って。それに、あなたは助けに来てくれないんじゃないかって、私、少し疑ってた」

「そう思われても仕方がないこと、言ってましたからね」

　セイルは笑い、彼女の額ひたいにキスをした。

「……無事で嬉うれしいですよ」

「アリシア、ロケ！」

　アマラは二人を抱き締め、自分が妹のように愛しているアリシアの髪をくしゃくしゃに搔かき回した。

「あなた、なんで鳥に変身して逃げなかったの？　そうしたら縄ぐらい簡単に抜けられたのに！」

「あっ、そうか!?」

「もう、あなたのお陰で大変だったんだから！」

　そう言いながらも、アマラの口調には限りない愛情が込められていた。

　今、広場に残っているのは、セイルの仲間たちと、アノー、サイモニデス、ディーナとウェナの姉し妹まい、今度は縛られる立場になったパンフィレエと二人の魔道士、そして拘束はされていないが意い気き消しよう沈ちんしてたたずむパンフィレエ支持の町の有力者たちだった。

「……叔お父じさま」

　ウェナを腕の中に抱いたディーナが、フォイゲラーを見る。

「よくも、町を平和に治おさめてきた私の顔に泥どろを塗ぬってくれたな」

　フォイゲラーは兄の娘をにらみつけた。

「ルーレが……死んだの」

　少女はポツリと告げた。

「……何だと？」

「海魔に……、パンフィレエに殺されたのよ」

「そ、そんなはずがあるものか！　私は名めい簿ぼから息むす子この名前を抜いておいたぞ！」

「デリガドと一緒にいたのよ。だから……」

「噓うそだ……噓だあ！」

　フォイゲラーはパンフィレエを振り返り、その胸ぐらをつかんで泣き崩くずれる。

「私は兄を売ってまであんたに仕つかえてきたんだぞ！　そ、その見返りがこれか!?　これなのか……！」

「手をお離し、この蛆うじ虫むしが」

　パンフィレエはそんなフォイゲラーを突き飛ばし、嘲せせら笑わらった。

　哀れなルーレの父親は、石畳の上に突っ伏した。

「……おい、セイル。こいつを早くどこかに放り込もうぜ。見ちゃいられねえよ」

　カミロはその光景から目を背そむける。

「手ごろな場所があれば、わしが魔法陣を張ろう」

　と、サイモニデス。

「教団への使者は私が船で送りましょう。拘束期間を一か月に短縮できますよ」

　アノーが提案する。

「じゃあ、ともかく……」

　と、アリシアが言いかけた時、

「……息子を返せ！」

　目を血走らせたフォイゲラーが突然起き上がり、ヒルデの手から片刃の短剣ダークを奪った。

「何するの！」

　叫ぶヒルデ。

　フォイゲラーは短剣を振りかざすと、冷笑を浮かべて立つパンフィレエに襲いかかる。

「死ね、悪魔っ！」

　だが、パンフィレエは動きの遅い中年の突進を難なく見切った。

　逆に彼女の鋭するどい爪つめが、フォイゲラーの右の首筋にさっと斜めに走る。

「うっ！」

　まるで剃かみ刀そりに切り裂かれたような広いきれいな傷口から鮮血が飛び散り、パンフィレエの顔やその周囲を深しん紅くに染めた。

「薄うす汚ぎたないお前の血でも、役には立つさ……」

「……ルゥ」

　フォイゲラーは自分の頸けい動どう脈みやくから噴ふき出す血を茫ぼう然ぜんと見つめると、最後に息子の名を口にしかけて崩くずれ落ちた。

「むっ！　いかん！」

　サイモニデスが石畳を指さして声を上げる。

「血が魔法陣を！」

　フォイゲラーの血が、管区長の足の下に描かれていた封呪の魔法陣を塗り消していた。徴しるしの持つ聖性によって力を発はつ揮きする魔法陣は、その図形の一部が崩れただけでも効力を失う。

　輪と五芒星の大半が汚れた血で消されてしまった魔法陣には、もはや封呪の力はない。

　パンフィレエは解放されたのだ。

「……ふん」

　パンフィレエは緋ひ色いろの法衣をパッとひるがえした。

〝呪波〟が空気の波を起こし、彼女を囲んでいたアノーやカミロらが弾はじき飛ばされる。

「それじゃあ、行こうか？」

　パンフィレエはあたりを睥へい睨げいすると、つぶやくように何かに語りかけた。

　すると、それに答えるように、

「ねえ、本気出しちゃおうよ、パン」

　と、彼女自身から明るい声が聞こえた。

　だが、その声はパンフィレエの口から漏もれたものではない。

「ロビザ、それほどの相手ではなくてよ、この闇やみの姉し妹まいにはね」

　もう一つ、別の声。

　今度は間ま違ちがいなくパンフィレエの口から出たものだが、彼女の唇は動いていない。

　まるで腹話術のようだが、はっきりと澄んだ、落ち着いた声だ。

　三つの声は異なる高さで忍び笑いし、その声が見事に調和する。

「……三人の……声!?」

　セイルは、女管区長の傲ごう慢まんな笑顔をはっと見つめ直した。

「みんな、下がって！」

　彼は急いでマギの杖に〝呪波〟を集中し、攻撃魔法を練ねりあげる。

　黒い杖の先に小さな青白い球体が生まれて成長すると、〝呪波〟の解放とともに管区長めがけて真っすぐに飛んだ。

「本当に、勝負っていうのは最後まで分からないねえ！」

　パンフィレエは両手を高く上げた。

「シャターン・ミ・ヤーム・メズィッークッ！　さあ、おいで！　あたしに従うすべての海魔たちっ！　ここにいる愚おろか者どもを滅ぼしておしまい！」

　彼女の声が広場に響き渡った。

　それとほぼ同時に、同じ身体からだから別の二つの声が発せられる。

「雑ざ魚こを蹴け散ちらすのはあたいだよ、ドミノ！」

「こちらもやるべきことは分かっていてよ、ロビザ」

　ロビザと呼ばれた声が放った〝呪波〟は物質の構成に干かん渉しようし、カミロやアマラたちを取り囲む空気を黄色い毒の雲に変えた。

「ぐっ！」

　焼けるような痛みがカミロらの全身を襲う。

　パンフィレエを支持していた町の人々も含めて、雲に包まれた者たちは次々と喉のどを押さえて倒れた。

　一方、ドミノという名の声は、〝呪波〟によって自分の周囲の空間自体をねじ曲げた。そこに、セイルが発した高熱の火球が激突する。

　火球は空間の歪みに捉とらえられると、方向を変え、セイルに向かって襲いかかった。

（…………！）

　とっさにセイルは負の熱量を持つ光球を作り上げ、正面からぶつける。

　ドーンッ！

　二つの魔法球はセイルの目の前で衝突し、熱量の差を熱風の竜たつ巻まきとして噴き出させて消滅した。

　その熱風に身体を飛ばされ、石畳の上を転がるセイル。

　もし、さっきの白熱球がパンフィレエを殺す気で放った必殺の攻撃魔法だったら、相そう殺さい魔法も役には立たず、セイルの命はここで終わっていたはずだった。

　だが、セイルは無意識のうちに手加減をしていた。

　女性を殺すことへのためらい。

　その甘さが彼を救ったのだ。

　セイルはフラフラになりながらも身を起こすと、今度は杖をカミロたちの方に向けた。

「間に合ってくれ！」

　彼は黄色い雲を構成する〝呪波〟の波形を素す早ばやく読むと、マギの杖からそれを相殺する精神波を発して毒を清らかな水に変える。

　毒の雲は飛沫しぶきとなって、カミロたちの上に降り注いだ。

「こっちはいい、お前はあの魔女を倒すことに集中しろ！」

　ゲホゲホと咳せき込みながら、カミロが立ち上がる。

「やるやる。さすがだね、マギの杖」

　ロビザが鈴を転がすような声で笑った。

「でも、セイル自身の魔力には限界があるわ。いつまで持つかしら？」

　と、ドミノ。

「……何てことだ。これはもう我らの手を出せる水準ではないな」

　オルテーズを揺り起こしたゲールラッハが、額ひたいに汗をにじませる。

　だが、さらに信じがたいことが海の方で起こっていた。

「セイル！」

　アリシアが広場から港に続く道の遥はるか先を指さしてセイルの注意を喚起した。

　港を異様な静せい寂じやくが支配していた。

　逃げ去って家にこもった人々の声はともかく、いつもはうるさいほどのカモメの声も、打ちつける波の音も聞こえなかった。

　それに本来ならこの時刻、朝日にキラキラと輝いているはずの海面。

　それが今はどす黒く、盛り上がっているのだ。

「津つ波なみか？」

　と、つぶやくビゲリス。

　しかし、もちろんそれは津波でも、光線の関係による見み間ま違ちがいでもなかった。

　隆りゆう起きした海面は白い飛沫しぶきを立てることもなく、侵しん食しよくするかのように堤てい防ぼうや石いし垣がきを越え、港に乗り上げた。そして、通りに存在する樽たるや木箱、馬車などすべてのものを吞のみ込み、巻き込みながら、真っすぐにこちらの広場に向かってきたのだ。

　そして、不ぶ気き味みにうねりながら、凄すさまじい速さで黒い海面は進み、あっという間に広場の入口に達した。

　この距離まで近づくと、海面に見えたものの正体が一同の目にもはっきりと分かった。

　無数の奇妙な生き物の群れ……。

　長い刺とげつきの触手を持った海星ひとで。

　攻撃色で眼めを光らせる、足の発達した食人蟹がに。

　サイモニデスがヴォルガリスと呼んだ、鋭い螯はさみを持った巨大ザリガニ。

　蛇のように長い、紫色の蝦しや蛄こ。

　そして、軟なん体たい類るいと甲こう殻かく類るいが合がつ体たいしたような、馬ほどもあるヤドカリに似たシルエットの生き物。

　それらの何千、何万という混合体が、動く海面の正体だったのだ。

「信じられん」

　足元に迫る海水を感じながら愕がく然ぜんとするサイモニデス。

「ブラキアタに、カルキナス、あの蝦蛄のようなヤツはオラトオラトじゃ！　おおっ、あのヤドカリのような海魔！　これほどの数のバガルスを目にすることがあるとはのう！」

「ふふ、来た来た」

　ロビザが含ふくみ笑いする。

「そら！　喰くらい尽くしておしまい！」

　パンフィレエの号令に、海魔は一斉にセイルと仲間たちに迫った。

　セイルとカミロ、イスマル、ビゲリスたちは、ディーナら女性たちを中心に集まって輪を作り、防ぼう御ぎよの布陣を取る。

「囲まれる前に数を減らすぞ！」

「分かってら！」

　まず、ユリアから弓を渡されたカミロと、投とう擲てき用の短剣をベルトに山ほど差したイスマルが、接近してくる敵を可能な限り射止めていく。

「みなさん！　雄お々おしく戦うのです！　正義という日にち輪りんを背に！　勇気を盾たてに！　愛を武器に！」

　アマラの背中から、イシードロが檄げきを飛ばす。

「こら！」

「あんたも」

「戦うのよ！」

　武器を握らない台本作者を、ヒルデとユリアの双ふた子ごがにらみつける。

「何をおっしゃる」

　イシードロは、少女たちの目の前に突き出した指を左右に振った。

「自じ慢まんではありませんが、我が剣は十分の一人力。しかるに、その詩は百人、いや、千人力です。言葉で戦うのが自然の理ことわりというもの」

「……こいつって」

　姉妹は詩人に対する期待を一いつ切さい捨てた。

　一方、カミロとイスマルの奮ふん闘とうも甲か斐いなく、海魔たちは距離を瞬またたく間に詰めて、セイルたちを包囲した。

　セイルは側面と後方に〝呪波〟で障しよう壁へきを作り、前面以外からの攻撃を防ぐ。完全に障壁で包み込むには人数が多すぎたのだ。

　見かけの割に、海魔の動きは素早い。

　触手海星のブラキアタや跳躍蟹カルキナスは、跳はね上がって空中からも襲ってくるので、身をかわすのも至し難なんの業わざだ。その上、ヴォルガリスやその他の甲殻類型海魔は殻が厚くて丈夫なため、普通の剣では傷つけることができなかった。

　ヴォルガリスと戦った経験のあるアマラは甲殻の関節部分に幅広の剣を突き刺し、捻ひねって節足を切り飛ばす術を身につけていた。だが、それでも一匹を行動不能にするのに五、六回は剣を振るわねばならなかった。

　ただ一人、ビゲリスだけはその怪力にまかせた鉄てつ拳けんで、一撃のもとに海魔を砕き、葬ほうむり去ることができたが、海魔は次から次へと現われ、一向にその数が減らない。

「くそっ！　これじゃ駄だ目めだ！」

　接近戦になって武器を弓から大型短剣サクスに持ちかえたカミロが悪あく態たいを吐いた。

「一体こいつら、どれだけいやがるんだ!?」

「私が見てくる！」

　アリシアが腕を広げて白鳥に変身し、大空高く飛ひ翔しようした。

　上空から見下ろすと、ほぼ町の全域が黒い海魔の群れに覆おおわれている状況が分かる。

　広場から逃のがれた町の人々も、通りや裏町でカルキナスに襲われ、家に閉じこもった者たちも扉とびらを打ち破って侵入したヴォルガリスの餌え食じきになっていた。

　女や子供が、ブラキアタの触手に全身を包まれ、阿あ鼻び叫きよう喚かんの悲ひ鳴めいを上げながら生きたまま喰くわれてゆく。わずかに抵抗を試みた男たちも、オラトオラトの長い胴の締めつけに骨を砕かれ、全身の血を吸い取られる。

「セイル！　何とかして！　町の人たちがみんな死んじゃう！」

　しかし、今のセイルには、アリシアの叫びに耳を傾かたむける余裕はなかった。

〝呪波〟で障壁を作り出してディーナたちを守りながら、隙すきを見て眼前の海魔を一匹ずつ倒し、さらにパンフィレエたちを牽けん制せいする。

　それで精せい一いつ杯ぱいだ。

　なぜなら障壁の魔法などの幾つかの例外を除けば、異なる波動を持つ〝呪波〟を複数同時に放つことは不可能だからだ。

　マギの杖でも〝呪波〟を増幅するだけで、この原則を変えることはできない。

「これでセイルも終わりですな」

　戦況を見渡して、ゲールラッハはほくそ笑んだ。

「何言ってるんだい。舐なめちゃいけない。あいつはこのまま海魔ごときにやられる奴じゃないよ。……オルテーズ！」

　彼女はもう一人の魔道士に命じた。

「ここはあんたに任まかすよ。連中を足止めおし」

「あ、あなたは？」

「あたしはこれから城に戻って、セイルの歓かん待たいの準備さ」

「ここで一気にけりをつけぬのですか？」

　と、ゲールラッハ。

「あたしが今まで生き延びてこられたのは、絶対に有利な立場に立つまで決戦を避けてきたからさ。盾にする町の人間が逃げちまったからね、ここは〝呪波〟のぶつけ合いには広すぎるよ」

　パンフィレエはきびすを返して、城に向かいかける。

　とその時、彼女の目に上空を飛ぶアリシアの姿が映った。

「少し、あの坊やを怒らせてみようじゃないか……」

　パンフィレエの蛇へびのような瞳どう孔こうが細まる。

「ねえ、あたいにやらせて！」

　ロビザの声が言った。

「いいけどさ、失敗しくじるんじゃないよ」

　下腹部に手を当てながら、パンフィレエはうなずく。

　無む造ぞう作さに空に向けられる、血染めの指。

　その指先から紅あかい熱線が迸ほとばしると、宙を舞う白鳥の首のあたりを射抜いた。

「そして駄目押しは……」

　パンフィレエは次にその目を、ディーナの腕の中で震えるウェナに向ける。

「いくよ！」

　ロビザの楽しそうな声とともに、指から発射された熱線はウェナの胸に命中した。

「アリシア！　ウェナ！」

　絶ぜつ叫きようするセイル。

　その目の前で、白鳥は力なく石畳の上に墜つい落らくし、幼おさない少女は姉に抱かれたままぐったりとなる。

「セイル！　もし海魔の攻撃から生き延びることができたら、城においで！　あたしはそこで待っているからね！」

　女管区長とゲールラッハは法衣をひるがえし、それぞれ緋ひ色いろと紫の閃せん光こうを放って姿を消した。

「パンフィレエェェェーッ！」

　セイルはマギの杖の先端を石畳に叩たたきつけた。

「セイル！」

　彼をつかもうとしたアマラの指が弾はじかれた。

　セイルの身体からだが、大地を揺るがす大音響とともに、眩まばゆいばかりの白い光球に包まれたのだ。

　光球は、引き絞しぼった石弓から打ち出された矢のように、一直線に岬みさきの城に向かって飛び立つ。

　アマラは一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、セイルをすぐに追うことは諦あきらめ、墜つい落らくしたアリシアの方に目をやった。

　アリシアは、カミロやアマラがいる場所から広場を半分隔へだてたところにいる。
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　まったく動く気け配はいは見られない。さらに悪いことに、ブラキアタの集団が彼女に気がつき、彼女の肉をその透明な胃袋に収おさめようとそちらに向かって移動を始めていた。

「カミロ、ここをお願い！　私が行くわ！」

「頼む！」

　アマラは輪を作って防戦している仲間の間から飛び出すと、グラディウスで海魔を打ち払いながらアリシアのところに走った。

　人並み以上の身軽さだけを頼りに白鳥の乙おと女めのもとにたどり着くと、人間に戻ったアリシアは右の首筋から多量の血を流し、一いつ糸しまとわぬ全身を蒼そう白はくにして横たわっていた。

　アマラは軽い少女の身体を抱き上げると、仲間の方に向かって全速力で駆け戻る。

「愚おろかな！　敵に背中を見せるか！」

　無防備になるアマラに、独ひとり広場に残ったオルテーズの紅こう玉ぎよくの杖が向けられる。

　パンフィレエとゲールラッハに去られ、自分が捨て駒ごまにされたことを知った瘦そう軀くの魔道士は自じ暴ぼう自じ棄きになっていた。

（こうなれば広場に残った全員を殺し尽くし、その後に異い端たんのパンフィレエとそれに加担するゲールラッハも始末してくれる！）

　オルテーズは最大の魔力で電撃を放った。

「アマラッ！」

　これを見たビゲリスが、ヴォルガリスの一匹を両腕で抱かかえ上げ、アマラの背後に向けて山なりに投げる。

　馬二頭分の重さはあろうかというザリガニの化ばけ物は、放物線を描いてアマラの頭上を飛び越した。

　魔道士の放った電撃はこのヴォルガリスに命中し、その殻からの奥のゼリーのような肉を一瞬のうちに茹ゆで上げた。

「ちいっ！」

　舌打ちするオルテーズ。

　仲間の輪の中に戻ったアマラは、アリシアとウェナの傷の具合をサイモニデスとともに確認する。アリシアの傷は出血は多いもののわずかに頸けい動どう脈みやくを逸それており、ウェナの方は不思議と表皮の火傷やけどだけで、熱線は心臓まで達してはいなかった。

「……これなら二人とも助かるわい」

　と、サイモニデス。彼は応急手当のため、薬草のチンキの小こ壺つぼを懐ふところから取り出した。

「よかった！」

　ディーナが安あん堵どのあまり老人に抱きつく。

「おいおい、礼ならセイルにお言い。これがさっきの攻撃魔法の〝呪波〟を中和したのじゃよ」

　サイモニデスは、ウェナの髪に差してあった青い花を指した。

　セイルが花に注ぎ込んだ〝呪波〟が、ウェナの全身を薄いヴェールのように包み、結果的に彼女を守ったのだ。

「セイルさん……」

　ディーナの目から涙があふれそうになる。

　アマラは少女らの無事にほっとため息をつくと、立ち上がった。

「私、セイルを追うわ」

「無理だぜ！」

　と、大型短剣でブラキアタの触手を切断しながらカミロが叫さけぶ。

「奴は大だい丈じよう夫ぶだよ！　任まかせておけって！」

「駄だ目めなのよ！　今のセイルじゃ！」

　アマラは声を荒げた。

　その剣幕に驚いた一同はアマラの顔を見る。

「あの子、アリシアたちが死んだと思って、怒りに我われを忘れているわ。その大きく乱れた感情に影響を受けてマギの杖が暴走したら……」

　アマラは語尾を濁にごした。セイルと交かわした約束についてまで、話すべきかどうか迷ったのだ。

「なるほど、我々、いや、この町は破滅という訳ですね」

　大蝦しや蛄こオラトオラトの頭を鉄てつ鎚ついで叩き潰つぶしていたアノーが手を止めると、刈り揃そろえられた口髭ひげに指を持っていって、何やら納得したようにうなずく。

「なんであんたがそんなこと分かんだよ？」

　と、不ふ審しんの目を毛皮商人に向けるカミロ。

　だが、アマラはかぶりを振る。

「彼の言う通りなのよ。私、行かないと」

「なら、俺もだ」

「駄目よ！　これ以上ここを守る人間が減ると、ディーナやアリシアたちを守り切れなくなるわ」

「だけど、お前一人で城まで着けるかよ！」

　カミロは城へと続く道を目で示した。

　やはりそちらも、黒い海魔の群れで満ちている。

「……アマラさん、ここは私が食い止めます。あなたたちは城に」

　そう言ったのはアノーである。

　アマラは争い事には縁遠そうな彼の瞳をのぞき込んだが、すぐに決断した。

「……お願い！」

　カミロとアマラが城に向かって走りだすと、海魔を投げつけてオルテーズの攻撃を防いでいたビゲリスの前に、鉄鎚を捨てたアノーが進み出た。

「ここは私が……」

　その軟なん弱じやくそうな姿を見て、オルテーズが嘲ちよう笑しようする。

「俗人が！　〝呪波〟の前では貴き様さまなど塵ちり芥あくただ！」

　彼の握る紅玉石の杖の先から、電光が奔はしった。

「……やれやれ、教団の攻撃魔法には多様性に欠けるという欠点がありますな」

　電光は、アノーの寸前で見えない壁にでもぶち当たったかのように四し散さんした。

「何だと！」

　啞あ然ぜんとするオルテーズ。

「そう、確かに人間はみな、塵芥です。……寛かん容ようさを失い、人を思いやって生きていくことを忘れてはね」

　アノーはゆっくりとオルテーズの方に歩きだした。彼に襲いかかろうとする海魔はすべて、見えない障壁に触れた瞬間に煙を上げて水の中に沈んでゆく。

「ま、まさか貴様は！」

　オルテーズはその骸がい骨こつのような顔に恐怖の表情を張りつかせたまま、紅玉石の杖を毛皮商人に向け、己おのれの能力限界にまで増幅した〝呪波〟を放った。

〝呪波〟は数十本の焰ほのおの矢となり、蒸気を上げながら、広場の石畳を覆おおう海水の上スレスレをアノーめがけて飛ぶ。

「……信じられませんな。この程度の腕でセイル・グレイを狙ねらっていたとは」

　オルテーズの射ち出した矢は黄色い焰の塊かたまりで、その温度がセイルの使う白熱球よりもかなり低いことが色からも分かる。

　アノーは口髭に指をやり、眉まゆをひそめた。

　次の瞬間、焰の矢はずべて、オレンジ色の火花を散らしてアノーの障壁に弾はじかれると、その矢先の向きを変え、さらに勢いを増してオルテーズに突進した。

　身をかわす時間はなかった。自分が放った矢に貫つらぬかれたオルテーズは全身を焼かれ、バチャリという音とともに海水の中に倒れる。

「同じ魔道士相手に正面からとは、愚おろかな攻撃です」

　アノーは焼け焦こげた魔道士の傍かたわらに立つと、上着の懐ふところから護ご符ふのようなものを取り出してオルテーズの目の前に突きつけた。

　特に凝こった細さい工くはない、銀の円盤である。

　だが、これは教団の中においては特別の意味を持っていた。

「では、あなたは……！」

　死の間ま際ぎわにあるオルテーズはアノーを見上げた。

　アノーは、普段とは違った厳しい顔でうなずく。

「ああ、どうか私の魂たましいを！」

　オルテーズは黒焦げになった腕でアノーにすがった。

「……救えぬな、オルテーズ」

　アノーの声は冷れい徹てつだった。

「汝なんじの罪はあまりにも重い。その魂は未み来らい永えい劫ごう、苦しみと悔かい恨こんの海を彷徨さまよい続けることだろう」

　絶望のうちに、オルテーズの目から生命の光が消えた。

「……おい、あんたは一体？」

　ビゲリスが、魔道士の腕を振り解ほどいて立ち上がるアノーの横顔をまじまじと見つめた。

「味方ですよ、あなたたちの」

　そう微ほほ笑えんで振り返ったアノーの顔は、いつもの温厚な商人のものに戻っていた。

「さあ、セイルさんたちがパンフィレエを倒すまで持ちこたえましょう！　パンフィレエが破れれば、彼女と契約を結んだ海魔たちも去っていくはずです！」
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　城の正面から突入したセイルの前には、広場にいた以上の数の海魔が立ちふさがった。

　そのほとんどが大型のヤドカリ、バガルスである。

　大ヤドカリといっても、その姿は普通見る小型のものとはだいぶ異なっていた。

　八本の節足と螯はさみの他に、タコのような頭と六本の触手が、刺とげつきの貝かい殻がらの口のところから現われている。その上、鮫さめの歯を打ちつけた武器のような器具を触手に持っているものも中にはいて、彼らが高い知能を有していることが分かる。

　今、セイルが立っている門のところから、上の階に続く螺ら旋せん状の石段までの間にいるバガルスの数は、百を越えている。

「……一匹一匹相手にしてはいられないな」

　セイルは迫りくるバガルスに向けて、マギの杖つえを大きく回した。

　ブンッ！

　リュートの低音弦を親指で弾はじいたような、低い音。

　ほんの少し、蜃しん気き楼ろうのように空気が揺らぐ。

　杖からは何も発射されたようには見えなかった。

　だが……。

　一瞬後、バガルスたちは風船のように破裂した。

　砕けたのでも、潰つぶされたのでもない。

　文字通り、弾け飛んだのだ。

　それも、一匹残らず。

　しかも、大理石でできた左右の壁と床ゆか、天てん井じようが白熱化し、一部溶けだして液化した石がポタポタと滴たれてきていた。

　これは想像の限界を超えた熱量が、限定された空間に瞬時に放たれたことを意味する。

　バガルスが破裂したのは、殻内の肉の水分が蒸発し、体積が増加する速度に外骨格が耐えきれなかったためだ。

「……次」

　セイルは再び〝呪波〟を集中し、白く煮えたぎっている壁や床に触れないように身を浮かすと、次の階へ向かった。




　この階を満たしていたのは、セイルが初めて見る海魔だった。

　その海魔は人間によく似た、いや、人間そのものの姿をしていたのだ。

　ほとんどが漁りよう師し服姿の男たちだが、中には年とし端はもゆかぬ少女もいる。ただ、その目は白く濁にごり、肌は灰色にふやけて今にも肉から剝はがれ落ちそうだった。海かい藻そうに覆おおわれた身体からだのあちこちに抉えぐられたような傷があり、血の気けの抜けたボロボロの白い肉と骨がのぞいている。腹部の傷に無数の小こ蟹がにが群むらがっている者もいれば、眼がん窩かから眼球の代わりに鰻うなぎが頭を出している者もいる。

　先ほどのバガルスを上回る数。

　それが腐くさった肉汁とも、血とも、海水ともつかぬ液体を滴したたらせながら、銛もりや鈎かぎを手にセイルに近づいてくる。

　普段のセイルなら、彼らを傷つけることは不可能だっただろう。

　たとえ、それが既に死んだ存在であっても、無関係な人々に〝呪波〟を向けることは今までのセイルにはできなかったはずだった。

　しかし……。

　ドウッ！

　目の前に迫った少女に、マギの杖から焰ほのおの塊かたまりが放たれた。

　キュキュキューッ！

　何かが軋きしむような声を上げて、紅ぐ蓮れんの焰に包まれた少女はのたうち回り、やがて動かなくなった。

　だが、他の死体は燻くすぶり続ける少女を踏み躙にじりながら、セイルに向かって進み続ける。

「無反応ということは、個々の死体に意志はないな。統制されているか……」

　セイルはつぶやくと、新たな〝呪波〟を練ねり始めた。

（死体どもを操あやつる海魔の本体はこの奥だ！）

　マギの杖により増幅された〝呪波〟は、回廊の先の暗がりに向かって奔ほとばしった。

〝呪波〟は周囲の空気に無数の断層を作りながら、螺ら旋せんを描いて進んだ。

　その軌道上にあった死体たちは、断層による気圧の差が生み出すカマイタチに皮ひ膚ふや肉を切り刻まれ、吹き飛ばされて次々に倒れていく。

　そして、〝呪波〟の旋風の渦うずが奥に存在した何かのところに達すると……。

　キュルキュルキュルッ！

　さっきの軋みのような声の、数十倍も大きな音がして、やがて止やんだ。

「…………」

　セイルは動かなくなった死体を避けながら進んだ。

　最上階に続く石段の前の空間で彼が見たのは、樫かしの木のように直立した海藻の巨大な株だった。そこから伸びた何本もの細い海藻が、それぞれの死体につながっている。

「これが人形使いの正体……」

　だが、今はそれも縦に真っ二つに裂けて、沈黙している。

「次……」

　セイルは額ひたいに滲にじんだ汗を拭ぬぐうと、重そうな足取りで石段を上がっていった。




「ようこそ、元兄弟」

　最上階の広間に至る扉とびらの前で、木製の腰掛けに座すわって待っていたのは、紅こう玉ぎよく石せきの杖を握るゲールラッハだった。

「なるほど……、相当堪こたえているようですね」

　彼はゆっくりと立ち上がりながら、目を細める。

「何だって？」

　大きく息をしながらセイルは尋たずねる。

「いえね、パンフィレエが言っていたんですが、これだけ連続して魔法を使えば、さすがのマギの杖の持ち主も、〝呪波〟を練る精神力は限界に達するということですよ」

　ゲールラッハはアゴのだぶついた脂し肪ぼうを震わせて、グフグフと忍び笑いを漏もらす。

「ほら、もう足にきているし、呼吸もかなり荒いですよ」

　セイルは無言で肥満の魔道士に向けて衝撃波をぶつけた。

　だが、その波動はゲールラッハの張った障壁に完全に弾かれて、逆にセイルの身体からだを吹き飛ばす。体重のないセイルはゴロゴロと転がって背後の壁に叩たたきつけられる。

「グフフ……、私の作った障壁でやすやすと跳はね返されるようですと、本当にもう限界ですねえ」

　ゲールラッハは短い手に握られた杖の先を、ヨロヨロと起き上がるセイルに向けた。

「とどめ、刺しちゃいましょう」

　杖の紅玉が、赤い輝きを帯びる。

　その時……。

　ビュンッ！

　黴かび臭くさい湿った空気を裂さいて一本の矢が飛んで、ゲールラッハの手首を射抜いた。

　その手から、カラリと音を立てて杖が落ちる。

「……援軍参上！」

　弓を手にしたカミロが暗がりから姿を現わして、ゲールラッハの前に出た。

　やや遅れてアマラも姿を見せ、セイルの身体を支える。

「セイル、アリシアとウェナは助かるわ。サイモニデスの保証付きよ」

　彼女が告げると、セイルは目を閉じて大きく息をついた。

「おい、漁師小屋での借りは返したぜ。これで形勢逆転だな」

　カミロはゲールラッハの顔を見て、ニヤリと笑う。

「……痛いですね」

　魔道士は刺さった矢を抜くと、カミロの足元に投げ返した。

「もう少しでしたのに残念です。私の身体は直接的な攻撃に対する防ぼう御ぎよ能力に欠けていますから、ここは退ひかせてもらいましょう、グフッ」

　ゲールラッハの巨体は霞かすみに包まれるように次し第だいにぼやけ始めた。

「くそっ、待て！」

　腰から大型短剣サクスを抜いたカミロが斬きりかかる。

　だが、サクスの刃は半透明になったゲールラッハの身体を通り抜け、カミロは勢い余って引っ繰り返った。

「グフフ、私としては元兄弟セイル、あなたが死んでさえくれればいい。ここはパンフィレエに任まかすことにしますよ。今の状態のあなたでは彼女に勝てませんからね……」

　汚きたない笑い声とともに、ゲールラッハは消え失せた。

「……セイル、怪け我がはない？」

　アマラは心配そうに、今にも倒れそうなセイルの様よう子すをうかがう。

「怪我は、ね」

　彼は息を絞しぼりだすようにして答えると、マギの杖で身体を支えながら扉の方に向かって一歩一歩足を進める。

「おい、このまま突っ込む気かよ？　あのデブの言ってた通り、今のお前じゃこれ以上は無理だぜ」

「そうでもありませんよ」

　セイルは頭を振った。

「マギの杖には、ゲールラッハやパンフィレエの知らない秘密があるんです」

「秘密？」

　扉の前に立ったセイルはそれ以上何も言わずに、マギの杖をいったん置き、両手を肩ほどの幅に広げると、残りの精神力を振り絞って〝呪波〟を練る。

　すると、その手の間に、虹にじ色に輝く泡あわが生まれた。

　セイルはちょうどアマラが水晶球をのぞく時と同じように泡を凝ぎよう視ししていたが、やがてその泡を保持したまま、さらに別の〝呪波〟を集中した。

　ボッという低い音が上がり、高温で燃える白熱球が泡の中心に発生する。

　セイルはそれを確認して、そっと両手を虹色の泡から離す。

　泡は白熱球を内包したまま、破裂することもなくふっと空中でかき消えた。

「何をしたの？」

　アマラが聞く。

「これも秘密です。説明が難むずかしいですから」

　セイルは二人に微笑んだ。

「でも、危あぶないですから、ここから先は僕一人で行かせてください」

「駄だ目めよ。……約束があったでしょう？」

　アマラは、マギの杖を握ろうとするセイルの手に自分の手を重ねた。

「自分のなすべきことは心得ているわ」

「……そうでしたね」

　セイルはうなずくと、カミロの方を振り返った。

「でも、カミロ、あなたは別です。これ以上、僕に付き合う必要はありませんよ」

「よせよ、ここまで齧かぶり付つきの席で見ていた客を、天てん井じよう桟さ敷じきに追いやる気かよ」

　と、肩をすくめたカミロはその後でわずかに顔をしかめた。

　その時初めて、セイルは彼が太ふと股ももからかなりの出血をしていることに気がついた。

「その怪我は!?」

「ちょいと、な」

　カミロは強がってその脚で跳はねて見せ、よろけてアマラにつかまった。

「ととっ……。なあに、竪たて琴ごとを弾ひくには指がありゃいいし、女の子を口く説どくにはこの美び貌ぼうとよく回る舌さえありゃあいい。足の傷なんざ、関係ねえよ」

「馬ば鹿かですよ、あなたは」

　セイルは言い捨て、扉の方に向き直った。

　カミロは、背を向けたセイルの肩がわずかに震えていることに気がついたが、あえて見ぬ振りをする。

「……じゃあ、行くか？」

「ええ」

　セイルは広間の扉をグイと押した。




「よくここまで来たよ。こうでなくっちゃいけない」

　管区長の椅い子すに長い足を組んで座すわったパンフィレエは、満足そうに目を細めた。

「何だか余計なのがくっついて来てるようだけど、まあ、いいさ。一いつ緒しよに殺してあげるよ」

「何だと！」

　と、いきり立つカミロを抑おさえて、セイルは彼女の方を向き直った。

「パンフィレエ、一つ聞きます。なぜこんな非ひ道どいことを？」

「簡単な理由だよ」

　彼女は肩をすくめる。

「あたしは司教になりたいんだ。手っ取り早くここで利益を上げて、本山に帰り、より高い地位に就つく。そのためだったら多少の悪事には手を染めなくっちゃね」

「地位ですか？　あなたがそんなものに執しゆう着ちやくするとは意外ですね」

「男のあんたに何が分かるのさ」

　わずかにパンフィレエの表情が険けわしくなる。

「あたしはね、物もの心ごころがつかないうちから教団に身を捧ささげ、〝呪波〟だって天才と持て囃はやされたあんたや、教きよう父ふ衆に負けないくらい修業を積んだ。司教たちの命令なら汚きたない仕事も引き受けたし、欲望に目をギラつかせた年寄りどもに身体だって開いたさ。その結果……」

　彼女は両手を目の前に差し出した。

「この手の中に何が残った？　無さ。マギの杖も無けりゃ、身分も幹部の中では最低位の地方司祭。そんなあたしが……」

　パンフィレエはふと、言葉を途と切ぎれさせ、苦笑する。

「もう、いいさ。……さあ、始めようよ」

　セイルはうなずき、彼女の前に出た。

「少しは手て応ごたえ、感じさせておくれよ」

　パンフィレエはすらりと伸びた足で立ち上がった。

「よく言いますね。僕の精神力を削けずるために、山ほど海かい魔まをぶつけてきたくせに」

　と、セイルはマギの杖を彼女に向ける。

「それはそうと、あなたのその膨ぼう大だいな魔力の秘密、分かりましたよ。あなたは自分の中に三つの人格を持っている。それが通常の三倍を超える魔力を使える理由ですね？」

「気づいてくれると思ったよ。でも、三つなのは人格だけじゃないんだよ」

　パンフィレエの蛇を思わせる口が大きく開かれた。

　鋭するどく尖とがった犬歯の間から、鞭むちのように長い舌がベロリと外に出る。

「…………！」

　アマラたちは戦せん慄りつした。

　胸のあたりまで伸びた舌の中央、そのザラついた表面に白い、女の顔が浮き出ているのだ。

「私はドミノ」

　白い顔の女は微ほほ笑えむ。

「お目にかかれて嬉うれしいわ、セイル。すぐにお別れなのが残念ね」

　パンフィレエはさらに法衣の前をはだけた。

　張りのある半球状の胸があらわになり、その下腹部の白い大理石のような肌が否いや応おう無しに目に入る。だが、本来臍へそがあるべき場所からやや下にかけての部分には、若い娘の顔が浮き上がっていた。

「驚いたかい？　あたいはロビザだよ！」

　娘の顔は下品な、けたたましい声で笑う。

「一つの身体に三つの顔と三つの意識！　それがあたいたち、闇やみの姉し妹まいさ！」

　何の前触れもなく、パンフィレエの猛攻撃が始まったのはこの瞬間だった。

　パンフィレエの両腕から、ロビザとドミノが生み出した光の鞭むちが伸びると、セイルの両翼に位置していたアマラとカミロを襲う。

　光の鞭は容よう赦しやなく二人を打ち据すえ、打たれた箇所に激痛を与えるとともに、クラゲに刺されたようなミミズ腫ばれをつけた。

　これと同時に、闇の長姉であるパンフィレエは、セイルに向かって召しよう喚かん魔法による攻撃をかける。

　パンフィレエが〝呪波〟を放つと、彼女とセイルの立つ場所のちょうど中間ぐらいのところに、忽こつ然ぜんと黒い霧の渦うずが出現した。

　そして、その渦巻く暗黒の中から、カラカラと音を立てつつ四体の半透明の骸がい骨こつが飛び出してきた。

　死の世界から呼び起こされた骸骨は、古びた青銅の兜かぶとと鎖くさり帷子かたびらで身を固め、セイルの首をはねようと三日月刀シヤムシールを振るう。

　身体を使っての戦いは苦にが手てだろうと踏んでの攻撃だ。

　一度に四体から攻勢をかけられては、剣の心こころ得えのある者でも押し返すのは難しい。

　だが、セイルは自分から骸骨の間に飛び込むと、四方に向けて最大限の出力で衝撃波を放った。骸骨は一瞬のうちに粉々となる。

「ちいっ！　こいつ、魔力が衰おとろえていない！」

　パンフィレエは顔を歪ゆがめる。

　セイルは続けて、マギの杖に〝呪波〟を集中した。

　宇宙を内包する杖の先に星々が集まって光の円盤が生まれ、それが白く輝きながら飛び立つ。円盤は大きく円えん弧こを描いて飛ひ翔しようし、アマラとカミロを締めつけていた光の鞭を斬きると、今度は真っすぐにパンフィレエに向かった。

「キャアアアーーッ！」

　断だん末まつ魔まの悲ひ鳴めい。

　輝く光の円盤は、パンフィレエが伸ばしていた長い舌をスッパリと切断した。

　焼けるような痛みを覚え、身を仰のけ反ぞらせて倒れるパンフィレエ。

　人面が浮き出た舌は、頭を切られた蛇のようにのたうち回り、やがて動きを止めた。

「ドミノ！」

　倒された姉妹を見て、ロビザとパンフィレエが身をよじらせて叫さけぶ。

「なぜだい！　なぜこんなに魔法を使えるんだい！」

　セイルは杖をさっと横に振って光の円盤を消すと、両手をついた姿勢で自分を見上げるパンフィレエのすさまじい形ぎよう相そうに目を落とした。

「マギの杖は通常の精神力だけを〝呪波〟の源みなもととするものじゃない。術者の命そのものを〝呪波〟に変換できるんですよ」

「バカな！　命を削けずって〝呪波〟を繰り出したというのかい！」

「……そういうことになりますね」

　セイルの声には普段は感じられぬ冷たさが漂ただよっていた。

「僕はあなたを殺すためなら喜んで自分の命を代だい償しようにしますよ。あなたは僕の大たい切せつな人たちを傷つけた。許すことはできない」

「……いいねえ」

　パンフィレエはゆっくりと身を起こしながらクククと笑った。

「いいよ。そうやって憎しみに心を染めるといい。そうすりゃ、あんたもあたしと同じになれるさ！」

　そう言い切った瞬間、パンフィレエの姿はセイルの視界から消えた。

「どこ？」

「消えやがった！」

　アマラとカミロもあたりを見渡す。

「消えたんじゃない！　ここに集まって！」

　叫んだセイルは、アマラたちも包み込むように大きな半球状の障しよう壁へきを急いで張った。

　一瞬後、その障壁に四方から嵐のように焰ほのおの矢が降り注ぐ。

　爆音と衝撃が障壁を振動さぜ、床ゆかを揺るがす。

「どうなってんだ！　相手は一人じゃないのか！」

　鼓こ膜まくを破りそうな轟ごう音おんの中で、怒ど鳴なるカミロ。

「一人ですよ！　パンフィレエは移動速度を肉体の耐え得るギリギリまで上げて、わずかな時間差で僕らの周囲を回りながら攻撃を仕掛けているんです！」

　セイルも同じように怒鳴り返す。

「じゃあ、あなたも同じように速度を上げればいいのね！」

　と、アマラ。

「理屈ではそうです！　でも、問題が一つ！」

「何!?」

「僕はその魔法を知りません！」

「なら、どうすんだよ！　このままやられる一方か!?」

「手はあります！　僕も移動速度を上げることは無理でも、知覚神経と運動神経の働きを鋭えい敏びんにすることはできます！」

「簡単に言えよ！」

「つまり彼女の動きを見ることはできるということですよ！」

「それで、何ができるんだよ！」

「それで、十分！」

　そう言ってセイルは〝呪波〟を練り、自分に向けて放った。

　突然、視界が暗くなり、空気が糊のりのように粘ねばつく感じになる。

　普段耳にするすべての音は、周波数は低下し、可聴範囲外となった。

　耳は頼りにならない。

　世界が凍こおりついたように静止する中で、パンフィレエだけが自分たち三人の周囲を縦じゆう横おう無む尽じんに動き回って焰の矢を放ち続けているのが分かる。

（見えさえすれば！）

　セイルはパンフィレエの動きを確認すると、独ひとり障壁の外に脚を踏み出す。

　もちろん、筋肉の動き自体は加速されていないので、パンフィレエの目から見ると蝸牛かたつむりが這はうような緩かん慢まんな動きである。

　勝利を確信した笑みを浮かべ、パンフィレエはセイルの正面に迫る。

　確実にとどめを刺そうというのだ。

　セイルには彼女の動きは見えるものの、〝呪波〟を練ってマギの杖を構かまえるのは間に合わない。

（さよならだよ、セイル）

　パンフィレエの唇くちびるはそう動いた。

　彼女はセイルの頰ほおに口づけすると、彼の頭を両手でつかみ、最大限に増幅した衝撃波を放った。

　そして……。

　次の瞬間、二人の周囲で再び時が呪じゆ縛ばくを解かれて動きだした。

「セイル！」

　アマラの叫びが広間に響く。

　頭を失った死体が小こ刻きざみに手足を痙けい攣れんさせながら、大理石の床に倒れた。

　首から噴ふき出した血があたりを深しん紅くに染め上げる。

「セイル！」

　アマラは彼の頰に手を当てて、目の前に立つ姿が幻まぼろしでないことを確かめる。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「……ええ」

　セイルは横たわるパンフィレエに目をやって、うなずく。

「こいつ、心配させやがって！　一体何があったんだ？」

　カミロはセイルの胸をこぶしで小こ突づいた。

「その、お前が消えてからよ？」

「この部屋に入る前」

　セイルは説明した。

「僕は〝刻ときの泡〟を作りました」

「あのシャボン玉みたいな奴か？」

「ええ。あれは実は泡というより、この時空に開いた穴なんです。そして、その穴は未来か過去のある時点の、この空間につながっている。要するに別の時間への……」

「あ～っ、分かんねえっ！　簡単に言え、簡単に！」

「つまり僕は泡を通して未来を見て、パンフィレエが僕のすぐ前に立った瞬間に白熱球が出現するように、言わば時限式の〝呪波〟を予あらかじめ放っていたんです」

「……その説明のどこが簡単なんだよ？」

　カミロはぶつぶつ言いながら、理解することを諦あきらめた。

「でもまあ、杖を暴走させずに済すんだようだしな」

　セイルは手の中の杖に視線を落とした。

「今回はまるで、杖が戦い方を教えてくれたような気がしました」

　だが、そんなセイルに突然、厳きびしい口調で尋ねたのはアマラだった。

「……そうよ！　どういうことなの？　マギの杖が命を削るって!?」

　ついさっきまでの様よう子すとはうって変わっての強い調子に、セイルはやや戸と惑まどう。

「生命力は魔力に変換できるんですよ。でも大したことはありません、今の戦いで消費した量はせいぜい二年分です」

　これを聞いたアマラは腹立たしげにグラディウスを床に叩きつけると、セイルに背を向けた。

「どうしたんです？」

「何でもないわよ！……でも、今のセイルは好きじゃないわ！」

「何を怒っているのか説明してくれなければ、分からないじゃないですか？」

　アマラはキッと振り返った。

「こう言ったら分かるの？　あなたはアリシアとウェナを、亡なくなったイフィーさんと重ね合わせた。そして、クユニックを滅ほろぼした時と同じように、憎しみと怒りでパンフィレエを殺した。自分の命のことも、マギの杖が暴走した時に巻き込まれる人の命のことも、これっぽっちも気にせずにね」

「だから、暴走しそうになったら僕を殺せばいいと言ったでしょう！」

　セイルもつられて喧けん嘩か腰ごしになる。

「どうしてそういう言い方するの！　まるで子供じゃない！」

　アマラの声がさらに高くなった。

「ではあなたは僕の母親のつもりですか？」

「わ、悪かったわね！　どうせ私は年上よ！」

「……やれやれ」

　巻き込まれてはかなわないと、カミロはそんな二人から離れて高みの見物を決め込む。

「これで……、終わりか」

　と、つぶやいた彼はふと、パンフィレエの死体が横たわっていた場所に目を向けた。

「…………？」

　床に残っているのは血ち溜だまりだけだった。

　死体が、あるべき場所から消え失うせていたのだ。

「……危あぶねえ！　セイル！」

　カミロは叫んだ。

　その声に振り向くセイル。

「道連れだよ、セイル・グレイ！」

　いつの間にか、パンフィレエの身体は音もなく起き上がって、セイルの背後に忍び寄っていた。

　下腹部に浮き出たロビザの顔。

　彼女だけがまだ生き延びていたのだ。

　パンフィレエ、いや、ロビザは甲かん高だかい哄こう笑しようとともにセイルに跳とびかかり、両手で首を絞しめ上げた。

　女の腕とは思えぬ力である。

　意識が遠とお退のき、セイルの手からマギの杖が落ちる。

　今の疲ひ弊へい状態では、杖なしで〝呪波〟は放てない。

　セイルにとっては致ち命めい的てきな状況だ。

「くそ！」

　カミロが大型短剣サクスをロビザの顔めがけて投げつける。

　ザクッという音を立てて、サクスはロビザの右目に深々と突き刺さった。

　だが、ロビザは手を緩ゆるめはしない。

　アマラがグラディウスを取って攻撃を仕掛けようとするが、ロビザはセイルの身体を盾たてにして牽けん制せいする。

「ほお～ら、もう少しだよ」

　からかうようなロビザの声。

　セイルはその声の出所を狙ねらって膝ひざを突き出した。

　もちろん、こんな苦し紛まぎれの蹴けりは見事に空から振ぶりする。

　それどころか、セイルは足をもつれさせてそのままロビザもろとも床に倒れ込んだ。

「ハハハッ！　パン姉とドミノの仇かたきだ！」

　馬乗りになったロビザの指が喉に食い込み、爪つめが皮膚を裂く。

　意識を保とうと、床を搔かきむしるセイル。

　と、その指先が先ほど落としたマギの杖に触れた。

「…………！」

　セイルは杖を握ると、ロビザの顔に手のひらを向けて衝撃波を送り込んだ。

「ギャアッ！」

　叫んで仰のけ反ぞるロビザ。

　セイルはすかさず身を入れ替え、逆に馬乗りになる。

（二度と蘇よみがえれないようにしてやる！）

　彼は怒りに燃える目で〝呪波〟を練ると、見えない腕を生み出した。

　見えない〝呪波〟の腕は真っすぐに突き出されると、ロビザの身体に入り込み、直接その魂たましいを握った。

　人格は複数存在しても、魂は結局一つ。

　基本的に精神波である〝呪波〟は、幾つかの心的障壁を打ち破ることができれば直接その魂に触れることができるのだ。

　セイルは〝呪波〟の腕で触れて、ロビザの、つまりパンフィレエの魂を見た。

　パンフィレエの魂は黒い雲に覆おおわれた、汚れた、歪ゆがんだ核だった。

　もちろん、光学的に見たのではない。

　パンフィレエの魂の姿は〝呪波〟を媒ばい介かいとした心象として、セイルの心に映し出されているのだ。

（滅べ！）

　セイルがその醜い魂を握り潰つぶそうと、見えない手に力を込めようとした瞬間。

（待って！）

　声がした。

（……創つくることができないものを、あなたは壊せるの？）

　心に刻みついた、ずっと聞きたかった声。

（イフィー……？）

　それは紛まぎれもなく、あのイフィーの声だった。

（セイル、怒りを捨てて。そして見るのよ、パンフィレエの本当の姿を……）

　セイルはイフィーの言うままに、薄汚れたパンフィレエの魂を握った手を緩ゆるめる。

　すると、魂にかかっていた黒い雲は、次し第だいに四し散さんしていった。

　そしてその中から、美しく七色に輝く小さな宝石が現われたのだ。

（これが……パンフィレエ？）

（誰も生まれた時から悪に染まってはいないのよ）

　セイルはそっと宝石を持ち上げ、その煌きらめきの奥をのぞき込んだ。




　最初、そこに映って見えたのは、独ひとり幼おさない手で顔を覆って泣く、少女の姿だった。

　あたりは戦場だろうか、焼け落ちた家々の間に無数の死体が横たわっている。少女の前にも、背中に槍やりを突き立てられた若い男と、胸元を引き裂かれた服を身に着けた女の亡なき骸がらが寄り添うように倒れていた。

　それから場面は変わり、法衣をまとった男に手を引かれてゆく少女の後ろ姿が映し出された。

　次は、彼女が寒く暗い宿舎で、かじかむ手を息で暖めながら空腹を堪こらえている様よう子すである。それでもまだ、与えられたボロボロの宗教書を夜遅く開いて勉強を続ける少女の瞳ひとみには、わずかな希望の色が見て取れる。

　だがまた突然、その数年後に光景は移り変わった。

　十代前半になった少女は、年老いた司祭に寝室に連れ込まれていた。

　暗がりの中での荒い息と絶望の悲ひ鳴めい。やがて、彼女は欲望を遂とげた司祭に半裸で寝室を追い出され、放心状態で回かい廊ろうを歩く……。

　屈くつ辱じよく感かんと痛み、引き裂かれた心……。

　部屋に戻った少女は唇くちびるを嚙かみ、膝ひざを抱かかえていつまでもむせび泣いていた。




（…………）

　セイルは目を背そむけた。

（僕は彼女を許さないと言ったけれど、それは間ま違ちがいだったようです。……この人を救たすけることは？）

（もうパンフィレエの命は燃え尽きようとしているわ。救えるとすれば、この小さな魂の光だけ……）

　イフィーは答える。

（でも、本当にこの魂を救えるかどうかは、あなたの決断にかかっているの）

（僕の？）

　と、セイルが尋ねようとした時。

　突然、凄すさまじい音とともに城が揺れ、広間の海側の部分がガラガラと崩くずれ始めた。

「何だ！」

「危あぶない！」

　カミロとアマラが、落ちてくる天てん井じようの破片を避けながら扉とびらの方へと下がった。

　セイルもパンフィレエを片腕で抱きながら、床に走る亀き裂れつに追われるようにして後退する。

　柱がへし折れ、壁と床の大理石が粉々に砕け、粉ふん塵じんが巻き上がり、瓦が礫れきと化した石材が崖がけを転がって海に落下し、高く飛沫しぶきを上げた。

　下がるのが遅れていれば、セイルたちも瓦礫と同じ運命をたどっているところだ。

　轟とどろく大音響。

　外壁が崩れ落ち、日光が眩まぶしく、広間の辛かろうじて崩れずに残った部分に射し込む。

「くっ！」

　薄暗い室内に慣れていたセイルたちは目を細める。

「セイル、お前がやったのか!?」

　もうもうたる埃ほこりにむせ返りながら、カミロが怒ど鳴なる。

「まさか！」

　だが、この急激な広間の崩ほう壊かいの原因が分かるまで、そう時間はかからなかった。

　轟ごう音おんと土つち埃ぼこりと海水の飛沫が収おさまった時、セイルたちは見た。

　自分たちがいる岬みさきの城よりも、遥はるかに大きな巨人が、黒くうねる海から上半身を現わして自分たちの方に目を向けているのを。

　巨人といっても、人を連想させるのはその輪郭だけである。

　全身は暗緑色で、よく見るとそれが藻もと海草に覆おおわれているためだと判わかる。

　片方だけのぞいた目は、直径が人の身長ほどもあり、瞳はなく、全体がどんよりと灰白色に曇っている。

「……海かい魔ま」

　アマラがつぶやく。

　確かに、それは海魔だった。

　それも、その頂点に立つ存在であることは間ま違ちがいない。

（汝なんじラハ、余ノ所有物ヲ不当ニ所持シテイル）

　巨人はセイルたちの心に直接語りかけた。

「しょ、所有物？　知らねえよ」

　肝きもを潰つぶしすぎて、逆に開き直ったカミロが言う。

（契約ノ代だい償しようダ）

「契約？」

　セイルは腕の中のパンフィレエを見た。

「……そうか、この人はあなたと命を売り渡す契約を結んだんですね？」

（ソシテ、ソノ女ハ大イナル力ヲ得タ。サア、代償ヲ）

　巨人は城を包むこともできそうな手を、彼らの方に差し出した。

　セイルはパンフィレエの胸でほのかに輝く光を見つめ、ためらった。

　もし彼女を渡せば、その魂は永えい劫ごう、海底深くに捕とらわれ、苦しみ抜くことだろう。

　しかし、それも彼女の犯おかした罪のことを考えれば当然のことと言える。

（サア）

　巨人は促うながした。

　やがて、セイルは決断した。

「もし……僕が自分が死んだ時に自分の魂を差し出すと言ったら、この魂を解放してくれますか？」

「セイル！」

「な、何言ってんだよ！」

　アマラたちは驚いて彼の顔を振り返る。

　だが、巨人は手を止めた。

（新タナ契約ヲ、結ボウトイウノカ？）

「そうです」

（コノ契約ハ、汝ニトッテ不利ナモノトナルコトヲ承知カ？）

「分かっています。契約を結んでくれるんですね？」

（……諾だく）

「何かの儀式は要いるんですか？」

（ソノ必要ハナイ。汝ヲ信頼シヨウ）

　巨人は厳おごそかに宣言した。

（契約ハ、ナサレタ！）

　次の瞬間、巨人の身体は膨ぼう大だいな量の水の塊かたまりとなり、津波のように城に押し寄せた。

　流されそうになるセイルたちは、海に引き込まれないように大きな瓦が礫れきや柱の基部に必死にしがみつく。

「…………！」

　視界を覆い尽くす飛沫しぶきに呼吸の自由を奪われ、アマラは口を大きく開けてあえいだ。

　城の外では、岬の下の海に大渦が生まれ、湾の海岸線は高波に洗われて、停泊していた漁船のほとんどが外海まで流される。

　そして、処刑台の上にまで追い詰められていたビゲリスたちの目の前で、海魔の群れは広場に達した高波によって流されていった。




　やがて、海は普段の平へい穏おんを取り戻し、傾かたむきかけた陽ひを浴びた海面は無数の宝石を散りばめたような煌きらめきを回復した。

　セイルは、しっかりとパンフィレエの身体を抱き締めていた。

　その胸の奥に灯ともっていた宝石の暖かな光は、いったん強く輝くと、次第に小さくなっていき、消えた。

（救われたわ）

　満足そうな声。

（イフィー、僕は正しいことをしたんでしょうか？）

（その答えは、自分で知っているはずよ、私のセイル……）

　セイルは、少し躊ちゆう躇ちよして尋ねた。

（……ずっと一いつ緒しよにいてくれますか？）

（いつも一緒だったわ）

　イフィーは優しく答えると、甘い風を残して消えた。

「……今度こそ、終わった」

　セイルはそっと、パンフィレエの遺体を下ろした。

　ずぶ濡ぬれになったアマラとカミロが、彼の傍かたわらにやってくる。

（……あれ？）

　二人を振り返って微ほほ笑えもうとしたセイルは、急に世界がグルグルと回るのを感じた。

（回っているのは……僕の方か）

　セイルはそのまま、アマラの腕の中に倒れ込んだ。

　緊張が途と切ぎれ、精神力が尽きかけていたことの反動がどっと出たのだ。

「セイル！」

　アマラは驚いて彼を抱きとめる。

　その腕の中で、セイルはすでにスースーと寝息を立て始めていた。

「……〝一の神〟よ、どうかこの子をお救いください」

　満足そうな表情で眠るセイルの顔を見つめながら、アマラは生まれて初めて、自分の神に祈った。







　終章　旅立ち







　海かい魔まの襲撃は、巨人が去った時点で終わった。

　結局、町の犠ぎ牲せい者しやの数は百人以上に上った。

　一座の仲間からは死者は出なかったものの、アリシアとウェナが歩けるまでに回復するには、一週間かかった。

『ティーズの驚きよう異いの一座』はその後三週間、ショーフルに滞たい在ざいした。

　アリシアたちの傷のためには、もうしばらく留とどまることが好ましかったが、一座に対する町の人たちの目には複雑なものがあったからだ。

　パンフィレエを倒し、町から恐怖を取りのぞいてくれたことへの感謝と、結果的に多くの命が失われた原因となったことに対する憎しみ。

　この二つの感情の間で揺れる町の人々が望んだことは、ただ、一座の人間が嫌いやな思い出とともに一刻も早く町から消えてくれることだったのだ。




「じゃあ、私は一足先に発たちますよ」

　セイルたちが天幕を畳んでいた出発の日の早朝、アノーが外がい套とうに縁の広い帽ぼう子しといった出いで立ちでやってきて別れを告げた。

「異い端たん審しん問もん官かんとして、本山の委員会に報告しなくてはなりませんから」

　彼は帽子を取り、優雅に頭を下げる。

「セイルのこと、報告するの？」

　一座の代表として、みんなが聞きたかったことをアリシアが尋たずねる。

「セイルさんのことですか？　なぜです？」

　アノーは微ほほ笑えんだ。

「教団の一部が必死になって追っているのは、セイル・グレイ。私がここで会ったのは、あなたも知っての通り、セイル・ブロンディングさんですよ。それに……」

　彼は口くち髭ひげの端はしをピンと指で跳はね上げた。

「私は今度の手て柄がらを独ひとり占じめしたいんです。私があのパンフィレエの異端を暴あばいて処刑したと聞いたら、教団の高官の何人かは失しつ神しんしますよ。今からが楽しみですね」

「……あなたは変わった人です、異端審問官としては」

　セイルはため息をついた。

「教団の目的は……」

　アノーは真剣な目をセイルに向けた。

「神々から離れて人間の内に神聖を見いだすこと。人間の持つ無限の可能性を引き出すことです。善と悪、人がたどるべき二つの道があって、たとえ悪の道の方が魅力的で楽に見えたとしても、結局、人間は善を選ぶものだ、と私は信じているんです」

　彼は帽子を被かぶり直した。

「ともかく、数か月のうちに新しい管区長が送られることになるでしょう。今度の管区長の選任には、私も口を挟はさむつもりです」

「優すぐれた人物を寄よ越こしてください」

「教団も愚おろかではありませんよ……、また、どこかで」

　アノーは手を差し出し、セイルはそれを握り返した。




　そして午後……。

　すっかり出しゆつ立たつの準備が整ととのった頃、ビゲリスの妻がやってきてセイルを手招きした。

　彼女の後について馬車の裏に行くと、そこにはディーナとウェナの姉妹がいた。

　ウェナの怪け我がは、もうほとんどいいようだ。

　セイルは二人を見てちょっと驚いた。

　あの日以来、二人に会う暇ひまがほとんど無く、ずっと気にかけていたのだ。

「セイル、見てやってよ」

　ビゲリスの妻が言い、手パ拍ル子マを打ち始めた。

　すると、十二拍子のリズムに合わせて、ウェナとディーナが踊りだす。

　みごとな足さばきサパテアードだった。

　特に、ウェナの方は天てん賦ぷの才を持っているようだ。

　踊りパイレが終わると、セイルは心から拍手した。

　ウェナは彼に飛びつき、頰ほおにキスをする。

「どうやら、あなたは自分の歌を見つけたようですね？」

　セイルが頭を撫なでると、幼おさない少女は目を潤うるませてうなずいた。

「声はなくても、ここの奥に本当の歌を持っていれば、それを表わす方法はあるのよ」

　ビゲリスの妻は自分の胸を指さして言った。

「ここしばらく付きっきりで教えてたんだけどね」

「あなたが踊りをやっているとは知りませんでしたよ」

「ちょいと、アリシアに歌と踊りを仕込んだの、誰だれだと思ってるのさ？」
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「……セイルさん」

　ディーナがためらいがちに声をかけた。

「あの、あたしたち、一緒に旅がしたいの。いいかな？」

「町を……離れるのですか？」

「うん……。あたしは町に辛つらい思い出しかないし、町の方もあたしにいい思い出を持っていないから。アリシアさんやアマラさんに頼んだら、セイルさんがいいって言うなら構かまわないって。どうかな？」

　彼女はセイルの瞳ひとみをのぞき見る。

「一つ、条件があります」

　セイルは答えた。

「何？」

　恐る恐る尋ねるディーナ。

「さん付けばなしです、ディーナ。僕たちは仲間でしょう？」

「…………！」

　深緑色の目の少女は、セイルの腕の中に飛び込んだ。




　　　　＊　＊　＊




　こうして『ティーズの驚異の一座』は、新たな仲間を加えてショーフルを発たった。

　その後、平静を取り戻したショーフルは、新しい管区長を迎え、半島中部における貿易の中継基地として発展を遂とげる。

　皮肉なことに、その原動力となったのはパンフィレエの開かい拓たくした密輸の経路だった。




　海魔の襲撃で庵いおりを失った隠いん者じやサイモニデスは、一座と同道して町を出たが、その後別れて後の消息は分からない。




　一座の仲間のうち、ビゲリスの妻はショーフルを出た直後に男の子を産うんだ。




　今、ディーナとウェナの姉妹はビゲリス一家と生活を共にしている。

「なあに、一人増ふえるも、三人増えるも同じだ」

　と、言うのがビゲリスの意見だった。




　カミロは興こう行ぎようのない時にはディーナを口く説どこうと努力を重ねている。

　無論、興行中はその町の女の子の方に目が移ってしまうのだが……。




　執しつ筆ぴつにつまったイシードロは、また失しつ踪そうした。これで四回目である。

　代わりに、ギルという名の人形使い兼楽がく師しが一座に合ごう流りゆうした。別の街で捕つかまって牢ろうに入れられていた座員で、隙すきを見て脱走してきたのだそうだ。




　他の仲間に関しては、特に何事もない。




　傷の癒いえたアリシアは、わずかに薄く残った傷きず痕あとに心を痛めながらも、歌い始めた。

　その歌声は以前と変わらず、魅み惑わく的てきである。




　アマラは常に変わらない。時おり、一座からふっと姿を消して、またふっと戻ってくることがあるが、その度たびに興行で稼かせげる以上の金額を手にしてきていた。




　そして、セイルは……。

　マギの杖つえを元通りに棺ひつぎのイフィーの手の中に収おさめると、銀仮面とリュートを手にまた舞台に上がる。

　セイル・ブロンディングとして。

　彼が再びセイル・グレイに戻った時の経けい緯いについては……。

　また別の機会に語られることもあるだろう。







　あとがき







　え～、秋も深まってまいりまして……。

　……えっ？　もう冬だ？

　…………。

　わー、すいません！　私は噓うそつきです！　次巻は秋と言ったのに、やっぱり年を越してしまいましたぁ！（まただ……）

　理由はあるんですよ、珍しく夏バテしたり、歯列矯きよう正せいのブリッジを入れたり、家の前で殺人事件があったり（事実です）、ドラゴンマガジンの短期集中連載が入ったり……。

（本当のところ、最初の一つ以外はあまり関係がないけど……）

　次こそはきっと、きっと、初夏までに！（だから、こーいうこと言うなって……。まあ、もう誰も信じないか）

　そうそう、今回はこんなことで字数食っている場合じゃなかった。




　まず、お知らせ１。

　この巻から、新主人公セイル・グレイ登場です。異い端たんの罪で追われるセイルは、フレオリックとは正反対と言ってもいい性格。今回の物語は、時間的には『氷刃のフレオリック』よりも一年ほど前の話になります。（だからアマラもちょっと若いかな？）

　これから始まるセイルと『ティーズの驚きよう異いの一座』の冒険、リックたち同様どうか暖かい目で見守ってやってください。




　それからお知らせ２。

　沢田先生多忙のため、今回からイラストが井上純じゆん弌いち先生にバトンタッチ。前任者のイメージが固まりかけているところでの交替という、難むずかしい役どころを引き受けてくださった井上先生に感謝。みなさんも是ぜ非ひ、井上先生に励はげましのお便りをね。（すでに井上版フレオリックはドラゴンマガジン本誌に登場済み。そちらの方も御一見のほどを）




　ええと、後は……。

　おっと、そうだった！　前回予告した（口は、いや、キーボードは災わざわいの元）通り、今回はエレネイの宗教について（少し）解説します。

　まず、エレネイには統一された宗教体系はありません。地方、国によって、多神教、一神教、様々な信しん仰こうがあります。ただし、創造神エルを中心に、妹神スヴァニルダ、エルの子供たちである小さき神々などを信じる人々が、この時代では人口の約六割を占めています。もっとも、直接信仰の対象とされるのは小さき神々だけで、エルは敬愛はされても、神官や巫み女こ、神殿のようなものを持ってはいません。小さき神々のうち、この頃最も信者を集めているのは繁はん栄えいと商業の守り神とされる〝千の頭を持つ蛇じや神しん〟クネプとその子供の蛇神たちで、その信仰はエル神話のもとを離れて独自の体系を築きずきつつあります。（この蛇神については、後の巻で詳くわしく扱うつもりなのでまたその時に）

　また、アマラの信仰する〝一の神〟についてですが……。この信者は今のところ死に絶たえて、アマラだけです。エルを創造神と認める人々の間でも、〝一の神〟の存在を知る人は多くないのです。（この神についても詳しくはまた別の機会に）

　最後に、もっとも特とく殊しゆな宗教の例としてセイルの至し神しん智ち教団が挙げられます。至神智教団員は、神や精せい霊れいの類たぐいの存在を一切認めません。人間の知性を絶対のものとし、知性のみを信じるのです。信者の数こそ少ないものの、エレネイの北部を中心に近年勢力を伸ばしつつあり、大国ザモーラの支配階級にも支持者がいるとの噂うわさがあります。




　とまあ、こんなところでしょうか。

　じゃあ、まだ寒い季節は続くけど、作者のようにコタツで惚ぼけていないようにね。家族にゴミ扱いされるから。

　それから受験生のみんな、あと少しだから引き締まっていこう！（まあ、言うのは楽だな）




　付記１

　前に言っていた質問室、今回開くスペース無くなっちゃった。ごめん、次巻でまとめて答えるから許してね。（また自分で首絞しめてる……）




　付記２

　例によって使用ＢＧＭ。千住明＆ますむらひろし『アタゴオル・クリスマス』、マリリオン『ブレイヴ』、ジプシー・キングス『エストレージャス』、カルメン・アマージャ『カルメン・アマージャ』、及び笠原弘子さんの『シエスタ』その他、でした。
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